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北海道石狩湾産ブラソクトソ調査 V

1975-1979年温暖季 (6-11月)における

動物 プラン ク トンの "現存丑曲線叫

小 鳥 守 之

(北海道土中火水産前験萌)

Plankton investigations in lshikariBay,Hokkaido. Ⅴ.
"Biomasscurves"of2.00plaLnkton during thewarm

season (June-November)from 1975to 1979

MoriyukiKoTORI

(HoAlaidoCE77LTaLFJSAerJeSrエ♪frrmEnLDZSLaLIOn)

ThemezLn,medlan,TTILrumumBndlmXlmumValuesorbLOnaSSOEzoopLankLoncollectedbyvertlCZLl

haulsmostlylrom一he批arSeabouom LOthesurfacewllhaNoRP̂CStandardnet(0331mm mesh

aperture)areglYeJllnlshikarlBayandAd)aCent､∨aterSforn･neperLOdsdurLngthewJ'rn Season

(June-Noyember)offLVeyearsErorn1975to1979 AlllhelLgureSOEtheb･omさSSObtaLnedateach

sLatlOn'naSlngtePer10dareplottedLn8Cumulativefrequencycurve.SothatWeCanreCOgnlZe

agenerZIIfeatureo†zooplank10nb10maSSlnthepresentarezL ThecurveswerepreviouslynzLmed

'bl0maSSCurVeS'byHotlKOSHJetal.(1977).becausetheywereusefulLOComparethevaluesoL

biomassgT叩hicJLllylnA SInglediagram

They81uesof100Pl&nktonb10maSSrZLngedbetween2And530mgwetwelght/lTll.ThemedlAn

yAlueSWtTelO･70mg/mI.andthemeanyalues201120mg/rnl.ThebLOmZlSSCurvesObtalneddurLng

thlSStudyeleArLyIndicatethemedlan,mlnLmtJm andmaxlnum YAhJeSOEzoopl8nktortbLOmaSSOf
eachperiodofobseryat10nandtherz"geofylriationsofthesey8luesJnthearea.ILIStherefore

suggestedthaHhebiomasscurvesareuSeruHoTusLoacqu.repracllCaJkEH)WLedgeotzooplankton

b10maSS.SuchasItssea沖nalandannualv8rlatlOn Moreover,Aburtdleconsistingof8日biomass

ctJrVC50bLa.nedwlHbtirtdlc8t.V亡0h SLandBrdcategorylnthegeneralfeatureoEzoopIAJtkton
biomaSSOfth亡preSen18reaAcoTnPaTLSOnismadebetweenthebundleorb10mASSCurvesObtainedAnd

thecuryesoEtheBeringSeaandtherlorthernNorthPac)rJCOeeamdeplCLedbythe prevl0u51y

puulSheddata.norde,dot･1dlCatethetJSerulntSSOfth亡biomasscu-yes ltLSILkelythatthe

presentmeanvLLlues.nsummer(August-September.25･56mg/ml)correspondLotheprev10uSreSulls

TheL"omasscurvesobtA･neddur.ngth･sstudyalsosuggestlh8日 hemeanvaluesolzooplankton

b10maSSfluctuaLedannual一y)nthELSaTTleSeasonirLTshLkariBay

緒 言

プラソクト'/の現存JtbiomASSはその生産力とは直凍関連を持つ救値では ないが,一面では プラ./クト

稚文番号 Al(刀 (1980年11月14日受理)

+本報の一触 土.昭和54年度日本水産学会軟季大会 (昭和別年10月5日.西片)において,ロ堺発表した.
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'/生産力の反映と乾められる｡たとえは.我々は.年間の平均ブラL/クトン現存tとその現存土を練成する

各種生物の1年間の平均世代数を知ることに上り,年間生産王の一次推定は可能である (西沢 敏 ･安楽正

札 未公表).

石狩帝の動物7'ラ'/クトン現存tに関する珂圭の成果の一部は,小鳥 (1977),小鳥 ･渡辺 (1978),小鳥

ら (1979)および KoTORlandKoBAYAS川 (1979)によってすでに公袈されているが,これらはいずれも

断片的なものにすぎず.石狩帝の年間平均動物ブ ラソクトソ現存JLの算定の基鞍としては不充分と思われ

る｡従って,ここでは1975-1979年の5年間の温政孝 (6-11月)に同市とその近汝海域で得た動物プラン

クトン (約日03mm握度のプラ./クトソネットに上って採集される比較的大型のブラソクトン)の湿五五

の軸定括具に基き.石狩帝とその近接海域の温旗手の動物プランクトン現存Jtの特性について述べる｡動物

プランクトン現存JEは同一海域 ･同一耕IU]内においても観甜点毎に大きく変動するのがtrしろ清瀬である｡

その変動の依向をfI査海城内の空間的変動としてとらえ得る場合もあるが (小鳥1977),ここでは.大きく変

動する現存Jの各椀滞点における3EF定億に基いて研査海域全域における現存且の特性を明確にすることを日

原とした｡従って.ここでは.当れ査海域の粥査期間毎の現存Jt湘定価の平均像 中央値.最小胤 壊大億

を記録するとともに,調査期間毎の 1-b-omasscurvES現存t曲浪'-(HoRtXOSHletal1977)を疑示した｡

】970年代後半の石狩湾とその近接海掛 こおける温暖孝の軸物プラ-/クト･/現存tの記掛 ま.将来,同湾の

動物ブラ./クト./の年間平均現存Jtを求める際の基礎となるばかりでなく,今後.同帝の生物海洋学的特性

の変j宅を監視しっづける上においても,その基礎のひとつとなるであろう｡

材 料 と 方 法

動物ブランクト./湿蕊Aの湘定に供した原本は TAblelに示した9期間に北太平洋席申 ブラソクトンネ

ット(NoRPAC標準ネット 網目0.33mm.口径45cm,伸長 180cm.元田1957)に上る鉛直採集に_上っ

て得たC標本捉数は186である｡これらのうち,1978年6月と同年8月の2期間に採集した合計36模本につ

いては,採集地点の水深にかかわらず,ワイヤ長で20mから海面までの鉛直採集 (ただし,水深20zn以決の

地点では海底面上から海面までの鉛直採集)に上-3て持た｡他の7期間に得た合計150標本については.蘇

底直上より海面まIC･の鉛直採集 (ただし,水深が150m以深の地点では.大部分はワイヤ長で150mから海面

TAbI'1, SamPllngrecordsonzooplanktoncollect)OnstJSedduFlngthlSStudy Sampleswere

obt81nCdbyvertlCathaulsfromthenearSeabottomtothesuTtACe.butsometimes

fromadepthof150mtothesurfacewhenthebottomwasdeeperthan150m.

SenalNo Penod NurnberofstatIOn Reference

26Augusト7September1975

4-20October1975

30Augusト3SeptemtXl･1976

31August-1September1977

15-30June1978

23-27August1978

31October-8November1978

20-29June1979

16-17October1979

Hokkaldo1976.p64

Hokkaldo1976.p65

Hokkaido1980.pp52-53

Hokka】do1978.p60

llokkaldo1979.pp43-44

Hokkaldo1979.p45

Hokkaido1979,p.46

rJokkaido1980.pp46-47

Hokkaido1980,p.49

+VertiCEHhaulsmostlythroughOl20m
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Fi91 SLatlOnlocatLOnS OnesampJeWASCO日ected8leachsLat■On,SOatotalof186

sampleswasCollectedErom 1975to19791Depthcontoursarea一so.日usttated

までの将Zl採集.-掛 i唐草採集法r=従い.ワイヤ便角に上りネットの到達深度が150mになるようワイヤ

を捷出してからの舘従採集)によって得た｡ これらの採集は全て当鴇妖&Zq査船旧金星丸 く356ト'/,1980

年 1月廃船)の航海の掛 こ実施した｡採集地点ltFlg･1に示した｡

標本は採集後ただちに船上Ir･10%71･/L･マリ･/海水で固定し,焦存した｡湿五tのオ定は.書車中の大型

のくらげ頼.稚魚書を肉眼でとり放いた淡,大林分の8合,鵜舟814(本について,吸引法 (元田1975.小鳥

1980)に従って行った.採集にあたってal水計を用いていない牧舎もあったから,得られた括卦 も ネタト

せ水串を100%とみなし.ネ,トロ而溝と鼓出しワイヤ長とから推定at水Jむ求め.これに基いて現存Jに

換井した.従って,侍られた現存t値はややia小にFF価された値となっているであろう｡ただし, この過小

FF也串を現在広く-J2に用いられている低耕度のaI水計を用いて定めることは.特に今回のiq圭のように泊

直曳■軽Jtの短い串合にIl.困JEと思われる (小A1980).

なお.得られた斉科は現在までに刊行されている石狩*新港海J&生瀬I玉梓告書 (北海道1976-1980)に

おいて全て公表されている.また,一掛 土,小鳥 (1980)にも抽tされているのでき照されたい｡

結 果

T&b)e2には1975年以降5年間にまたがる丙査期間における石狩帝とその近接海蝶での動物ブラ./クトン

現存暮iN定俵の平均値,中央値.最小値.最大値を拘げた.

この表から.1975年以降5年間の温暖孝の石狩清とその近捷海溝における動物ブランクトL/現存tfi2-

530mgwetwt/mSの範EBにあり.中央掛ま10-70rng/mJの屯関に.また平均値は20-120mg/m3の唯四
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TJLbl･2. ZooplanktonblO.TlaSSLnTshLkar)BayduHngthewarmseason

Uune-Novernber)from1975to1979

BIOmaSS,mgWetWt/m3
Mean Medlan Mmimum Maxlnlum

26August17SeplembeT1975

4120October1975

30Augusト3September1976

31August-ISeptember1977

'15-30June1978 1

●23-27August1978

31October-8November1978

20-29June1979

16117October1979
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Fig･2 ZooplankloT･"b･O-r･さSSCurves"of9Periodsors血mpllnglnTshlkar.

Bayduringthewarmsezlson(JurLe-Noyember)from1975to1979.

にあったと定められJ:う｡

Fig･2には,今回の9閑査期間に得た動物プラ./クトソ現存Jt洲走値の桐生期間毎の相対果頓用庶曲線を

示した｡これらの曲掛 iこの海域のある期間の動物プランクトン現存Jlの長大胤 最小値.中央値を明際に

示すとともに.これらの曲線の束に上って形成されるS字状の掛ま当鋲海域の現存丑の上述の措特性の変動

範岡を示すから,これらについて他の期間あるいは他の海掛こおける現存JLと比較する壌合には冊薩でかつ

有妙と思われる｡従って,HoRlt(OSHleLat(1977)もすでに述べているように.これらの曲線には 1-bi0-

masscurves現存*曲線日と名付けることができるであろう｡

F18.2に示した biomasscurvesから.石狩湾の温暖孝 (6-11月)の動物プラー/クトン現存tについて
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次の5額日を指摘することができよう｡

(I) 1975年の砂地プランクトン現存Jは,8-9月および10月の両71壬期間ともに, 5年間に亘る本n査

Aq間中で七も低かった.

(2) 捉集方法のやや弗る1978年6月の*合を扱けば.1976年8-9月.1978年10-11月お1ぴ1979年10月

の3■l走JZI間の恥gbプラ'/クト'/現存1.1比較的高かった｡

(3)秋季 (10-lュ月)について見れば.1978年と1979年の両年同加の動物ブラー/クトソ現有tllはぼ等し

く,比較的高い値を示したが.1975年には.これらに比べて明らかに低い岳を示した｡

(1)以上の3点から.8-11月の石狩帝とその近凍海J&では.動物ブラ./クト./現存Jtに明らかな年変肋

が存在するものと思われ その変わ範囲は中央位で10-70mgwetwr/nI早まのものと考えられる.

(5) 6月.8-9月.10-11月の3期間における現存Aについて見九は.同-年内における季節的変肋が

怒められる場合 く1978年6月と8月,お1び1979年6月と10月)と托められない*合 (1975年8-9月と10

月)との両者が存在することが示痩される｡

考 察

石狩沖とその近接海域では古くから比七的多牧の ブランクト./h壬が実Jtされてきた (佐#1913,赤堀

1914,元田ら1950,元fEl･安兼1951など)｡ただし.湿ttに嘉く廿物プランクトン現存tの走査の結果が

公安されたのは.この海域においては.ごく*近になってから{･あり (小鳥1977.小鳥 .渡辺1978.小鳥ら

1979,KoTORIzmdKoELAYASHl1979).動物ブランクト'/現存Jtに関する資料の集掛1北海道周辺の他を

Jかこおけると同様に充分ではない (小鳥1980)｡さらに,今回のPl董冶具と蔽凄比故を行うことのできる過

去のDI栽培巣は中島ら (1979)以外には見あたらないようである｡

従って,今軌 Tbble2および Flg･2に掲げた石狩帝とその近凍お嬢の動物プラソクトン現存Jtの9粥査

期間の平均胤 中央値.最小凪 最大値ならびにそれらの値の変肋屯朋は,1970年代後半の石狩湾の生物海洋

学的特性の一端の妃壕としての価値を有するであろうし.今後の同社附蓑の括巣の検討に際してひとつの基

革値となるであろう｡特に.Flg･2に掲げた bioTTuSSCurVe与は.肘筋でも述べたとおり.現存Aの特性の

定食と基ZP値の捷示という二つのEl襟に1くかなう記載手法と)且われる｡また,b10maSSCur､~eSは石狩帝

の動物7'ラソクトン現存Jtを他海域のそれと比較する場合にも有効と思われる｡一例として,FLg.3には北

海道大学練習船おしよろ九の夏季 (6-9月)の北洋hL転 (1957.1959および1971年)の転に得られている

北部北太平洋お1ぴべ-リング海の動物プラー/クトl/現存Aの資料 (FACULTYOFFTSJ-rERrES HoxKAIDO

UNIVERSITY1959.1960,1973)に基いて,これ らの海嬢の71立hlniI訓の動物 プラ-/クト-/の biomESS

curl-es告,今回 Flg･2で示した石狩帝のそれと一括に示した｡

Flg,3から,石狩清のaLtE期 (6-11月)の払物ブランクト'/現存tfi,南部ベーリング海 (1971年7月

20-23日,F▲C.FISH.,HoKKAIDOUNrV.1973)や西部ベーリング海 (1959年7月8-17日,FAG,FISH,

HoxxAIDOUⅣlV.1960)のそれに比べて明らかに伝いが,北林北大平洋45oN強に沿う150-175oEのお
城 (1957年8月26日～9月10El.FAC･FlsH･.Hot(KAlDOUNTV･1959)における地物ブラ./クトソ現存JL

にはば匹点していると指泊でさよう｡

なお.中島ら (1979)は今回用いた更科の一缶ICある1975年8-10月と1977年8月に持た動物プラソクト

ン現存JLの宍科 (0-150m鉛i採集岸本)のみから,石狩帝の夏季の私物ブラソクトン現存土の平均鮭を

32.1土155mgwetwt/m)とした｡今回TzLble2に拍げた8-9月の平均現存Jt(25-56m&/ml)佗,は

ばこの値と-政する.,また.Flg12に掲げた石狩沖の勅令プラ'/クトー/のbiomasscurvesから持続できる

であろう5項目については前節で述べたが,このうち(I)から(4)にわたって述べたような同一串間の同一海J*

(=おける地物ブランクトl/現存Jの平均値の年変J5.1X事のべ-リソグ轟においても1956*から1968年rこい

たる13年間の柄杢結果に基いて播摘されている (MoTOD▲andM∫NODA1974).

Jl近,若者は関係各杜の竣功の下に北海道周辺海Jfの動物プラソクト･/現存Jtに関するZI査記録を収集し
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Flg2).wLththeCurYC!lnlheBerlngSeaFlndthenorthernNorthPaCIEIC
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Obsert′aL'onsQnd EェJ･LoraforyFJSA'ng,Nos 3.4.and 16(F▲cuL,Y OF

FISHt-RはS,HoxKALr)0UruyERSITY,1959.1960.1973)

とりまとめろ銭金を称たが (小鳥1980),この方面の弊料の半枚がいまだに非常に不充分{･あることを痛感

した.今後ともに.定常的に動物ブランクト-/現存Jtに関する兼料の集軌 こ努め,b10rnaSSCurVeSとして妃

舟に留めてhlくことが望ましい｡

摘 要

1 1975-1979年の5年間の温凍季 (6-lュ月)の911壬期間に.石狩沖とその近壊海域において北大平

群aFZFブラ./クトンネ,トを用いて鉛直採集を実推し.得られた桧計 186ホ本について湿舌tをal足し,当

海J*の且丘事における地物プラソクト./現存tの他 をyI壬した｡

2 動地ブラ･/クトン現存tのZq査期間毎の平均値,中央卓,七小便,Jt大使ならびにそれらの生の変Jb

屯絹を示した｡1975年以降5年間の温dE手の本J主食Jfにおけるか物ブラ'/クトL/現存Al土2-530JngWet

wf/mSの屯田にあり.中央岳1110-70mg/m3の屯Plに.また平均位は20-120mdmまの屯田にあった｡

3.本n壬海Jfにおいては,従来,動物ブラ･/クト･/現存JにBqする知見なほとんど欠いていたから,今

回の妙物ブラ-/タトン現存JLに関するたtli1970年代淡羊の石狩辞の生物海洋学的特性の一端のた軽として

の伝単を有するであろうし,今俵の同8■圭のJE男の牧村に鼓してひとつの基串を提供する ものでもあろ

ラ.

4.h軸ブラ./クト-/現存tのi～定卓のJIlま期間毎の相対異才hl妊曲掛 王.動物プラ./クトン現存Jの記

軽を行い,今後の同社ZT査括集の検討に恭し基中を捷供する上でホモかつ有効な記t手法と思われる｡従っ

て,これらに "bIOtmSS亡urV6 現存Jt曲JR"と名付けることは妥当であろう｡

5.BLOtnaSSCUrVeSは石狩帝の砂地ブラソクトン現存tを飽海Jfのそれと比較するgB合にも有効と思わ

れる.その一例として,b10mBSSCurVeSを用いて.今回得た石狩帝のh物プラソクト'/現存tと北棟北太

平洋ならびにベーリ./〆海のそれとの比較を筑みた｡
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6 今回示した石狩沖のX手 (8-9月)の私物ブラ'/クトソ現存Jtの平均佐 (25-56mg/m))lt従前

のq主点果と粒は-鼓した｡

7.木南においても.王事のべ- リ./〆海において挽蕪されているように.同一手間における動物ブラン

クト･/現存tの平均値に年変動が存在することが示験された｡
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噴火湾沿岸伊達市におけるマコソプの生態およびコソクリー ト

ブロック,割石によるコソブ礁造成

第 B組 コ'/ク リー ト7'p ック,割石に よるコンプ礁造成

船 野 隆

(北海立並栽培漁業揺合センター)

Ecologicaland mariculturalstudies on Lamma'･iajaponica

growing on the shores of Date City,Hokkaido

II･ TechnlCalapproachesto createlami naTlaJlforestsby

concreteblocksandcutstones

TakashiFuNAN(I

(〃oAAaidoln∫LJLuLeofMarLEltLLLIre)

Fo‖owlngtheprevlOuSPaper(Ft)"NO,1980a),theauthorrc叩rtS一heresultsotexperlmentS

andresearcheswhichhavetheobjecttOeElectLVelycreatel8mlnarianforestsbyconcreteblocks
(abbrevlatCd8Sblocks)aJldcutstones.Theyw亡TeCarrLedoutfroJTI1962101970atthefourlocal-

1tleS,Kil8･kogBne.FtJnaOka,NagawaandUsu(havLngthe一hrees一atlOnS. Ponusu-hand.ToshlTaru
andOkLrLOIShlma),DaLcClty,Hokk81do.J叩an

SuitJLblepllCe

1.Thesult8bleplaceforanarLlElClallamtnarlanforestseeJTledLorCqulrethefoLLowIJlgCOrtdLtlOnS

)arnlnarlanlOrtatlOn.SLrcngwaveaCLlon.IlLLlesedlmerLtatl0nOtSandand mud,aLldhardnessof
thes印.tX)ttOm

2 Forannu且IplanlsOTL.JAPonlELZ.theflLLeddeptholthelrgrowthLSSha=owerthan3m;and

forblerLFILalon亡5,deeperthan3-4m.
SuLt8baeterm:

1,ForannualLaminar)8nS▲ndthebiertni4IonesaELhcdepth(≦3-4m),thesuLtabJeLeTmOrSettLIng

oEblocksandcutstonesseentdtobethemaxlrnuJTlPerlOdofswarrnersIIberaLIOnlTom parental

poptJlal10nS,andfortheblenma)onesattheshallow(≧3lTl),aboutonemortthhtethantherormer.

2 Fortheannualplant‡OEi JopollIEaaHheshaHow.thetern SeemedLObefrom lateSepte-

mbertolateOctober;andforthebL印nLaLon亡S.lron mLddleOctobertormddk Noyember

3･ThLStC一m.Sd.EferentLnloczLLity ThatatUsulSOnemonthaheadohhoseatK.ta-koganeand

Funaoh,andthatatNag8Wa.1ntermedlaLebetweenthem

PoJtureJOEhlock8:

I AtallthelocaILtics,regardJessoEtheblocktypes(cyl-ndrlCalblock sIZ亡.60cm-dLameLtrX

60cm-hLgh and 90cm-d･anleterX80cm-hlgh.abbreviated as6×6-and9x8-)andseかbotLom

co'71POSlt･On,anerectb一ockexceededlnlamlnarlannumbers(thetoLalnumber)andstandJngCrop

報文番号 A101(1980年11月14日受理)
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(thetotalwe)ghL)thanaSldewaysor'C

2･0･.thesands.thelam･nar･anpopulaL10nOlM e'eCL6x6-blocksurpassedthatora5)dtw8yS

orye.nbladegrowth; andontheotherh帥d,bothofasLdewayS9x8-block LnthesandsAnd

aSLdeWAyS6x6-b一ockonthereef(ToShlraru).eachortheertcLones

3 0JIthesands,creelblocksoILN)LhthetwotypesSeemedlobtlT.OreStablethans■dewaysoncs

SettJinglTLethodJOrblo{kB,g■therjhgJLnd虻It一erjl1g;

1 Inthecaseolg3Lheringblock!,thecortsLruc一edTorrnst印,亡dtorequLretheEoL)ow)ngcondlt■OnS:

stTOngw8YeaCLionStOaCtlVatelaninarlanmetaLx)llSm,8T)dthesubstratumsurfacesvヽhiehcan■CLon

thedensILyOElamlrurlanSLobeslmlLarLOthatOTtnaturalrttrsluxuriantlzLmLnari8nS8mrma‖y

2 FoTdelernlnatlOnOfbLocks'seALLerlngdensILy.LIISnecessarytormalttOCOnSlderthema7H･

rntlmlamlnJri8nblade)engthduringgrowlngPtr10d

DurLbleyeLrJOEbloek&Andcut山onefLB)&min■riArLttt▲ChiTtgSubstrLtL:

1 AmongthectJtStoneshavlngbeencleanedwlthdrlrl g)nd,thesomeerfectlVeOneSWhLCh

actedZLS elthertheperrnarlentOrthelrtLermitterlLlaninZLrl8nStlbsLratzlseemedtoexISL.

2 Rt.gardltLSSOrSt･ひtX'LL(川 I t=U川 P5iliun.usuaHy.aLJlock(dmCJHSaCutStOnC)actederrectlVeLy

asthesubsL'AttJmOrl･year-oLdlam'nar.ansEorト3yearsslnCeLtSSeullFtg;andAsthato12-yeaT･

old,for2-5(6)years

3 AmongthebloCkshavingbeengatheredaroundtheretr.afew onesactedsovaLldasa

naturalrockluxtJrlantLamlnari8nS.afterthelapseor5years

4 InLhcc8SeOEthehardadhesIVeShleldlngOfcrowdedlamlTtarlanholdfasLs(byexLremelysLrorLg

wave8CLion写ALthesat-dycoast),theconsiderablep8rtSOILhcmhadbeenrema.nedevenbyharV･

esLing:andtheybecam亡theobstaclesoFtheEo‖owl叩 t8mlrtArianswarm亡rS The･rdetachments

(h叩penedmalnlyduTlngtheterm OfsporesILberatl0nOftheotherzLlgae)seemedtoalEordthe

grAdurJILLnYASIOn(successLOrL)orcompeLlngalgae,thesealgaedevelopedIntothecomplexcomm-

unlLy.fromannualtoperennial

5.ThecomFiletehAryesLlngSeemedtobrlngthemostcrlcctivecleanlngOntheLam.narlanSubst･

ratzl(block.cutstone,nattJrAlree一andsoon)

CleLJlingoEoldbIock8:

1.Oldblock或SltO6-year-old)hadbeerLPuIltdupFrom thesandybouom,sh.ppedforthebeach,

drLeduptorseyeraldaysillSummer5un･Shine,C)eancdoutal一theattaCh■ngalgaeandthea.tLmalsby

LrOnChlSelslndsettledagainonthesandyshores theyfumCtLOnedlnthHamemanJleraSnewOneS

2●Inthesandsshallowerthart4m,these‖esolablockcleanlng-WorkwasTeali王edeasHy Jn

thecaseOl8bouL1.(伽 blocks'cleanlngS.theworksrequLredthe20% Costolthenewoneso†the

samenumbers.rroJrlmanuraCture tOSettLcnent

ArtifjcIJLlhmin&ri&nEoreさt8Cre■tedbyblocb :

l･ThesandycoastalKlta-kogane(lackingLnnaturaHamlnar18nSubstrata)wasdeyelopedbyabout

5,500blocksirltOtheArtLElciaHaminarlanEoresthavingthearea0(aboutl.500 3.3km coastlLneX

60-70noErshoredLStarLCe,lor7years

2 Laminarllnre抑urCeS(stock blOmaSSLnWetarlddEy weight)Orthisforestwerecstlmated

bytheIntegralequatLOn,≡ WxN(W.esllTnaLed larnlnar18れWtLghtormeanwelghlperal-

yearl01dtoa4･ycar･Oldblockl.N,thesell)LngntJmbeTO†L)locksofeachage);andLhtstock

bLOmaSSeSln1966-1968.14,26.and10(15)tonLrLdryweight

3,AccordingLothestatlStlCatanalysesoIthelamlnarlanCatcheslndrywelghLbctwten1956and

19778tDaleC暮ty,theslgnlficanLeETectsorthlSforestwereCOnflrmed duTLng theperLOdof
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b】ocks'setLHngs.

4.Judglng from thesestatlStlCalanalySCSalamlnaTLanforestOrb一ocksseemedtoh8YelttLle

accLJmulatlYeanddurabl亡,butlmmedt8LeefEecL,surely

EJLrYeBting8L)rYeY:

1 DtJrlnglheworkingpro(=essesTroT'llamLnarlanharyestlnSLoKortbu.PTOduct10nbythesdmp)ed

I･shermerl,thedllfe'encesorczLtCheswererecogrLはedTnOSISLgnirlC3nL)yamongLndlVidt･als

2.Thel○CaldlllerencesofIamlnarlarLgrowth(Kl一A･kogarle.FuJlaOkaandUsu;FurlANO.1980a)

resulted LnthegradeeonlenlsofMakonbu･nagakLrlProducts zlnd thedryLngPerCentageSOf

c8ChlocalllleS'

3 RegardlessoH ocaalty叩dblocktype.thelnCOneOfdryKoJltru.PrOdLJCLrTO'Tlaトyear･old

blockexceededorapproxITTlaLtlyequaledlothecostoranewb)ockFromrnzmuraCLuretoseulemenL
RemIiltdtr■EterhtrYe81ing:

1.AIDatedestrtct(DateFisheriesG〉10PeratLVeAs!ocL8tIOn),therematnd亡rWelghtperablock

a一ternorlTIalh8rVeSLlngbyatisherm且nSeemedtobeabout20%ofstandingcrop(lhetotalweight).

andzLtUsudestrlCt(UsuFCA),lessthan10%.

2 Th】sdllferenceseemedLobeezLUSedchlefLybythedLfrercncesorboththehaTVeSLlngmethods

(T且bs7.9)andtheadhesIVedegreesOHamiJlarlanholdrasls.aleachdestrlCL

AccomprLyingefEect8011blockForugeftJLLrtim&ls:

Theaccompanyinger-ectsolablol:kForusefularllmalswereccnLLrrTICd.theiraLt8ChLngSub-

strzLttJm(PoEQmrLLomy,Jobsartdoyster).TeedlngandeggdeposLtLOnplact(conch.scallop,flShes

andseaurchirl),Shelter(EIShes)andsoon

Som propo8■lJSfortTtecreAtiorL｡FJLn&rtiEjei&118miJt&T･i■nlore如:

1 ThemostlndLSpenSablecorLdll10nro√thec†eaL10nOranarLlflCialJanllnarlanrbreslseemedto

ralSeStrongWaveaCtlOnS(velocLty),aSmuchaspossLblelntheseuledarea

2 Theauthorady8rLCeSth亡PrOPOSalofthetwotypesoEIaminarlanforcstsbyseLtl川gartlflCLal

substrzlta One.thepcrmJnentforesthavLngaccumulativeerlecls(SLmllarLOanatura一rtElluxuTlant

laminaTLanS,annually).aJldlhtOther.lheshort-)lVedonehaylngtnrnedLaLeeffects(sLnHartoa

blockwashedstrongwavesinthesands) TotheLatter,ClearLLng WLth drylng uPLSeSSentlalat

theinterヽalol3-14years

結 き

前根では伊達市沿岸の7'E,,ク.封石,コソクリート垂下板の.1コ./7'の生瀬についてのべた (船牙,

198b).

本鞭でほコー/ブ礁造成の技術的な閏月点を明らかにし.有効な造成方法を兄い化すことをE]的とした.

内容は,1)プt,ブタの姿勢とコソプ着生の用達.2)7'T,ックの集欲と51政美dL3)プt,,ク.割石の
基他としての耐用年#.4)プロ,クの破掃除と効A.5)砂地のブpック･コンプ漁場 と資源玉推定.6)

ブpック.割石に上ろコソ7'蝕の収Jtと取沸しの内査,および 7)池坊丑戊のjt地と岩月であり.さらに

今後のコソ7'唾造成の方向づけもおこなった｡これらの一帯は報告済み (船野 ･石川.1965,1967,1969.

1970;姫野ら,1966;石川ら,1968.1969)であるが.薪知見も加えて提嬉しここに報告する｡

本JLに入るに先だち.研究に多大のご指事とご援助をいただいた北海道大学理学部海藻研究Jt設取井沢志

雄載凍,乗鞍に多くのご協力をいただいた北海道立中央水産拭牧場増井鉢 (故)佐#己之書氏,同妖牧場有

珠分場 (現北海道立両虎水産相 収量湘分場)石Jll致雌氏,北海道救培漁業振井公社エ#故同氏,ならびに

伊達市役所水産排.伊達漁業協同絶食のtBL各位,同青年林佐々木弘氏他の方･4,有珠漁業協同組合の戦且
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各位.伺漁村書年研究金塊海元7氏他の方々に心から基軸いたします｡

調査地,基材および測定方法

粥査地,基材およびill定方法は前鞍と同じである (必打,19808).

内妻地は天然コソ7'aがない砂地の北米金と長和.天然礁がある砂地に玉石,横の舟岡,いずれも遠浅で

ある.iI査地有珠では天魚礁があり,砂地と砂辞りの岩盤,転石のポソクス-ナ,砦A.転石からなる小島

のトシラル,沖合の略韻に近い沖の島に内査地点を設けた｡

基材は魚礁用の10･10型ブロック,コンプ礁用の9･8型.6･6型ブE,ック (鮮細IWL搬),陸上の岩盤を
割った割石ICある｡

基材に背いたコンプ,他海幕および75物の採乳 fL葉.aJ定方法は.基本的に前根と同じである｡

東銀の沖定価の表現は.平均値,平均鮭とtrZId基,点狂とJt高iの葡洋でおこなった｡また全体の平均

を稔平均と表現した.なお最低と最高値.平均値の屯田Il括取内に示した｡

7ロックの姿勢

方 法

Tl
l年目7'f･ックの6･6型.9･8亜プロ,クで.志立, 帯も,横斜7'p,クの姿勢とコンプ着生の比較

Yt
をおこなった｡比世は7'p,ク当りのコソ7'の個体汝,現存1.着生面8tおよび兼長,薬玉Jtでお こな っ

た｡時期は1962､′1968年7-8月.場所は北米金.舟用.長札 有珠の岩qLのトシラル,砂地のボンウス-

ナであった｡年度に上りプ.,ヶクが多かった所では,個体数か現存J:で1-3位のものを遍んだ｡

結 果

個休B,現存JLおよび*生面謙

〔個体故〕6･6型では一地域と丘耳にかかわらず直立11SE転より個体掛1多く.4-59%増であ.'た｡舟

何を除く9･8型では.16･-26%多かった (Table1)｡

型式BTlに比べると.姿Iiにかかわらず9･8垂は6･6丑より北7t仝IC･20-24%,舟岡で10%前後個体数

が多かった,

丘Bl別に有珠の6I6型IC比べると.砂地は管猿上りil立で31%.StCで47%何体軟が多かった.

〔現存t〕6･6垂では.地峡と丘井にかかわらず直立はSt伝より現存JEは多く,36-70%増であった｡9

･8型でも地Jfにかかわらず同じ使向で,27-49%多かった｡

型式別に比べると.直立の9･8型は6･6型より北黄金で58%,舟岡で33%現存tが多かった.横転{･
は北芙金で69%.舟岡で62%多かった｡

丘質別に有珠の6･6型で比べると,砂地fi岩琳上り多く,直立で2.7倍.横転{･2.5倍に現存Jtが連した｡

〔着生面8t〕吏勢,型式.地掛こかかわらず,砂地では幼旺体出現胸に.埋没部を除きほほ'-面に コソ7'

がみられた (FIE1)｡しかし岩礁では.渦経が生じあい部位に局所的に現われた｡

7-8月の砂地では,直立のコ./ブ着生面ltd忽上梓から上8.横転は唖没面から高さ10-･20chの上部.{･

※1:以下.禾穀ではブF,,クの投入鼓丑年.型式.套券に付く,7'p,クの用岳を省略する.投入長通年

は必ず井用政事のn年目とする｡これに対しコソプの年齢の数字Ii洪字とし.-,二年コンプ.寿令を-.

,二年生とする｡

x2:以下.**では個体軋 現存1,着生面8tむブp,ク当りの俵とする.また.これらと*良 美8(.

兼暮t.J!大齢王,斬りのIL:い取りつl/プのものとする｡
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Tabl'1CompallSOnlnlam川aElannumbersandweightperaL-yearoldb一ock,
andbladegrowthlnlengthandwe鳩hL.aLKita･kogane.Funaoka.

Nagawa,ToshLraru andPonusu-hanalnrulyandAugustbetween1962

and1968.

*lValue meaJ10rmeanandst8rldarddevlat10n

+2Numbers theabbrevlat10rLOflamLnarlan numbers(theLotal

nurnber)perablock

'3Welght theabbrev'atLOnOHamlnarLanStand川gCrop(theLotal

welght)perablock

Theserulesareapplledt0allthelollowlngtables

SiZeOEblock LocaliLy SetLtingconditionoEbl∝k BLade BladeNLlmbers WeighL lenglh weight NuJTlberorbt∝ks

6… iameLeTXub-high Kita-kogane Er∝t(E) 376±159 仙7±20.2kg 177±4(bt 164±69g 13

ideways(S, 5

Funaoka E 375 53.3 262 293 23S
Toshlrarll E 135±51 16.7±7.4 108士32 i81±54 6

(6×6-bl∝k) tr∝ky) S 12

Ponuslfhana E 4

tsarKly) S 28±23 264i:58 14

9M iameterX弧コ｢hightg×8-block) Kita-kogane E 16

S 帖

Funaoka E 2
S 1

Nagawa E 2

あった｡丙姿勢とも最上部の面が接する康で.かつ海水沈勤が最も強い方向で糖度と生長が長も良かった｡

同時期の岩礁では一定の着生傾向はなく,幼肱籾の位促をそのまま保った (帆報 p)ate5).

1964.1965年7-8月北米金,6･6型直立の着生両横は0.44土009zTI,横転で054土0141Tf, トシラル

岩礁では姿勢にかかわらず0093土003ErIであった｡

1968年7-8月北黄金,9･8型直立の者生面軌1104土0.12nI,横転で059土0.16Tntであった｡一九

漂砂の多い長和の直立で025-034m'.横転で0.2g土019nIであった｡

兼 体 の 生 長

砂地の6･6型では,直立のコンプは輯転より生長が良く.兼長で6-67%,薬玉Jlt･17-112% まきっ

ていた｡しかし岩礁では横転で両値ともまさり,薬玉Jtで20%増{･あった (Table1).

砂地の9･8塾では,舟岡を除き横転のコー/プは直立より生長が良く,兼長と兼並JL･で10%前後まきつて

い た ｡

有珠の6･6製で底質別に比べると.乗長.集束丑取成のモードは.岩礁が砂地より良かった｡しかし281
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◎●｡ ⑬⑦E

◎ ① F◎ ∈) ｡

Fi9.1.LzLmlnarlanatlaChlngpartsOfthethreeerectandtheToursldeways

l-year-OLd6'く6-blocksatK)ta-kogane.FuTlaOkaandTosh･raru.1964

A･Theer∝tblockatKLL8-koganeinlateMarch.BITheerectbl∝k

8tKitA-ko呈aJ]elnearlyJuly.C.TheSldew&ysblotkaLKlla-kogane

lnearlyJuly･D Theer∝tblockatFunaokainlateAugtJ5t･E･

ThesLdewaysblockalFun80h inmi一d)eJuly･ FIThesldeways

blockatTosbけaru)nlateAugust G TheSldewaysblockatToshlraru

lnlateAugust.

4.631gを点す兼任は砂地のみに存在し,かつ451g以上の乗せでもまきった (Flg･2).

トシラル岩礁で套分別に比べると,直立はす斜より個体乱 現存tとも多かった｡しかし兼良 兼王Jt取

成のモ-ドヤは.伸銅がまきっていた｡天稔牡と比べると.ここでは3群の中1:･車齢1点も低かったが,大

型の兼体は8も多かった｡
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Figl2.Thepercentagecomposi一ior)sofbl且de)engthaJtdweighHnthefour

18mLnariaJIPOpulationsonAnerect,aninCLlned･wd1SldewaySトyear-

old6x6-bI∝ ksandAnalurAtr∝kyreef,atUsuJtllateJulyof1965･

*ln numberofspeclmeD8

+22 .mean.

TheserulesarezLPPlJedtoallthefol)owlngI)gtJrCS･

考 棄

型式,地域,広東にかかわらず,個件数,現存JEtl廿転より直立でまきっていた｡姿勢にかかわらず.有

珠の砂地では岩礁上り丙鰍iまきった.変革にかかわらず岩礁では,プp,クの渦託の生じ易い帝位で杏度

が高く.生長が良かった.これらはいずれも海水洗動の強弱に関係し,上り強い所で上り多く着生し. 上り

生長がまきったと考える (MuNX良 RrLgY.1952;JiF.19808)｡
砂地の9･8型では.集体の生長は在立上りt*転でまきり,同じ現象が トシラルの天然也,横臥 iE立の

間でみられた｡ これは海水沫動よりもや度が強く形■し,捷生で受光t,柴*4Lなどの摂取が多かったた
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めと考える｡

成体期に向って生ずるコ'/プのプT]ック上部への局所的な着生は.南砂による脱落と生長の良い上部群の

被砂こ上る醸書で生ずると考える｡これは上部が小型海業で占拠された古いプpプクでは,中央部でもコン

プが生残ることでも証明される (PlatelのC.D)｡

ブロックによる岩礁周練の集構築徳と砂地の分散築礁

方 法

トシラル岩礁で1963.】964年6･6型により典81築礁し,1964.1965年7-10凡 集鎌状愚とコソ7'.也

海藻の着生をPl査した｡

北東金砂地で1963年9･8劃 こより分散築礁し,1964年7-8月,分散状態とコンプの着生を丙査した｡

北黄金砂地で1966年9･8塾に上り分散築礁した所に.1967年9月京浜区 (Flg.3)を設定し.この中の

近披ブロックA～C.私立T～Ⅳのコ./プの着生を比較した｡両群いずれも横転であった｡

結 果

岩礁用+の集gF集積

〔プpックの共襟〕トシラルでは3,4から15個前後集まり,私立のものは健かであった くFig.4)｡多く

は併接し.一部は済み上げられ.牲立が多いが,薪転,切斜,逆立と様々であった.時化に上り投入後で

ち.一部姿労を変えた｡

〔天然磯とプpック礁〕ここでIi鮭岸距推,基質にかかわらず.水深3-35m (Xの干潮時)より深みに

なるとコソブほ着生しなかった (抑軌 Table2)｡

Fig･4の中央線で5mごとに沖出ししてみたが.天然椎の好煮着生月は水深1-2mであり.平均面我は

130-140cm2/本,菓長80-13081巣立i60-170gであった｡沖出しにかかわらず求めた資料は前弧 Table

3に示しナこ｡

Fig.3 ThechartshowlngthelSO)atedilJldtheaggregated

l-year･old9×8･bLockSatKlta･kosane川 earlySep･

temberof1979

Thesurveyedblocks:thelsolaleJ,トIV;theagg-
regated.A-C.
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Fi9.4 DIStr'bul10nOfblocksontherockyandthesandyshoresAround

ToshlrarulstetlnOctoberor1964

Tabl●2 EcologyoflamlnarIanandcompetlngalgaegrowlngOntheelghtl･ye8r-Old6×6-

bLocks.atToshlrartJInAugustoE1964andJulyoF1965

'JIMeanareaoccupylngareaOfalamlnarlanholdfast.VLZ,therecIPrOC8lorthe

lamHlarlandensILy ThlSrulelSapplledto8日theEoHowLngtables

A.D. Cornpetin algae

慧 ーW赫 ha1,eeaan ⅠeTtgth vidLh ye蜘 ･S t 監 otJws 馳uing 蜘mdl血 Fron Depthofbld 血沢

1964 75g 240 10 S lOn 1.01TI
92 )8.0 10.5 30 5 168 S 28 2_7

43 8.0 25.0 50 130 5 15 1.5
70 1.730 85 S 25 3_2

1965 133 26.7 7.492 16.0 13.0 S 8 1.5
E 7 1.2

15 11_5 ]9_4 510 110 156 E 21 1.7
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7'FZック礁では前者のように,沖出しにJ:ってはっきりした好岩音生新ま現われなかった (Tab)e2)｡平

均面撰19(範Ei17-40)cm2/本,兼長70-170cEZ,兼正JLl00-340gで.天然礁より野庭が高く.コ./ブは夫

型であった｡

〔個体数と現存jL〕1962-1968年のコL/7'が着生していたプpツタの姿勢別の個体数,現存丑.菓体の生

長は TabLelに示した｡

1964,1965年3m以津で姿軌こ朗孫TL:く1年E113個をみたl札 3個は書生していなかった.残りの個体数

は75土42(髄Efl19､･133)木,現存Jt132土84(17-267)kgであった (Table2)｡

【他海藻】 1年目で着生した主な他海業は,ワカメ,スジノ.7ナア*サ,イトクサの薪,7カバ.〆ルス

i:･あり(Table2;P一ate2のA～F).天必鴨と似ていた (前轍 Table3)｡

砂地の分散集積 (1E)ツクの分散)

〔ブpックの分散)北葉金のブ｡,クの分散状態は Flg･5に示した｡沖出しは1-loom,一秒こ10-15

mから55-65JTl,水深 1.7-25mであった｡裾齢王25x25m2に5-31個,沖出し50mまでの平均は21個で

あった｡普通は散在しているが,1m弱の間柄で頼集したのもあった｡8割近くが直立し.残りは横転が多

く,掛 こ傾斜があった｡岸辺の数個を除き唾没は少なく,かつ時化による移動がなく,引揚げたものは砂中

部と水中冊を明確に示す.フジyZh',カ'/ザシゴカイ顔の位Fが変っていなかった (PlatelのF.G:節
報 Plale4のD)｡

〔平均両群〕漁場回のA線 1-6ブpックの個体群の平均面軌ま43土12(範囲3-6)crn2/本.B線 1

-7で5.4土1.1(4-7)cml/本であり,両鼻とも水深.沖出し距姓に上って密度の一定債和まなかった｡

〔葉体の生長〕Å線{･兼長1893土395(139-242)也.美並丑1367土425(90-193)ど-B繰1934土

5●● 49×8-bl○Ck

17●●●●●● ●●● ● 2.5m(depth)13● ●● ● lO 1204 06:I
□7.●

lI.●● 21 ● 22tEL* 31●●

● ロ5.2_Om ●● ●●●. ...En ...I.'..I..I..::'i;

】6ー●●●● ●●●● '' /30..:.呂23●.I.け1.7;...よ....:2t.Om 23' ' '02●●● ●●Dl●●● ●●●

Fig･5. DIStrlbut10nOJb)ocksonthesarLdyshorea【Kila.koganelrtJulyoE1964
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46.5(99-232)cJ.137土51.2(48-195)gで.浅みと帝与で生長が悪く.併転{･は良かったが離射 t位

かった｡

砂地の紬 拓也 (1ロック密度とコン1の生長)

〔佃休載と現存JL〕北東金の私立I～Ⅳの個体政381(帯同347-416)本.現存Jt62.8(58.6-67･3)kg.

近凄A～Cでは236(213-250)本,388(30.6-44.7)kgであった.

〔事体の生長〕払立の兼Jtの捻平均182.1(平均龍田17218-1873)C･.近簾ICti148･9(141･2-1607)a

であった.取成でも161cI以上が払立で朗 (62-68)%.近披{･41(38-46)%であった (Flg･6)○

兼0tでも社立はヰ広く埋平均12.34.近蛭で11.le･{･あった.

乱立の暮JiAは207(2022-212_2)g.近凍{･1465(1203-1722)g,凪庇でも181g以上が杜立で

Ar_ lsollLedblcN:k

AggreBALedblock

Fig･6. ComparisoniJlthepereent叩eCOmPOSLhonsoH8ntrtar,anbladelengLhinthe

populaLiorLSOntheEouHsolaLedandthethreeaggregated1-year-old9x8･blocks,

atKIta.koganeLnearlySeptember｡rl967.
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且̂gJlgttedblock

150 300 450 150 3(氾
BlLdeyeidtt Bltdeyelght

Fi9.7.CompanSOnlnthepctcentagecomposLtionsoflAmlnArLilnbladewelght

lnthepopulal10nSOntllelSOlatedandthe&ggregaLedトyear･old9x8･

blocks,atKltl-koganeirkearlySeptemberor1967

60(54-68)%.近接で33(22-44)%であった (F.g･7)｡

乱立の肥大度はBB.9(860-933)mg/cm2.近汝で816(763-85.7)mg/亡m2であった｡1階級10mg/

cmZの且成{･みても,私立は71mg/⊂mt以上が79%.近掛ま57%であった｡

考 察

集積築礁の日射まコンプの帝劇 ま低くても永歳する良好な天然コ./7'樵で,水深.海水流軌 着生両の型

が点も主要となろう｡そのため挿話書生flにICきるだけ強い海水沈助が生じ.かつ着生津度を天然qLに近Ir

けるという矛盾した条件を.全件の型と着生の蕃分両でiR足させなければならない｡一般に集鎌築地のブp

,クは,古くなると着生は減少する (Fi阜l9).しかし4,5年月でも2年日に近いものがあった｡
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Fi9.8. RelatIonbetweenlarnLnarlannumbersAnd weLghLpere,the.anIsolated oran

叩gregate1-year-0)dblock.atKiLa.koE8nelnlateAugustof1965(6x6-b一ock)and

earLySeptemberof1967(9x8-block)

+3 Numbers.theabbreyIaLIOnOflamLnarlan■lumbers(thetotalnumber)pertL

block

+4 Welght theabbrtV■atLOnOIL且mLnBTlanSLandlJlgCrop(thH otalWeight)per

ab)ock

+5 Lne regressl0nllne(wlthregresBIOnequat10nZlndcoefflClenlofcoTrel8t10･1)

TheserulesareaPplledtoalltheEollowlngLJgUreS

(JyL
)づ
C
tq
一

l
d

】L48
lJ>̂

Al-IbLo⊂k(A) AgeAbtockfA)

FFg･9 DecreaseoHam)narlannumbersandweightpera6x6-blockinaccordance

wlthblotk′Sage,aEToshlraruinJuly8t)dAugustbetween1962and1966.

■6VAJue meBnandslandarddeviationormean.

+7Curve:regresslOnCurve(wlthregresslOn equationandcoetficlentOE

Correla110n)ITheseruLesareapPlledtoallthefollowingllguTeS.

Nurnberofblocks 9,2-year-old.7.3-year-Old;6,ト.4-.a'ld51year-Old
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砂地の分散築熊では.近汝は1m執 政立は4m以上隣按のものと#れていた｡孤立は近辞上り個体数,
現存I,重体の生長でまきっていた｡この要掛ま,孤立は周囲7'E,ツタの個体群と日凧 海水流動に1る果
菜塩などの受給の鴇で戊合せず,こす九に上る葉の換鮪もないことがあげられる｡

1965年北策金で1年EI616型の近接3個 (防振間隔0.5m以下)と全く孤立の1個とを比べたが,本突抜

と同じ結集であった (FJg.8)｡

コンプ着生基物としての7ロックの耐用年数

方 法

トシラル岩礁6･6塾のコ･/7'着生基物としての耐用年数の粥卦i,1962-1966年7,8月に1-5年日

のものでおこなった｡

北葉金砂地918塾の一年生コl/ブセ対象にした調査は,1966年7,8月に1-5年EIのものでおこなっ

た.

同じ韻所の9･8型,6･6型の=年生コソ7Pを対象にした粥壷は.1970年8月に6,7年Flのものでおこ

SF*CleI 10. W紬 ーPd-b1ぬ 10ー )0､ .

仙 ー′ー■一吋iL O tl○

C〇一bri)E打JdbGfJidh 中UII PrrbJgNLdllLt付〆JPZuC▲-,V■ーLJ一rrLEi叩CrTVI巾{ 叩- cl dh

○ ● ○ ● ○

○ ○ ●
◎ ●○

○ ■

○ ●

●〇〇 〇● o lpudduod(● ll2e一rI-

RAQLpEIipEThJCRpL叫h ,○ ○ 3- ...･.･.･.･.･.･.･.･.･.･.･.･.･.･.･.･.･..● 01-

CuopA｡'" pLOthLrAlPe ● ●～一･･･.･.･.一･.･.･.･.･.･.･.･.･.･.･.･.○ ○ □■ ○ □

Fig･10. VArlat10ninwelghtofcompetltlgalgAepera6x6-blockLnaccordancewlth

block'8ageAtToshir8rulnJulyof1966.

+8WelghtoEcompellngalgae･theabbrevla110nOfstalldlllgCrop (welght)

ofeach亡OmPellngalgaeper8bloclfThisrulelSapplledtoallthefoHow-

1ngElgureS.

NumberoEblocks 2,Lneachblock'sage.
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なった｡

結 果

岩礁周書の1ロック耐用年数 (-年生コン1)

トシラルのコ/ブは全て一年生であり.個体数.現存丑とも1-3年日で性ぼ在繰的に減少し.4-5年

目の変化は少ない (F)g.9)｡各軽過年プpックとも両値の変動係政は掛 ､.4年EIの着生は10本.2kg弱で

あった｡

I-5年目の他海業の我朝と現存量の変化はFlg･10に示した｡経過年にかかわらず現存Jtは多いが.古

くなるほど多年生の凍教とJtが多くなった｡

砂地の7【】ツク耐用年数 (一年生コン1)

〔個体数と現存量〕年度によって変動はあるが.個体&.現存tとも, ブp'クが古くなるにしたがい沌

少し,918型の4年Elの現存Jtli10kg前後,5年日では5kg前後となった (Flg･11)｡

〔集体の生長】1年日の個体群の生長が長も良く,2-4年Elはほぼ同C,5年Elは長も劣り.二年コソ7'

の下生いとなっていた｡薬&.美並卦il年目で133cnl.87g.2-4年El104-109cA.51-58g.5年且67̀■

18gであった｡
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pel】ngaLgaepera9×8-block-n8ccOrdarlCeWlthblock'S喝e

AtKitA-kogane,1966and1967.

Numberolbt∝ksl2-5,1966,3-7.1967
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AgesPecies We帥 1 2 3 4 5 1eLrS2∝) 20 200 5(X) g500 lO∝l 】5∝l
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一

F･g･12･ IncreaselnnumberorspecleSOEcompeLlng illgaeaJldezLCh otthe.∫welghtper8

9×8･blocklnaccordancewlLhblol:k'sageatK)takogane)nmld-Julyandmld-August

or1966

BbdHF l ■一 2 } 4 5

slid Ck,4.- 50+ ～ 50> 50 JSOr .50

ち L''LLLATLJIPbUI.lr Th

1 壬 CJZ付

3 TT広Ea L-.甘EL .b

A- L■′一■●廿I,.●一■姑■JLbI一▲M 川▼)

Fig･13 VarLatlOnlnCoverdegreepercentoldomlnan(SpeCleS(algaeand sesslleanlm8ls)

andholdfaStOEtheflrStyearlamLnarianatthesu-facesofboth block mouth and

hteT8lpartlnaccordancewLlhblock'sage,atKltakogameinJulyand Augustof

1966.

Cy･Rp, ChondrbJyeZOEn∫is.ChondrtLSSpp.andRhodylnen'D♪aLITZaEa

〔他海幕〕年度に上って変卯 王あるれ 他海等の現存封 土ブF,ブタが古くなるにしたがい増加した｡ また

名数も増え,一年許から多年葉rこ玉移した｡

トシラルと比べ遷移が安定し捷掛こ近ずくのが席著であった｡5年目でェ/ツノヤク,特にyノマクの数

種と〆ルスが急増し.ホソ〆ワラの1胤 カL,キ〆サ.イソムラサ車,フジ7ツモが新しく現われた (Fig.
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12)0

全海蕪現存丑に対する他海業の朝合い札 3年E15%以下.4年El10%強.5年 目34%であった｡

〔コ./7'と他生物の着生〕直立の｡径面と伸忽上場から上部の外周耐 こ二分し.プE7ックの経過年ご とに

コソブと他海藻.動物の着生態度を求めた回を Flg･13に示した (PlatelのA～G)｡

口径面のコ･/7'の放射 1.4年Elまで上部外J月面より満かった｡口径面では 1年Elの被度50%乱 年 ご と

に10%前校耗少し,5年目.{･7%になった｡上部外)月面では 1年 目35%,2.3年825%強.4年810%弱にな

ったが,5年目では増加し15%になった｡

他海掛 ユ4年目以降.多年生のエゾy/7タ,7カ′く+'･/チ./ソク,ツノヤクの数枚などが, 口径両で著

しく増えた｡しかし上部外周両では,これらよりもアナアオサの増加が目立った｡

定着性の動物で顕著であったのはェラコ,エポヤ.海綿塀,チゴケムツ,フジツボ. カソザシゴカイ焼.

†ガキなどで,前3着は4年Elまで口径 ･上部外周両に着いていたが,その後･内周両と側窓の掛 こみられ

た (PIatC3のA-F).

表在性の動物ではヒメ-′ボラ.クリガこ.キタムラサキウニ,イ トマキヒトデ. *カノブ./ブタがみら

れた｡

砂地の7ロック耐用年数 (二年生コン7)

〔個体数と現存丑〕7年目6･6卦18個中7,6年目9･8卦110個全てに二年コソ7'が着いていたG

T▲bl.3 Lam.narlannumbers.Iam'narLanWe'ghl.numberoEspec.esofcompet･ngalgaeand
LhclrtotalwelghLaLKIL杜-koganelnAugustof1970

welghtoEcompeLlngalgae theabbrev'atlOnOEst8ndlngCropPerablock

Ageofblock:6×6･block,7･year一〇ld,9x81bloek,6･ycarl0】d

Block 1-year-oldlaminariaT1 2-year-oldl. ComF杷tingalgae

(NumtだrS) Numbers Weight NumtKrS Weight Nu汀監 lOi weight

6×6ー8) 4_9±7,2 33士49g 4.4±3_3 1.ー31士1.07一g 5.8±1_2 2.289±795g

100 200 300 cJ1 4 12 20 cFn 3(氾 伽 900 g
Bladelength 8lkiew.dth BLadewetght

F･g･14 PercentageCOIT-pOS山onsofbladelengLh,wldth.andwelghtor2lyearl0Ldlaznina-

rlaJISandb一adelengH10f1-rear-oldones,sampledfromoldelghteenblocks.aL

KltかkoganenearlyAugustof1970

Column whLle,2･year･oldlamlnarlanS(∩-116);black.1･year･oldones(n-1011)

Mean 貢',i-year-oLdones'

BLoeknumbersandLype 8,7･yeaT･OLd6x6-block, 10.6･year-Old9x8-block
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下生いの簸小な一年コ./ブは.前者で61臥 後妻IC8個にみられた.

二年コンプの中経政.現存tは6･6型で4本,1,130g.9･8型8本.1.879gであった｡一年コ･/ブ

-1616型で5本.33g,9･A型97本,5.500g{･あった (TAB)e3).

〔兼体の生長〕両型全ての一年,二年コンプの兼長W .二年コ･/プの兼併. 美玉JL扱庇をFig.14に示

した｡

一年コL/ブは兼長151(l以上の美称が10%以下で少く,一万10cl以下も存在した｡

二年コソブのモ-｢は101-150C･にあったれ 201czl以上が10%鞍であった｡葉掛112.1-16cl,薬玉tは

151-300gにモーrがあり.451g以上が10%強あった｡

【他藩許〕両型の全海叢現存Aに対する一年 二年コ./7'と他溢aEの点別の現存t百分革と出現頼政をFLg

15に示した｡

飽海等IC群落の主体となったの(1,多年集のツノマタの赦書,アナアオす.アカJI,イソ▲ラサキであっ

た｡全他海幕の現存Jt116･6塾で23kg,9･8型2.8kgであった.

孝 女

前報でJbじたように,不&の1966年は鉄肺体出現と生長が過れ 1年Rの兎存tは少ないが.生Ztり個体

Fig･15. WelghlpercentageOHarnLnarLanS8rLdtheothercoITIPetlngalgaepera

block,aLKtta-kosaneiJIAugustOr1970.

Column black,theplantsof7･year･o)d6×6･bLocks,white.6･year･oLd
9×8lb)ocks.

Nunberofblocks:the sameasthoseshornlTIFI客 14
StandlngCropOtaHthealgaeperablDCk･3.453g.6×6･bLock,10.204g.

9x8-block
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掛 土増加した｡Jt漁の1967-1969では連の現生がみられた (Figs19,22-23;前舟の FlgS･19.26129).

本邦ブE･,クコ･/プ竹の津AI(中H.1958-1960),虻田沿岸の6-9年日の四角.八角,同者型 (PhLe

4のA)の僧体&,現存Aを鞘べた｡ホpナイでは8個中6佃に着き,18(範囲2-39)本.I,540(145-

3990)g.オクモイでは5個全てに若き.18(10-35)本,1.310(890JL-2.220)!gであった (船野 ･石川.

1965)｡

6年以上経過したプp,タでも.兼高の現存JLは虻田{･4kg.北米金で-.二年コ./7'合わせて6･6塾

Skf!,9･8型14kgであった. これらは■かれた頚gtの何等かの羊田に上って,他海業の五秒が早く止まっ

たり.あるいはコ･/プ着生面そのものが多かったものと考える｡

古い7[トソクの破掃除

方 法

1967年9月北半金で5年目918型を浜に引妨げ天日乾放し.付着海藻を親金で除き再投入した｡礁掃除

前に内釜した4佃のうちコソプが着生していたのは2個.個体数53,77水.現存126,5･2kg,他海藻は全

てに着生し930(920-1,070)名.書生面凍079(060-1.06)T.Iであった.

1968年7-8月北東金の鼓掃除,6年E].長和の1年8それぞれ5佃を引&げ.効果を比較した.

括 果

〔何体政と現存Ji〕鼓玲臥 6年El,1年日の個体B.現存JLはFLg16に示した｡6年El,1年Elの値はそれ

ぞれ集まっているが,載舟除ICは両値でかけ仕れたものがあった｡

破掃除は393(範囲213-557)本,695(48-87)kg.6年日13(3-27)未,41(08-56)kg,1年日

は157(108-175)秦.361(23.8-425)kgであった｡

〔兼体の生長〕3群とも薫長のモ-ドは同じであったが.24lc.以上は哉掃除で兼も多く,次いで6年目で

あった (Flg･17)｡美玉Aでは.鼓舟段は121-240g.他2掛 1241-360gにモードがあり,481g以上が多

かったのは6年目であった.実入りを示すた大庄でも,葉上Jと似た頼向がLみられた｡

JIO - ,■泊 1くり 桝 伽仙l●Pr4u<LtNI
F;9･16 ReLot.onbetweenlam.narldnnumbersandwelghLpera

9×8･block dlrlerenL lnblook'sageand cLeanlng,at

Kltさ･kosanear･dNasawaLnJu)yandAu即StOf1968.
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Fig･19. AnntJaLvarlatlOnOflamlnaT)annunbtrsandwei8hLpereLther

AI-year-O一doracleaned(196Bon)y)9x8･block.atKLt8･kogane

LnJtJlyandAuBuStbetwt･en1962and1969

Numbtrofblocks.2-5Lnayear,regardlessohheLrPosture.

erectandsldeways

〔他海洋〕1年日はアナ7オサのみが着いた｡哉掃除.6年日でスジノの現存JL-が最も多く.600.3,300g

であった.戎掃除でも多年生のツ/17クの政額,7カ′くがみられた｡6年呂のツノマタ掛t2,3(泊g,その他

アナ7オサ,アカ′(,アカ,:ギンナンソクがあった (Flg,18)a

E∃ EZS

長和では1年E]にかかわらず,コンプの書生は柾めて鞍かった｡これlitr+で述べた,本地妓特有の.珍

地への着るしいブF,I/クの埋没に上って生じたと考える.すなわち3r生面そのものが少なく.かつ生焦った

兼体でも帝砂に上って損iBLたり.埋まって枯死するものが多かったと考える｡

1兆8年故掃除の骨錐政.現存tを1962-1969年の1年白のものと比べでも劣っていない (FL富19).

鼓滞験でも多年轟がみられたれ 天日干出による乱 軸率缶の枯死が充分でないため,再生したと考える｡

すなわち鼓金で封書した程度では.座は生残り翌年再生する｡すなわち天魚礁のd舟除でも.薬品.火焔な

どによって庭を枯死させね取り,他藩等のZB移が早く耐用年数が短いといえる｡

砂地に造成されたフロック･コン1漁場と資源t

方 法

北兼金の牛利 日から半金JlIの沿岸約3hに.1961年 (当年101lo垂.翌年から9･8型)から1967年 (当

年鼓隷除)に造成されたコソプ漁場 (前報TableI)を1%8年6-8月にfI圭した. 内容は.6月に漁書氷

床と各丘La年ブE7ック群の沖出し範臥 プF,,クの杏&.7-8月に1年日(戎沖除で代用す)から7年日

を (7)10佃引弟げて,コ./7rと他海等の着生をZIべた｡
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結 果

〔汲鴇のJE況〕漁tBI士北兼金の牛車州か ら北兼金川沿岸約3h.押出し10-15mから60-70(JE高120)

Dにあった.)IIF)では珠もまじろが.漁令の丘か王砂地.かなり沖出しして水深4-5mを越えると.撲.

玉石を基物とするェ l/ドゥコl/ブ,マコ'/ブがk在した｡

漁鵜の水深は,nI位1m(海上保安庁,1968)の状況で･2-4m,一般に3mまでであった｡沖出し10-20

mまで深くなるが,これを過ぎると簾やかな速攻である (Flg.20)｡

各経過年ブロックの池坊の面軌L 2-6年日で2(氾-3008,1,7年Flも合わせ約1,5008であった｡密度

は最高{･24佃/a,平均598個/aであった (FIg.21)｡プpック推定政(頼5, 沖出し10m枠ごとの帯状法に
上る)は挽計5.410個と1年且の50個,投入臭掛17年日を除き5,569倍 (前報TabLe1)'C･あり.埋没沈下

の少なさを示した.

〔個体故と現存t〕個体教は 1年日でLl80未,3年日まで顧著に妹少し6年Elで11本になった (Fig･22)｡

現存tでも同tUL.仕向を示し.1年El89kg.3年E]93kg,6年月で2.2kgとなった (Fig･23)｡ この年は両

値とも専此政教的な接少をみせた.

亡妻体の生長〕コンプの生長は川口近くの2,6.7年E]で良く.兼暮Jの平均は363-369g,他11210-

299gであった.

各Ju 年7't,,クの生長の盆十均はW/.4C■,十均の再出189.-243(実dl椎田36-443)cl.兼dlでは13.14,

ll.8-15.0(50-222)A,肥大庶100.7,80_6-1164(54.3-158)喝/ロnZ,葉形19.3.162-25.6(49
-36.3),兼王12982(25-809)名であった｡
1-6年目全書本の兼長,兼it.Je大まね虎をF暮gS･24-26に示した｡兼長のモードは181-210cl)にあ

J Z 3 1 5 6yt■r▲即 OLhlock(A)
F■922 Decre8SelnlalTllnarLanTlumbeTSpera9×8-blockln

accordaneewithblock'sage.atKlta-koeaJlelnlate

JulyandearlyAt)gu510E1968

Numberolblocks 7,トyear･oldones(st】bshLtlted

bycleanedores);10,theother8Se5'.
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F'9.23. DecreaseLnlarninarlamWCLShlpeta9×8-blockinaccrdance

wLlhblock'sage,atK't8-kogaTlH nJulyandAugustof196B

Theotherexplanatl0m.Sthesameasthatshown】rLF.g22

り.120C中以下8%,301cl以上13%であった｡薬玉Jtでは181-240gにモ-ドと301-420gに第二の頻度値

があり,361g以上30%.601g以上でも3%あった.肥大度も双qL蛙がみられ 実入りの良い121喝/cm2以上

が15%あった｡

〔他海藻〕スジJ.ワカノを除く小型義務の現存Aは2年日まで100g前後であるが･その後5年目までI

ks甘1後で稚えJtけた｡2年BO.80.5年837,6年EI4･2kgであった0

3-5年日の凍群と現存Jt.現存Jt百分串をTable4に示した｡七も多か.,たのはスジノ2･760g･53%･

大型海業でホ/〆ワラのIt,ワカJがあった.小型海集ではツ/†タの頼 (ェ/I/ノマタ･ツノマタr ヒラ

コト･). トゲツノマタ)が点も多く,1.913g,37%.いずれも多年生で口径面.上巻外局面 (直立の場合)に

着生していた.この他アカ.く.7ナ7オサ.フジ†yモ,イソ▲ラサキが4-1%,アナ7オサを除き着生

部位は前者と同じであった.

これらの内スジノ.ワカノは兼が龍夫しても付着掛1初冬まで凍るものが多く,またホソ〆ワラ,小型海

葉の主要なものは多年生であった.

〔コ･/7･と他海藻の着生〕I-6年日のコ･/7'と他海事の書生面irをTable5に示した｡

コソ7111年8ldを占有したが,2,3年巨で著しく戎少し.5年日以降の変化は少なかった･

スジJIll.2年日でもみられたが.着生面が安定するのは3年日からであった｡ ワカメは2.S宰EIの

みに現われた｡両8ともコノブとは異なり.多く11斗生した.

小型海集はス17ノと似た点夢をみせ,2-3年目で急増し.3年目以掛 ま12n佃 嬢で変化しなかった･

全海亮の書生面は 1-2年Elで狭少し,2-3年日で叫加し,その掛11･4zTl前枝で一定した｡
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Fi9,24. Pc'centagecomposILonOrbladeLengthirtLhClamLnarlan

populatlOnOEthea-tlrl- H oTeSL･Jevelopedbyblocksol
mor=han5.600rrcrn1962to1967,8日 hesandycoast

otK■t8･koganeln一ateJulyarLdAugustOf1968

LarrnnarlanSSampLmg about50spec.m亡nSatrandom

lron the6populatlOnSdlffer"-nblocklsageO†

ト6years,Rndthel･yePr･OldblocksweresubsMut-

edbythecLeanedones

ThesedetaLle叩)anat10nSa'‥ PPILedto thoseOrFlgS

25-26.

〔軌蛎のコソブ宍源J推定〕I-4年Bの投入実故と推定現存JL(Figl23の回*式にJ:ち)あるいは平均

現存Jtの掛こ上って資源tを推定した｡前者では抵妹立Jtで101軌 枝幸{･は15噌 {･あり･稜の値は伊達

漁兼協同払合のブロワク礁生産Jtの40%に連した くTable6,F鳩127)｡

考 蕪

7,I,ク漁鴇の押出しl卜 奴に60-70rn,輔 でも120mであったが,奨輸でI1300-500m･ 水深5m前

後でt,=年生コンプ俵として有効であった｡しかし榊 でもiL串の沖出しは41ており･沿掛 まt'ホ抄の著し

い長和であっても150m.一方有珠で-増 加 汝より砂地でブロックliより効果があると分りつつ も投入さ

れていない.これIl漁船の航路あるいはホクテ漁場とプpyク･コソ7'漁場カ'.相反することに上る｡

北東金の2.6.7年Bの個体即 )生長が良かったが･これliJ‖からの巣*塩添加に上る形fと考えろO

また美玉l Je大庄丸皮で双紙 がみられたが.これl畑 連の生長良好群が全件の乱文に強く作用したた

めと考える｡

1-6年日の各値体辞の中で.1年日掛ま兼iJL,肥大度の生長で担体の平均をかなり下まわっていた｡こ
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Bldeyellh

F･9･25. PeTCenLageeomposltlOrnOfb)adcweightlnthe

lamlnarLanPOPuhtl0nOlthearLlE1CLalEoTeStat

Kha-kog8ne.lnJulyandAugustor1968

D●書rltOrLhkhMIJ
Fig･26. PercentageCOml泊S't10nOfbladedegreeoHhlCkness

lnlhe)am ln8rlanPOpulatLOnOftheartLEICLalrores1

8LKlta･kogane,LnJulyandAugustoElg68
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T的l･4 WelghtartdwelghlpercentageCOrnPCSLLionofcompetlngalgae
peranold9x8･blockaLKLtakoganeinJuLyandAllgtJStOl1968

WelghL=m印爪Ci･lculaledusLngtheLoL8lsi-mp)esfrom3-10
6-year10ldLhlTLyb)ocks

ChondrL"SpP OrmaL･LS.f･'nnyLDfys,ore/LDLLLSandJ･ezoe仙S

T･bJ･5.VarlaL･orlintheattachlngareasOrlamlnar-AnandcompeLlngalgaeperaトyear･oLd

toa6･year一〇)dgJ(81block,alKlta･koganelnJuly8mdAugustor1968

NumbtrOfblocks.7,1-ye8r･01dblock,10.1neach2･106･year･old

忘 音 読蔽 ､上空 LamilLO′血 Unda′血 CosLGrLO Other TotaljqfunL'CO 〆n和LLjidh c併LoLa smallalgae

1-year-old(ckaned) 1.083

2-year-oddddd 0_66

3-year-o 1.46

4-yea卜0 I.35

5-year-o 1.41

6-year-o 1.40

九は野生による社内Jt合の形Vと考える｡兼長.美形は揺平均を上まわり,さらにこの浪合を実証している｡

1966-1968年の1-4年Elの現存Jtで回柵曲息を求めた式をTable6に示した.Wを現存Jt.Aを 7'.･
サクの良ia年とすると:

W=aAbとなり,

8.bの床汝と頼政が年度に上ってかなり変化している｡これはコソブ賢帝JLの年変動を明牧に反映している｡

この式でコンプの土凶を判断すると.&の教徒が高く.かつbの絶対鼓が多い時には土漁年といえる.aが

か ､のは1(2)年目の現存tが多いことを示す｡Iblが多いのも似ていて.やはり1(2)年目の現存丑
が多く.7'pyクの掻通年に上って息aL.上り等比故赦的に強少することを現わしている｡
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T4bl｡6.TheeslimaledlarnTnarlanbIOmaSSeSfromtheartlflClalforestdevelopedwlthblocks

atthesandycoastOfKItかkoganebetween1966and1968

RegressionequaLlOn W.estlm8ted)amlnarjanweightperablockordllreTentage;A-

ageorblock(トLo41yeaT-O一d),r,coeEflClentOrCOrrelatl0n

WT)=芸∑N,くW･N,numberofblocksofdEEferentage.W,estlmatedlaminarlaIIWelghL

perabLock亡alcuhtedbyregressLOnequaL10nOrmeanWelghL(on)yln1968M)

Dp-WpxO8メ0.2 08,survlvalTalelnt)ladewelghtfromsuccessIVebladesheddLng

tTOmSurveytOharvesllng.SOthlSCOefEIClenLwasnotapplledlJlmld･September

ofl967-02.drylngrateWlthKonbumanufacture

196319641965 1966 1967 1968 】9631961 1965】96619671968

Fig･2T Ar"ua)VarlatlOnlnlaminarlanProducts(KonbuLndrywelght

andyen)from(henaturalsubstrstaandtheblocksatthedestrlCt

ofDateFISherleSC0-0peTattyeAssociatlOn,between1963and
1968

1966,1967年の北黄金プ.,ック漁場の推定資源t (Table6)は,両年とも伊達漁業協同風合のプロ,ク

礁コンプ生産t (Flg27)を僅かに上まわった｡

スジノIt現存丑も多く.着生面も3年目以降安定し,かつブp,クへの着生部位,遊走子放出期が7コソ
7rと類似し,かつ大型であるため,遊走子着床 ･幼艦体出現と日凧,海水泳動による栄糞塩などの受給の場
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で強い涜合唖となろう｡

また｡径面 上部外周面に密生する多年生小型海齢王,風 発部などの越年部を伸展し琵しているため.

初めの段階の遊走子弟床面で前者より強い成合掛 こfL:ると考える｡

小型海藻は3年8以降の着生面の変化が少ないにもかかわらず.現存丑は増加し続ける｡これはFLg12で

も示したように種類が変わり,かつ多年等の越年部が上り伸展して生活力が強くtL:つたためと考える｡

プロッ久 割石コン7漁場での漁獲と製品化

方 法

プT]ックでは1963,1964年9月北黄金と舟岡,1964年8月 トシラル.1965年7-8月トシラル.ポ./ウス

ハナおよび沖の島.割石では1963年7月ポソクス-デ{･肉査した｡基材はいずれも1年呂であった｡

漁獲方法は.伊達では1-2tの動力船からラ七./鉄棒の?./クワに上り,有珠では磯舟から柴ネジ少に

TAhl.7.LamlnarlanCatChlngWetWelghtanddryweLghlperal･year-old9x8･block.which
w8Sharvestedbythenormal.TLelhodoraf･Sherman. atKita-koganeandFun1

80kalnm)d-Septembero(1963

value･themeaTIC8lculateduslngthetotalwe.ghLcatchedfrom3blocksineach

bcat

Haryest■ng_aTTlan.CUtt■rLglamlnarlanSLIDESbyanIronSLICklc(Mangua).andthe

other,puLllnganOar

Locality BoatnurTLber Wetweight Dryweight DTYrate

1 27,8kg 3.47kg 12_5%

2

3

Kitュ-kogane 4

5

6

7

Tota】mean

8

9

10

ll

12

Funaoka 13

14

15

16

17

Tota】mean
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より,漁兼者が常まで採取し,乾製品とした くPIate4のB)｡

漁獲の個体数と湿正Jt,屯11品等抜Bd乾iJL(いずれもプp,クl佃当りの凪 以下同じ)も各漁業者が

糾った｡l人当りの7'pブタ故は3-158Iであった.

結 果

〔1963,1964年北井金と舟岡〕両年度両地とも,漁&から製品化まで値人生が生じた (T&bles7.8)｡

1963.1964年漁獲湿暮Jtの変動係故は.北東仝26.10,舟用23.19%,乾♯妙留りでは北黄金8,5.舟岡

6,5%,穀点過程上りiA孝で個人差が生じた｡

北米金9･8塾の実現存* (Fig･19)と汲iE混生Aを比べると.1963年は8人で2名が僅かに実jLを上ま

わったが.稔平均{･は26%妊く.19644は27%鑑かった.

漁aiの個体政.湿 ･屯JLJt,歩留り,我晶等扱内容とも地域.年度垂があった.

〔1964年 トシラル.1965年 トシラル. .iIソウス-ナお⊥び沖の鳥の6･6型〕 トシラルの1964,1965年を

比べると.前者は不漁年で実入りが悪く抜取を 1カ月3gらせたが,漁獲個体故が多く.かつ歩留り.製品内

容は良かった くTable9).

1965年のボンウクス-ナ砂地とトシラル.沖のA (実入りが古く1カ月選れ)の岩礁を比べると,秒地で

TAbl●8 LamLnariarLCatChLngnumbtrSandwelght(wetAnddry)pera1-yearl0td6x6-ora
9x81blockwhlChwereharvestedbythenormz)ImelhodofatlSherman,a一KILa-

koganeandFunAOkalnmld-Septemberof196LI

Vz)lue themeanCalculateduslngthesitmPLesciLLChedfrom5b一ocksaLKILa･kogane

nnd6ones8tFunaokalneachbozlt

BIocktype 9x8･blocktntheczISeSOINo.6Z)ndNo12boat,6,(6･block,theother

boaLs

HarvesLIng●thesamemethodshownElSthatlnTable7,andsllghHystormyduring

lhehrvest)ngtlneatKlta-kogane(Plate4,a)

BoatL∝atity number ･u-I- TeTght Ezght Partye Makonbu-nagakiriThdgrade TheoLher

1 408 28kg 5,7kg 20.4 4,2kg 1-5

2 4.54 1.66

Kitュ-kogane 3 3_9 1,72

4 4_4 1.6

5 3.6 1,2

㊨ 4.5 3.I

Totalmean(except⑥) 4.128 1.536

7 3.17 0.5

8 4.17 0.67

Funaoka 9 4_67 0.67

10 5.67 1.0

ll 3.67 0.58

⑳ 6.0 1.17
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T.t･)●9 LamirurizLrLCAtChlngnumbers別Idwelght(W亡Landdry)peraトyearl0ld6×6･block,
whichwereharyesLedbyLhcnormalmethodofaflShermiLn.atTosh)Taru.Ponusu-hand

andOklnO-ShimainAugusto1196LI,JmdIllJulyandAugusto11965

VaLue.themeancalcuhLedtJSIngthesamplescalchedlEOm 10-15blo⊂ksLneach

StJrVey

HaryesL.ng. In each.thes8rnemanlnaboat(Iso-bone)taklnguplam■n8riansfrom

holdfaStSbyawoodbrushsICkle(Sh.ba..leJlri).pulI川gZm OiLrbyhlStoot.

ThedataOlrlghtFrame:thoselnthep8renthcsescatculatedfromtheactualnumbers,

wetanddrywelght,theothers.measuredfrom50samplesatTandom,

Ld iIy Dde ･lJ,- 温 息 nTT.謡S-.mdF-h'冨 H濫 - Fl血 鮎血 Wd Dry帥 YhhJ誌 上誌 bYnte

･- -紘 71● L93tJ16nll■鞘 L2hil■ガ LST L3d l小 ー殉 tl叫

'dz-辞'T,6 SL3 1142.84 lO○j7L94Ll7 L一● L56 LJ ･8- ,lb 琶 深 .7.l土Ltt
Fb JLdy血 ltl96I1.5 351556li8 l6Zj ,L5 思J 腎 .71土L2%

Tabl･10.La.mn8(.8nC8tChingwclwe.ghLanddryweLghtFrom theartLflclalforestdeyeloped
wLthctJtStones-aLPonusu･han8LnJulyor1963.

tTArVeStlng:thesamemethodbythesamemansho､vnasth8日nTable9

Harvedng Nha慧 Sf TvdeP TAaL D器 Makonbu-nagakiri畿 selord lbird Theothes StardiTlg StardingCーOp CrOpFX:r
area sloT旧 weight ye蜘 rae TX'Tarea aStOTY2

li漁集の佃件政.轟il,二等凍土{･の毛Jttでまきったが,-事故の射合では岩礁1り劣った.

19654の沿岸の トシラルと沖合の沖のAを比べると,沖合ではih集の但体軟.良 .毛玉Aおよび製品内容

ともまきった｡

1%5年 トシラル,ポソクス-ナのk作為抽出標本の歩留りの変動係l如120,18%であった｡

〔1963年ポソクスノ､ナの封石〕同じ暮汲年の1965年ボンウス-ナのプF,ックと比べると, 歩留りは同じで

あるが.一等検の割合11割石で2倍であった (Tab)el°)｡

割石当りの実現存Jlは1962年7月91土27kg(個体数27土2本).1963年7月81土37kg(26土5本)で

あり.漁獲湿土Aの約2倍{･あった｡コソブが君生した如石111962年50%乱 1963年70%弱であり.1年目

でかつ調査時にZl出していた:がら.着生していない石があった｡

考 察

北莱金.舟岡では一般に漁事竜王JLの多い漁業者は歩留りが低く反対では74いが.これは横着が実入りの

良いものを茸んだためと考える｡
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両地9･8型の1964年漁獲湿重射i前年より少ない｡これは個人差よりも,不漁年に上る現存Jtの減少そ

のものが漁獲に大きく作用したと考える (前報Fig･19)｡

6･6型1965年有珠の3地点間.1964年舟岡と1965年(鼻漁年)･ill/ウス-ナ間の漁獲個体軌 湿玉且の差

は有珠の収残しが少ないことからも.海水流動の強弱が現存王に影響したためと考える｡

1965年有珠3地点間の袈品内容の菱は,海水流砂よりも甘皮'と採取期の遅延による央入り期間の掛こよっ

て生じたと考える｡ポソクス′､ナで年度は異なるが,プpブタより割石の炎晶内容が良かった｡これも疎生

に上って生じたと考える.

砂地616塾の1964年北米金,舟岡と1965年,ボンウス′･ナの製品内容の差は,年度よりも前報考察の異な

る地域環境 (水温 海水洗勤)に上る幼肢体出現の遅速,密度の善の彫事が強いと考える｡

漁獲後の額残し

方 法

1964年10月 トシラル,北東金.1965年8月トシラル,10月北米金の両型ブt,ックで漁獲後の取残し本数と

亙tについて.潜水と引妨げて内べた｡プロブタ数は8-25個であった｡

括 果

トシラル6･6型では.1964年の取残しは4土2(聴聞1-ll)本,1965年5土6(0-21)秦,前者で

95,故老で92%が汲獲されていた｡一般採取後の取残しを Tablellに示した｡

北禁金1964年6I6塾の引揚げに上る取残し95本,潜水では50上13(35-70)水.前者で81.後者で89%

が漁獲されていた｡1965年9･8塾では20土11(7-38)本,96%が漁獲されていた｡

考 察

1965年北東金を除く両地域の取残しの轟は.漁獲の際の異なった採取用具と札 ノ′車使用の有無によっ

て生じたと考える｡なお1965年北黄金は トシラルと同方鼓で漁獲した｡

前章では北斗金の取琵しな実現存立の30%弱とした｡しかし本章では個体数でも20%以下であった｡この

差は.前者では背年掛 こ一括し,後者は筆書が同乗し可価な限り採取したことで生じたと考える (Plate4

TabI｡ll.NumberoEL8m川arlanremalndersandwelghtofcolnpetLng81gaeperaL-year-old6
×6blockafterharvestlng lnaccordanceW)lhd15tancefrom Shorctooffshore,at

Toshlrarulnlate-Augustof1965

LA吋-WTEq如 柵 慧 雷 adduF b;a-盗 蓉 豊 竃 濫 冨 盈 還 還 蓉 DlSnJte ErECtOt(rom Lkph 如 11TS血rm bkrL

1 310g 】30 9) 45 45 20 10 10 5m 1.5m S
2 10 2.O E

2 15 3.O S
10 330 50 10 580 邪 劫 3.5 S
8 5 4.O S
0 10 15 1.200 lO 帥 知 5,O S
0 lo g) 60 35 6.O E
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のB)｡

一般の鞠#,収JEと取戎し開壷を総括し,伊達の一般漁獲の取辞しほ実現存Jtの20%前後,有珠では10%

以下と考える｡

稔 合 考 察

着 地

コンプ礁造成着地の必須条件は, 1)着生即 こ位置し.2)逝束子着床 ･幼艦体発生の阻幸となる砂泥の

沈着がなく.3)基材が安定しながらも,4)強い海水流動が生じ易い場所と考えろ｡この中で.筆者は基

材の質,型とも関係する3),4)が舟も正賓と考える｡すなわち1)は天然礁{･判断が可能であり,2)

は4)の条件が済たきA,これに基材の形潜が合致すれば生じない｡
t 1

3)は波の衡平に1る移軌 漂砂による埋没,長期的観点からの振動に1る砂地の粘性が低下した時の沈下

があり.佐藤 (1963)が報じている｡これは海洋 水産土木面からの究明により,かなり解決が可能と考える｡

4)は前粂件と矛盾するoLかし春から軟の貧栄養の時季 (西浜ら,L976;西浜.1977a b;疑田ら.

19778-b).唯一の先発受給の強化作用iJなす (MUN7<& RrLEY. 1952;渡辺ら.1966)｡

適 期

コソ/rL幼肺体出現の通達に上って寿命が異なる (PARKS,194B;HASEGAWA,1962:佐々人,1977;

舶軌 19808)｡したがって同一税でも漁獲El的とする年齢により,基材の投入適期が典なる｡

ホソノコ'/7'ほ一年生である (神El],1946.船野.1980b)ので,逝走子放出盛期が適期となり,干出し

tL:い浅みが着水深となる｡

-Tコソブ.リシリコンプは完全な二年生ではない (船野.1980a b;阪井ら,1967)｡またオニコソプも

マコソブより僅かに寿命が長い (舶野.1980b)｡ したがって一年藻とする時には.ホソノコ/ブと同じ方

法となる｡しかし浅み (7コソ7'では3m以浅)で二年集とする時には,放Fti盛期より遅らせるが,深みで

は低密度でかつ生長は連れるので,この必要はない｡

者hlの決定は,深度3-4mを嫌いにし,浅みと深みに月別にコンクリート板を垂下して遊走子着床 ･幼

旺体発生の状態を伺査した上で.更に当年の天候,海況,母集群のi.成熟状況も合わせ揺合的に判断する

のが最も適確と考える.

7ロックの姿勢

横転より直立で個体数.現存1,着生面辞 (9･8型)が多かった｡同じ様な悌向がホソコ-/メ.1)シリ

コソプ.ナ*'コソ7'で報告されている (船野ら.1964;阪井 中津.1966;)Jl他 ･佐々木,1973)｡砂地で

の安定も直立が良い (俊#,1963)｡

魚礁ブpyクでは投入姿勢にかかわらず,深みがあるので途中から直立落下し.海底平面で直立接地する

(菊地,1979)｡ コL/7'韓ではRの錘でヒネリ.直立状態で投下すると,90%以上が直立する (PhIe4の

C)｡横転でも投入直後は.船上から鉄釣付き九大棒で引越すと容易にr直立する｡

集初案椎と分散集積

第二.第三貝殻臥 大鼓礁漁場造成にせよ,現行の重態方向 (用井.1978a･b)紘,木下 (1947)のい

う星板 (ホシ般)ではなく大根 (フト板)すなわち集棟造成である｡

集涙礁Il輸石部分が多く,哉掃除が不可能である｡ しかし着地の1-4)の条件に.漁獲による副次的磯

掃除が充分に加わると良好な天応掛こ近ずき.即効性はないが長期的にみて収支が合うと考える｡

分散樵は投入密度が正要であり,これはコンプの最大棄長を基準にすべきと考える｡

酎石投入は木下 (前出)が指旅するよう,沈下,埋没のある時は捷めて雅かしい｡したがって基本的に集

※3 投入挨20年から10数年経過した現在 (1980年10月),北米金Ir･l土砂中に沈下せず残った ブF7ブタがか

TL:り存在し.舟岡では殆んどのものが沈下し,部分的にでも姿をみせるものは少ない｡一方投入時埋没の

箸しかった長和では許岸建設による影書か漂砂が安定し,逆にブロックが宵出してきている｡
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嫌に近い兼dtとし.庄平は抄tEりの岩盤か.これに申ずるgt砂の少ない掛 ､砂地とし.着生密度も低く兼体

の鎖dBも無いことから,長文な二年コ./71を対か こすべきと考える｡

コン1*生基軸としての耐用年数

丘耳にかかわらず,ブp,クの耐用年掛 1-年コ./7'で3年,二年コ･/プで5-6年と考えろ｡註妙 1.

才生面が直立の現金でロ珪面から上港外月面に2(3)年目甲から他海洋に上って追い下げられ 更に中央外

周面まで下げられ,5-6年E]に玉串が康掛 こ近ずくことに上る (FLg･12;PL8telのA-G.3のA-D)｡

また二年コ./ブで114年目以臥 着生部位の牡下と先生い許の被Tに上って牡村政は減少する｡しかし降下

や被掛 こ上ってコソプ11壌小となり.逆に再生串が高まり耐用年数は延びる.,

割石でも耐用年数はブF,,クと似ていると考える｡しかし1年EIでも30-50%の81石にしかコソブが着生

せず.したがって漂砂や振動.こ上る壊乱 沈下rこかかわる岩場 定が好一の間磨となろう｡だが済砂が鼓掃

除の役Elをはたし,年に上り7f出すろ所では.析髭的に永携する基軸となる｡

良好な天然攻に7'p,ク牡が近すけないのは,ih&に上ろEl次的ik拝除が完全になされないことが.主要

田の一つと考える.これは康が多く.強い書ia淀や海水振動が生じ易いたb.付暮号が固着,衝生すること

で起る.丙者の密生を比べると.砂地ブF･,クでは25-35倍,岩破局操のものでもその約ガである｡固着は密

生に上るだけでなく,個体政が多くて混生する若熊個体群が採取掛 こも充分な付書力を持つことでも生ずる｡

◎●
団 LLrrL- .Ln
巨∃hmi･V･.An｡1dh.Idt-れtAs･- quLH
⊂】oth･H tp･

-r-山

Fig･28 Attaching partsolnew andoldla血in&rLaTIholdEast5inthethree2一三ear一

〇ldblodks.aLXlta-koganelnearlyMayandlaLeJulyoF1965.

Blocktype.A.6×61blockLnearly May;a.6×6-bloCkJnlateJuly;C.

9×8-bl∝kinlateJut)I.
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固着と疎生は漁獲の缶に付暮昔を鼓し次代の毒克子着床を阻害し.一鍬tiB1年以上たっても残存する

(FlgS･13,28のA～C).見落し始めるのは.時化が多くなる冬からとみらA,この面に他海洋が良人し.

コl/ブl土1年日の兼好煮沸位から次第に追い下げられる｡即ち初代の放った付着鰐が最大の拝啓とfL:る｡

この他良好TJ:大然仰こ近すけないのは,ブpyクの形僻で生ずる憩い鼓抽汎 海水沈掛 こツノマタの軌

アカバなどの生憩が魚も着応し.かつこれらを掻粥する動物が少ないことも考えうる.すなわちコンプは長

いE]でみて珪藻などに次く･,弗二次dt入幕に過ぎない.

1ロックの鼓汁除

ま湘10日前按の天El乾Jt後の裁舟除7'p,クでは,新見投入と変らぬコ./メ.飽海等の着生と遷移をみせ

たcLかし七姓不充分なもの11.度TJ:どの連年布を鼓金で刈♯しても1年日で多年集が再生し.jE捗は早ま

った｡すなわち力学的に越年部を封書するだけの掃除はあまり包ましくないと考える｡

砂地のブF･,クは点油島に為し.実顔.薪挽没入井用の2書lで短期佃に大Jtにおこなわれ 確実に生産増

に括びついた｡

1968年ま.伊達漁業協同組合書年掛 ま,古いプロ･yク約1.003個を,体付き飲釣を結んだp-ブと船上に

匝足したウインチ (PLzLte4のD)に上り引凍げ,砂浜までブルトーザーで押上げ,天日干出し鼓掃除して

再投入した.これに上る生産tFl.1969年の現存Jl,プT,,ク救,歩留りの群によっても叱正且で10亡を越す

とみられた.1967年から薪泉投入が半凍 して中 るにもかかわらず (前報Tablel).生産tは1963-1967

年の平均(FJg.27)を上まわり.大JJl井験の効果が托実に反映している｡

7ロック･コン1…■甥

ブp,ク.村石投入について.一帯で効果かたいと書われている.これは投入数に対する着生Jtの過月期

待と耐用年取の無視に上って生じている.

阪井 (1969)が滞納する1うにコL/プ生盆Jtの年変Jb保Ikは布く,現行兇漢の投入t{･は,既存礁生産jL

の書中偏重に含まれる例が多い｡しかし漁や両歌が少なく.面凍当りの生産tが高く,既存樵がない所で新

鋭に_漁場造成がなされた場合.伊達のように (Flg･27)和実に効果を現わす.

現行形態の基材では.これが海牛投入され異音加井されても,耐用年数が缶いため,生産JIl果gt増加し

ない.一年コソブで1年且現存Jtと2-5年EI禁欲現存tも比べると.平年.土漁年でl捕 卦 i同じか後者

112,3封まで劣り.不漁年でliSNまでまさる｡しかし不漁年で111年月の絶対tそのものが少ない｡

伊達市沿岸の漁事故ffに上りプp,クの有効性についてみると.没入前1956-1962年の生産1155土27I.

投入時1963-1969年 (&井徐も含む)213土64t.投入停止 コケムシ読者時1970-1m 年79土52tであっ

た (北海道.1958-1979)｡すなわち投入時のみに賛源は確実に増加している｡なお投入時は生産増にかかわ

らず.漁業者敦は1962から1967年にかけて.8割に林政した (前租 Tab)el)｡

長切り(一年生)と折コンプ (二年生)に分けると,投入前82土23,29土14t.投入時127土38,34土14

t.投入仔止 ･コケ▲シ被専時71土43, 6土2.4tであった｡なお】970年折コンプ (投入時)は コケムシ被

客が著しいので除いた.

収 t tIl壬

1963年伊遵市のプp,ク製作投入紫用は.9I8型1佃当り約1,700円.6･6型杓700円.封石は全道平

均 Id当り紛2,100円ICあった (北海井,1963)｡

プp,クコ-/ブ生産gTと投入汝の商でえた.伊達の点初の1963年9･8型1個当りの生産軒は1.750円で

あった (Fig.27.竹井 Teblel).なお この掛1天焦破産が混入している可能性があるので.実高の8書l

とした｡

収Jtq壬の漁業乾生tと当地の長切り絶平均価格230円/kg(1963-1965年)の者で ブp･yクコ'/プ生産

額を求めると.1963年9I8塾は北東金1,300.舟岡2,100円.1964年9I8型は北葉金1.BOO,舟岡1,700円,

6I6卦 1北東金1,300.舟阿1,100円であった｡

有珠では上品斉の剖合が多いため.上妃の単価に製品割合も勘来して290円/kg とし求めると.6･6型で

1964* トシラル1.1町 1965* トシラル800.ポ./ウス-ナ1,600,沖の鳥1,100円であった,羽石で411963年
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ポソウス-ナで1個当り200円であった｡

以上は 1年日の産yiであるが,耐用年数の2-6年日の産額も合わせると,少くとも6-7割増. 2-3

年日としても5割増になると考える｡

全道的な視野で果破事業Jtの約10%の関釜区を放け.常法の漁獲と製品化に上り各8の収Jt的査がおこな

われた (北海乱 1972).7'p,ク当りの製作投入升に対する耐用年数を見込んだ産研5射増の割合は. lT

コソブ二年096.1コl/ブ一年136,ミツイコl/プ2.04.ナガコソ7(2.03,オニコンブ261. iIシI)コl/

プ2.98.ホソノコンプ0.89であった｡5書川 でも収支が合わぬelは,殺掃験が鼓された手段となろう｡

一年コンプで,2-3年日産瀬を 1年日の5書l.3年間漁集 ･終了ごとに2回鼓拝験し,産額と裁挿絵狩

は一定不変と仮定する｡袈作投入*に対するik片浜井のiI合をX.同じく1年EE産額の8I合をYとする｡こ

の時.製作投入女と9年間東棟産前の収支がoとなる式は :

Y-0.44X十0.22

7E)ツク.コン1積の副次効東

北東金2-3年目以降のプpックには,定着性.喪在位の動物が生息する (PI&le3のE.F)｡型式が大
きくなるほど有用浅海生物の帯皮も高く,積数も増加した｡

1966年3年El9･8塾で.穀祐7cm以上のヒノ-/ボラ4-81臥 せ長7cI以上のよ./パフソウニ0-2

個.ェラコ2-4kg,5年日10･10型で世長204以上の†ガキ1-2個であった｡ウニ,ホタテの幼稚仔も

多く沈着した｡北葉金はプt,γク投入後,良好な釣書となり.カレイ摂.アイナメ耕,アナゴ.ヱゾノ′.'ル

などが多く生息する｡

コンプ舌造成への蛙吉

コソプ嶺造成ICl も必額の条件は海水謙血と,羊者は考える｡

須簾 (1974)は ｢海津は意外に括尭な代汝を,全く水の動きに依存して行っている｡その速射 土ある垢閉

までは dm/dt-8C/T,(dm/dt:代秒速LE.C:体内外の代計物実の淡鹿妻 ,Y:相対洗嵐MUNKら.1952)

で示され 相対流速に直♯左右される｡･･水の動きが十分ない所では海藻は育たない｡｣としている｡

コソ7'I土井巣*となる春から軟 く西浜ら.1976;西浜,19778lb;隼田ら.19778･b)の内初夏 まで

は生長し,各&とも(4)5-6月に最高となり(舶8,1980a;長谷JHら.1963;柳田ら,1971,HA5EGAWA,

1962;佐々木.1977).生長と柴aE環境が互いに最も矛盾する時期を,ホソノコ./プセ放き2回以上見る｡5

-6月の生長を17コソプの見かけ上の増玉串でみると.4月の10鮮以上に差する.

老成法 (基材も含む)では,コンプの密度は低くても良好な天応4に近ずける永故的なき効法と,救回の

哉汁漁を沈下を防ぐ面 (.X･3)からも必須とするプpブタのような速効法があると考える｡

前者は.1)*生唾まを天然砧並みに低め.2)兼体を大型に生長させ.3)付書好から完全漁獲がなさ

れうろ紙碁が目すとなる｡砂地では長期にわたっても沈下しない基材の比重も考Ltされる必要がある.

後者は従来のプp,クより,1)陸上天日干tIHこよる歳掃除が容易で.2)戦い海水雑物と故渦流を起し

i,3)現存Aが多くなりうる構造となろう｡

また淡者で砂地に投入する基材では.鼓舟族に代る硬石による折面書出の,対称型も考えられる｡

コ-/7'礁老成の差地面8tは有限であり,基材の累計投入も限度があり,効果の*いものほ近い将来に坪幸

ともなる.したがって今後は,EaEを持った毛皮法の確立が必要であろう.

摘 要

前報 (舶野,1980a)に引放 き.ブt,,ク.81石に上る有効なコ/7'領の造成方法を兄い出すため.1962-

1970年伊達市北東金.舟乳 長机 有珠 (求./クス′､1. トシラル,沖の島)で実検粥重し次のような結果

なえた｡

適 地

1 着地は書生用に位直し,砂泥の沈着がなく.基材が安定し,強い海水沈砂が生じうるtB所とした.
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2 議Jiは.てコソ7'の一年生では3m以汝.二年生では3-4m以洋で･ある.

毒 耕

1 着期は,法みの一年生と深みの二年生1:･11叢夫子放出JE 耕.沈みの二年生では盛細より還れる｡

2.浅みのマコンブ一年生では9月下旬から10月下旬.二年生では10月中旬から11月中旬が岩瀬 とな

る｡

3 着卿 1地域轟があり.有珠は北米金.舟岡より1カ月早く.長和は中間となる.

7ロックの垂井

1 丘F.型式にかかわらず,コ'/ブの個体軌 現存Jtは横転より直立で良かったE,

2 砂地6･6型直立の秦体生長Ilbt転より良かった.砂地9I8塾,岩礁6 6製では.横転が良かった.
3 砂地の安定では,型式にかかわらず直立が扶転よりすく-れていた｡

集珠築aと分粒抜放

1.集il兼恥 1,-定面凍内に可能な取りの海水沈砂が生じて個体群に当り.かつ前書と矛盾する天然穂

並の缶度となりうる主形を必須とした｡

2 分椎 也の密度芸事を,コソ7'の長大兼長とした｡

コン1*生毒物としての耐用年数

1.gt砂に上ろ埋&,ZF出により.基物として析Jt的に永読する剖石があった｡また1年日で書出しなが

ら,有効でないfl石がかなりあった｡

2.丘耳にかかわらIfプF,ツタ,il石の耐用年政は,一年生コンプで3年.二年生で5-6年であった｡

3 海水沈fbの強い砂浜のプp,クでは.乱筆によっても付着掛1多く凍り,冬からの脱掛王他海業食入

の主要国となった｡

4 十分な漁獲は基物にとり.杜も有効な哉掃除となる｡

7E)tyクの鞍袖除

1.ま.10日前淡の天日干出と献金で成掃除した古いブロックは,新鋭投入と同じ効果があった.
2.砂地4m以汝の点掃除は容易であり.女用は大王に行なうと新鋭投入の数割ですむ.

1ロック･コン7漁場

1 天魚礁がない北千金砂浜に.沿#*3h.匪岸60-70mのプロ,ク･コソプ漁場が7年間にわたって

達成されb

2.上配漁場の1966-1968年屯土井iKtを14.26,10(15)Lと推定した｡

3.伊達市のコ'/プ漁gi歳計に上り.プpyク･コ./ブの即効的かつ破蕃な資源添加をdEかめた｡

4.プロブタ砂 i稚実な即効性を持つが.永よする果凍効果は.集計重砲の一報を除いてない｡

収 t fI 圭

1.漁業者に上る採取から製品化までは.採取投緒で何人蓋が生じた｡

2 円査地 (点)に_上るコンプの生長轟 (船野,1980a)紘.歩留りと製品等級内容に反映した.

3.初査地 (点)にかかわらず,常法の漁獲と製品化に上り.製作投入費前後の収益が1年日で見込まれ

犬:｡

漁獲律の坂残し

1.常法漁獲の取漉しほ,伊連では現存Jtの20%前後.有珠で1110%以下と推定した｡

2 両地の取裁しの差は.採取法と'密度.付着等同着力の差で生じた.

1J)､ソク･コン1漁場のR11次効果

浅海有用私物が生息し,推仔が比jrする,北兼金砂浜のプロ,ク･コソブ漁tBの同次効果を乾めた｡

コン1槻 庇への提言

l コ-/プ礁造成の長必須粂件を.海水沈砂の生起とした.

2_良好な天然韻に近ずける蓑劫の永久4と.横井除を必額とするRLJ劫の歴年唾を凍案した.
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plate1.The 1-year-oldLO5-year-OIdb)ockB.atKlta-kogAneinJu)yandAuguSlof

1965and1966

A.Theer∝11-year-old9×8-blockbeforeLa血inarlZu SaTnplmg,B･Theerect

2-year-old6,̀6-blockafterCuttingof2-yeAトOldlamlJ18rlaZIS･C･Theerect
4-year-old9×8-blockbeforesa血pllJ]gOH aminarians aJldcompetingalgae･

D.Thecrect51yeaT一〇ld9x8-blockbeforesaJnpllng.upper.COmpCtlngAlgae,
mJddleand)over,laminaTlanS･E･Thepartofthesameblockshownasthat

inFIE.C.:left.21yeAr･勺】d)amlnaTians.right.the1-year-OlddwarforLeswlth

distlnCtbladebulhtlOn F･Theerect3-yeAトOld9x8-blockbeforesampLlng

G.Thesideways1-year-old9x81bloCkinerectposture,andthepartofno
organlsms(Front).lnSand･
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Phte2 The1-year-Oldandthe2-year-old6,く6-blocks,atToshlraEulnJulyof1966

A CeL'd'zL''=pandRJ10dynLeTI7aPaLmdLdattheupperpartolablock B･

PoEy∫J'pho''to''LO'rOTLJHaLthemouthandtheupperpartolanere.:Ibl∝k.

C,Lm narlaJ18.UIJdarlaPuJnaLl/Ida.CoSLwEaCOJLaLaandR･paLwはLazLt

lheouterstJrfaceofaSidewaysb)OCL D TIEhocor♪uscr'mEus･3ndULt'a

JhErLzLJaaLtheoutersurfacE･Ofasldewaysblock･ E･U･タでrfLLSa.C･cosLaLa.

PoLysiphon･-a∫enL･cuLoso.UIPfmLZLt/idtz.ClgOrtf"aJdPOnlL.aandSch･Eymen･a

d'LbylaHheoutersu'laceqfaSidewaysb)ock.F.Lb払relldagLa/'duLl/er〟.

P.1nOrrOWli811dU.♪frLuSaatthemouthandlhcupperpartof8SIdewaysblock.
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PI.t･3 The31year･ddandLhc5-year-Old9×8-bl∝ksalterLam.TIArlanS'saJllPllng,8t
KLta-koganeinAugustof1966

Ageolb)∝ks:AID.31year-Old,E-F.5-year-Old.

A･Necd'LseaJpendoa'ta.Cho''drusSppandSylllPhyorLadfLZLdL'usculaatthe

rnoutho18.1erectbtock･BIN･vendoa′伯AndGigarL川dJaPO〝一Caatthemouth

oFanerecLbl∝k C･ThewholevLeWOfanerectbl∝k tJpPer,Chondru∫spp･.

Cye3:OenSIS.C･JaponiEa.Rhodo〝LeEnEariI.S./aJJLL3CJLLLZ,PoLy∫JJ･honLamOrrO-

W'･.SorgdSSuWISp･AndCosLan LZCOSLaLa;mlddleand8 Pr10Elower.ULT々T

perLLL3a8･.dEnLero'tZOrt)hd'nEESE'TrLZLESZLndthegrowirLg Lm Ln8riAn50hhis

parthayLngbccnsampled･D･SタJrOrb''ssp･attheupperpartof8ner∝Lbl∝k･

E･Polo,,"/lan.yr･of･S且ltheedgeolthebl∝kmoulh･F･SLyEZasp･atthe

itlnerSurT8CeOE&nerectI)lock.
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andshlPPlngablock

A Theoldestl8mln8r川nb一ocksAtHoTOnal.Abula,Hokkaldo;whichwere

drawn ashore Wlth hezLYy SLorm a LamlnArlanS'harvestlngrTOm blocks

atKita･koganelntheSl)ghtLystormyweilLher.C.ShlPPinsblockson書tOW･

tnatTorsettllng. D.PuLllnguP8block(nghLatShipbow)wLthwinchJnd

shlPPlngLtashore.
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利尻島におけるフシスジモク Sargassz̀m confusum の生 態

名畑進一 ･新原義昭'･松谷 奨州･武井文雄 '̀'
(北海並立稚内水産筑牧場) (利尻地区水産技術書及指事所)

Ecologicalstudies on SargaSSum COTlfzLSW,.from

RishiriIsland in northern Hokkaido

● ●● ●■■
Shin-1ChiNABATA,YoshiakiNllIIARA.MlnOru MATSUYA andFumioTAXEl

(Ho舶aLdoWakkanaiF'sherJeSEェPerJ'〝LenLaESLQLzon)(RtshH1F▲SAeryExLe,W･on0/FIFE)

SargOSJlLmron/Z'JJLmlSCOmrnOnlntheupperstlbllttOTaltonealRIShlrtTsl8rLd lnnorthern

HokkALdo ThlSalgJ日日eCOgnlZedlocOmpeLewithLDm川ar'QinrespecttOlhelrh■bltAt ThLS

studywJ)iC且TriedotJtfromJuly1977toNovember1979,as8PartOftcoloBic8lstudiesonLQ爪･'nDr･G
10♪○,-1EaTarOEholrns..

TheTeSulLSObtalnedart･8SEolloIVS.

1) ThegrowthlnlengthorSEON/J'SA'mWasSlowfromSeptembertoFebruary.FromMarch,

wlththerlS■ngOfseawaLertemperaturetheplantsgrewr叩1dlyboth)rLltngLhand､velght,and

attalnedItsmaXlmt･mlerlgth(totallengthabotlt200cm)LnJuly.SImulLaneOuSly,maturat10nOCCurred,

andsoon8fLerwardthel8teralbranchesr8pld)ydecayed8朋y.

2) Themax･mumstandlng亡rOpOIS.ron/t･sumwaseSti.TIatedtobeabove10kgwetwe.ght/ml

lnJuly MostcommonaIgaegrowlnguJldertheSarCQS∫JLmCOTnmun)tyWereULt,aperLu∫O.Desma･

rEShQ t'1n-dJS,i J-DJわnEa Yap.OfAoLêS'∫.NofdELJEdyEndoano.TIChoEa'IPuJ ErI-刑Lusand

OdQ〝LADLz'arorymbT/Era Mostpl&ntsoIi jaPonz'raY8T.OCAoLensJIWeredwarflSh.and ltS

meanWetWelghtwas23g

3) TheperlodoleH llbtrationwasfrom lateJulytomid･August.ThegrowthofJuvenile

S.con/uJJLmWasSlow andmeanbodylengthattalned269mm durlngaboutfourmonthsfrom

AugusttoNovember ThevcgetatlVeprOp8gatLOnbythebuddingt'om theperiphe-yofdLSCOLd

rootwasobseryed.

4) Thedensityoljuven.leS confA'sZLmOnthetx)ulderswas209ll.divlduaLs/cmt)nSeptember,

howeversoonafLerw｡rdtheJuven.les dlSapPearedremarkably Ontheotherhand.47･70% of

taggedadultS con/LJIVmdLSaPPearedduringaboutoneyear.

5) Thegrowthrlngroundintherootwasconslderedlobt8n8nnLl8Lring.artdthererorH he

longeyLtyOES co〟′zJSJLmWasestimatedtobeslXOTSevenyearS･

報文番号 AIO2(1980年11月14日受理)

+ 現 画境水産紬 甥

JFt 現 留萌北部地区水産技術普及指斗所

叫■現 礼文地区水産技術書及指事所
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ま え が き

利尻島沿岸の瀬深帯 (#下帯)に生育するホンダワラ薪は.｢立許｣と呼ばれ,同所に生育するリシリコ･/
ブLam川arlajapollr'cavar･OEhole'Z∫JSと競争関係があると考えられている (遁辞.1911.金子 ･新風

1977)｡したがってこれらの生井周期等の生者を岸明することは,コンプの生産の安定化を園る一助になると

患われる｡ホソ〆ワラ舟の生殖周期については,MuxAJ(1971).UMEZAKlr1974).FLETCHER,R L.a
FLETCHER,S･N･(1975).DEWREEDE(1976),谷口･LLl田 (1978),PRTNCE皮 0'NEAL(1979)など多く

の報告がある｡しかし利尻島沿掛こ広く分布し.Jt的に長も多い7 シ′ス.)モクSa'･gassIL桝CO71fu∫lL桝 に関

する辞細な報告はない｡本丘は主に九州北部から樺太まで日本海沿料こ広く分布していて (Y甲†DO,1907).

卵発生については TNOH(1930),核分掛 こついては A8E(1933)の≠告がある｡しかし生態については,長

谷川 (1949)がと･}キ H･r･i･D/us･/orm･Sとの競争,舟妬 く1968)が成魚肌 色･t田 ら (1975)･斉事

(1980)が分布と環gEに的して断片的に報告しているにすぎない.

筆者らはリIyリコ./プの生鹿研究の一環として,1977年から利尻町仙法志字御崎で本名のPI壬を突先して

きた.木程合では生尤周期 ･生長 ･狭耗 ･方今などの知見と, I)シリコンブとの政争に関する考蕪について

述べる｡

*官に先立ち.7I指事と封校閲を好った北海玉大学理学帯青田忠生74士に深く感計する. またfI壬に御協

力をいただいた仙法志漁業協同取合のわ合A別F防一氏,並びに同Ji合にtEしんでお礼申しあげる｡

方 法

内圭は1977年7月-1979年11月に,利尻島甫叫の御崎において (Flg･I),1-3カ月にl軌 転石と岩か

らなる漸羅帯で行った｡

集体の採射 1.番一秋には主にスキ1-I:治水で行い.冬には鼓金を使用して行った｡現存tl150×50cA

の方形枠を用い,原則として水深 1-3mの所で3カ所を調査した｡採集したフyスジモクの成掛こついて

紘.全長.湿王JL.主軸基部の直径.付書巻 (以下展と称す)の付着面の古怪を打卸し,その他の海恥18i

別に誕生Jを3I愛した｡生舟券床の成魚次息は.徒手切片を検鏡することに上ってFEかめた｡

幼体は水漂わ 15mの所の玉石ごと操集し.9月には2x2q･,10-2月には5x5ctの方形枠を用いて個

件政を円蓋した｡また幼件の書生を回るため,同じ水深の所にコンクリート7'F,,ク(39×19x15-)を投

tして.これにクレモナ糸を巻き付けた.幼件の体長は世故を除き基帝から兼の先噂までをホ足した｡

110'E l11●E

Fig･I. A mapoERishLrLIsIATtd.showingthesuFveylng一ocation.
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(lJ a (2)

Fi9.2. (1)A longLttJdlnalsectlOnOlth亡rOOL

a･ LengthbetweenthecenterOfthebaseaJldLhcoulerrnostrlng
b.LengthbetweenthecenterorthebaseandthestJrface.

r GrowthrlngS

(2)A roughsketchorS EOnfysum

d Root(DISCOldholdfast) e M81nAXIS. l PrlmarylalerJ))branch_
g StCOndaTyIaterBlb印nch h Leaf

2-3年以上を抜過していると考えられる成体の接光を内べるため,1977年9月に水深約15Enの所の30

個体.1978年10月に水珠的1mの所の50個体の主h基部にポl)エチL,I/基の背骨型書鼓を付けて.約1年後

に回収した｡

掛こは Yo卦tIDA(1960)がオオ′てモクSDrga∫Sum nJIggOLdian〟7nで報告したと同様の生長輪が怒め

られたので.その形成時朋を知るためにtRのJt析切片を作り,YosH工DA(1960)が示したaとbの特 (Flg･

2-1)をaI定した.

水iLI土■生地{･毎日1回iFr定した｡

結 果 と 考 察

1 才体の季節的消長

採集した幕体の大形のものから上位20個体の全長と湿丘Aの平均値を,yl圭地における水温とともに Fig･

3に示した.謙件の生長の革帯的特敏から次の3月に分けて述べる｡
き生長期 (9-2月) :水dLがt下任し.生長がさやかである｡集体は9月中旬にJt缶になり.円盤状の乱

円鐘状で短剣のある主kと主接.捷辺に鋸台のあるだ円形で大形の兼を有していた.全長は10-20cI,浸互

生は10-20gであった｡このころから新しい大形の薫が形成され始めて,旧兼の一軌1度羊状にfL:って脱落

した｡また10月ころから主彼が伸び始めて.耗攻で球形の気息と上部に長披針形で小形の兼が形成され,2

月までに全長は40-50czIに差した (Fig.2-2)｡平均全長から故事した本期の生長串は5-7ct/月{･あった｡

急生長期 (3-6月) ニ水温が上昇し,生長が急速である｡葉体は多くの側枝 ･小枝を伸長し.気胸と小

形の葉を多数形成した｡5月下旬に全長は140--1504,湿五Jlll160-170gに連した｡このころの藻体の上

勤 王海穀面に打出するので,群落は岸からでも容易に確認できた｡本期の生長串は30-40ca/月であった｡

成棚 (7-8月) :水aLが年間のJL76に達し,生先番床が形成される｡寄掛土7月に全長約2004でJt
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F''9.3. SeasDnal亡ha'LgeintotaHengttl(〇 ･.O)andwetweLght(●- ●)ofS.fO〝′ulum.

andsurEaeeseawaterLeTnperJLture(- )illMLSaki Vき)uesareg･VenlntheAverage

oE20Lnd】vlduals

Tlbl･1. Thefruit.ngperLOdoES ònfJLSumirtthel･Ler8ture

L∝ation Latitude FruitlngPeriod Author

May-JuL.Nov. FuNAHASm l1968)

AomonBay about一l●N May-Jun. lNOH(1930)

about43'N ユun,-Åug. FuNAHASHl(1968)

長に差し成魚した｡iB正Jtは300-4COg (このころの幕体にはシワイカナゴHypof･tycJはsdybowBkHの

卵が多数付着していた)で長大に逢した.8月中旬ごろから事体上額が枯死し始め,9月中旬までに基部を

沸して脱落した｡

日本海沿岸に生育するホンダワヲ掛ま,秩-春に良く生長し,♯-初Xに成熟するものが多い くMUKAJ

(1971);HEZl.1972,谷口.山田,1978)｡しかし御J8におけるフシス.}モクは,UMEZAKI(1974)の扱告し

たウミトラノオ Sargq∫sumLhzLnbErglI'の鴇合と同様に.水aLの上昇期に良く生長して王に成熟した.ホ

～/TワラAの成れ条件について.SargusLlm OL一gocy∫Lum 書では低水温が (DEWREEDE.1976).Sar-

go∫sLF仇♪LErOPLewQn書では短日が (PRrNCE良 CyNEAL,1979).その粂件であろうと考えられている.
禾tの成熟期に朋する既報の知見を T8blelに示した｡■壬方法などに相違があるので十分な比較はでき

ないが,能登における11月の場合を放くと.成熟始期は生育地の外皮が高くなるにつれて少し連れる切向が

みられる｡このことから本嶺の成熟条件として,水温の上井が大きな一国となっていると考えられる｡
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2, 現存tとTJt群落海藻

fq立地におけるフシスクモクは水深0.5-13TTLに生甘していた｡特に水探1-3mの所では外観的にはは'

純群落を形成し.その現存tはまに七大に差し,秋にJL小となった (Fig･4).7月の現存Aは魚卵が付着し

ていたのでbE故である.しかし6月初めの平均現存JLが約10kg/Tttであることから,年間の七大現存土はそ

れ以上に連すると考えられる.

本種の群落内に生育していたその他の海藻の現存Jtは0.ll-087kg/Trtで,掩現存丑に占める割合はほと

んどの場合10%以下であった.主な海藻を Tab)e2に示した｡現存tが多く月度も高かった海藻 は,アナ7

オサ ULtAa〆rLuSd,ケウルシ〆サ Lhm rEJL7'a t'md‡∫.リシリコソ7'.7カ,:NEOdiLseayendoanD.

カL,キ〆サ T'Eh∝〃rJ･uJrErJniLJL5.-ケサキ/コギ少ヒ,:Odo〝L山L''aco'･y'''bJ_斤raであった｡特にE]

本港沿岸では利尻Aを分布のほぼ甫取とする多年生の-ケサキノコギ.)ヒ,:がtも多く生育していた｡

3 生 井

生苑畢床の熱度の観蕪倍巣を TabLe3に示した｡1979年の例ICは.生殖背斜ま6月下旬には小さくて気

胸と区別しにくか.?た｡7月中旬には大きいものは3-5Ⅰ凹であったが.挨ik観蕪でIi雌 ･椎の生殖器床(以

下単に雌 ･椎と略す)とも成熟していなかった｡しかし水温が約18℃に連する7月下旬には約70%,8月上

旬には釣1∝l% の個体に放卵.放緒が払められた｡ 8月下旬には書体上帯が枯死した何件が多く.生殖器床

はほとんど裁っていなかった.1977年 11978年についても同様の伊向がみられ,神官における卵放出は7月

下旬-8月中旬のめ 1カ月間と考えられる｡

ホンダワラ薪の卵放出は-J2的に大#のころとされているが (LNOH,1930;額兼,1968).御崎では中瀬時

でも卵放出が行われていた｡大形の生井畢床の平均長は雌が3.8q.雌が5.OEqqであった｡INOH(1930)に上る

と浅虫の個体では雌が7-lo叶,姓が10-15zEd'で.御崎の個体はこれに比較するとカ～ガの大きさであった｡

一万7シスジモクでは出芽に上る柴兼無策が観察された｡一部の若い個体では板の漫辺が任鐘状を皇する
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ことがあり.その相次の突起が伸長して卵に由来する個件より肉厚な幼件に生長した｡今野 (1978)はヤツ

マクモクSDrgaSS以m紳 3専政tのホンダワラ点{･は,柴*実見が群落推梓に大きく寄与することを報

告している｡木8の8台,兼*無策に上る助体は発芽母体が着生基耳をAFれるときともに光夫することが多

く.成体にまで生長する僻肘1少ないので,群掛1主に有性生井に1ってJE持されていると考えられる｡

4.幼 体 の 生 Ji

玉石に着生していた幼体について,大形のものから上位20個体の平均年長を Flg.Sに示した｡1979年7

TabF･2･Al･stofthecommonalgefound.ntheSLZrgqS∫〟WJEOnf'LSLLmCOmnunltlCS
aLMISak■,fromMaytoNovemberln1978

CHLOROPHYTA

UltkZben LSa

PHAEOPHYTA

RDlj5iGJLmgllom血

DkかゆLe′虫 ditJa血 Lo

Ld heshdLHomz血

SDhoen t′七hiadiLUricaLa

ChD血 ′血伽 LLJfornis
Lh ns血 yld LS

EhncLoriaWfolh

CbLpomenwstn〟osa

Cbtlodesnze)aponzca

LAIn川0†血 )'Ly)onLcavar.ocJzoLensLS

ACaYTLm CnbnszLm irbhzrielLSe

Cbs血I･ZaCOSLQLa

U72血I血p,'nnDhji血 fぬ Lans

CysLose1-TZZhako血 Le72Se

RHODOPHYTA

(詣LuL'LLm Om O舶ii

Jb 血d血 cLゆiI血亡eQ

NeodiLseaye77dbmw

LkIssieL血cnLezaG

anz/JinL7♪tL〟JLlen

TTChocaやzLSCnnlLus

C耶 rllnQ)'LZP n一田
CJzondmsy〃dof

CJl. J)i仰JLJohLS∫JIJ'nnLLlGLw

Ch. ♪1nnZLLahLSi.amzoLus

RhodyTWn由 ♪eTtALSD

Pdmo血 如上moLo

LAmenLqyiohako血Lensis

FWoLO ♪cc/tnab

P ♪ech-1Za血f.liLonLLS

C27ゆy血ゆhon 如 noeoides

LklesseriasemLloLa

AcnsorilLmyendot

Lhgasessflis

Pplysz'phon由 m or和Wif
P. p*olZ血

LpLLre7ZC血 n伽 nlCG

SymLIhyoc血dw Loh'JLSaLLq
Rhodomeb 血m

R. subJiLSCO

OdonLJloLAaCOワmbllen

T･L,I･3.TherertLILtyOrthereproductlYeOrgansOrSEO'(/LLSJLm.

Numberofalgae FemaleNoneyet Egg Noneyel
fertile

17 13 0 4

30 0 15 0
37 19 0 16

14 7 0 7

48 6 16 9

25 1 13 0
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Fig.5. GrowthofJuVentleS.confl′SZLln

EaChpolntonthegraphrepresents

theaVeTEl阜eOf20)ndiyLduals

月26日には平均体長0_3BJqの幼件が*生していた｡その後生長の速い個体で118月上旬ま{･に妨2次底板と

圭に讃Bii缶に毛巣を生じ.8月下旬には策2兼,9月には帯3兼を形成した.11月までに5-7兼を形成し

て269Iに成長し.点初の政美が脱落して主kが明鮫になった｡

天然におけるホソ〆ワラ頬の初期生長に関する租掛1,筆者の知る限り{･11みられない｡室内での生長に

ついては河本 ･吉山 (1968)や青田.西川 (1975)などの報告がある｡後者は,孝一初事に人工鎌首した7

カモクSargass'Lmhor''erlやホ./ダワラ SargassFL'11/uLWJLLL'nは,2カ月間の室内兼成IC約10LZuIこ生

長し,これをさらに外海で兼成するとままでに50-60TI)に生長すると報じている｡これらの蘇具と同掛こ.

本iEの初期生長は成体の生長に比べると♯tIであった｡

一方クL,モナ糸に着生した幼体の生長をみると,1979年7月26Elに巻き付けた糸には13日掛こ,大型のも

の20個件の平均体長で0.41-.8月8日の糸には同じく13日後に0.37A)の幼体が着生していた｡これらの幼

体の生長から,7月26日に採集した王石上の幼体の着生時期を逆事すると,7月中質と考えられる.また8

月21E]の糸に11幼体の書生が全く定められTJ:かったので.卵放出は8月中旬までと考えられる｡これらの接

点は生井告床の横糸に上る卵放出期間の推察拝具と性は-鼓した.

なお付近にはウガノモクCy∫LoSETrahakodnLenszs.アシイトモクSargasSu〝lnJcr∝CrLZL川m,ウミト
ラノオが生育していた｡ しかし次の2つの理由から,ここで内査した幼体の大部分Ilフシスジモクと考えら

れる｡弟 1.ウガノモクは同所に少数生育していた｡本牧の幼体とは卯1次仮世数に相違があるので (猪

F,1949), この段階での区別は可能{･あるが.祝祭した限りでIlウガノモクの幼掛王家められなかった｡第

2,はかのホL/〆ワラ舟は生育坊所が#れていて,個体数も非常に少なかった.

5 波 耗

玉石とクレモナ糸に書生していた幼体の糖度を Table4に示した.1979年9月に採集した玉石には,体長

0.5-5bの幼体が209個体/cmZの高密まで書生していた｡しかしその擾著しく米耗した.着生杏度から横井

した玉石上の幼体の沈耗事は,1978年10月～1979年 2月の約4カ月鳩で80%,1979年9-11月の約2カ月間

で95%であった.またクレモナ糸の甘合.1979年7月26日に巻き付けた糸には,13日後に08個俸/cAが着生

していた｡しかし47日横には0.3何件/4に減耗し,大部分の僧体は動物に被食されて基部が凍っているだけ

であった｡81日後の10月中旬には.幼件の暮生は全くみられなかった｡

中久 (1979)は,ヤツマクモクなどの人工di首は4カ月の室内兼庇で約93%の減耗を生じることがあり.外

海で兼成した坊合には食青年に上る凍耗が事しいと報じている｡玉石に発生したフシスジモクの場合には.

発生初期から動物に上る被食などの影Tを多く受け.また玉石は基質としての安定性も住いの{･. このよう
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T4bl･4 ThedensityoEjuvenlleS.EO"/tLSZLmOnthebouldersandthestrLngS

Peri∝日days) Density

Jut.26-Åug.8.1979 13 0.8′cm

JuL 26-Åug,2l.1979 26 1.4

JuL 26-Sep.ll.1979 47 0,3

Ju1.26-(:kL 15,1979 81 0
Åug.8-Åug.21.1979 13 1,3

Fig･6. Se&son81changeinthencanOrindeJLa/boISEO'r/IE∫ym

88rSLndlCale土 startdarddeviatlon.Bracke15indlCate土95%

conltdenCellnit

な所に書生した幼件は政カ月でほとんど耗耗すると考えられる｡

書kした成掛 t約1年徒の1978年9月に30何件中16個体,1979年9月に50佃作中15個体を回収した｡これ

から書幹個体の年間減耗事はそれぞれ約47%･70%と計井される｡

カジJ(では成体の年間施耗串が約50%で,このことに上って岡一年扱群落が6-7年妊持されている (磐

棉,1971)｡木8Eの群落も主として成体の減耗串が低いことに上って経年維持されていると考えられるけれ

ども,これらの点については拝細な■壷が必要である｡

6. # 命

フシスジモクの8tのJt斬切片を遠視すると,書状の輪帯とヰ広の封7Fが明枚にZL別できる (Flg･2-1)｡暗

帯の&由は明けのh為に比べてやや小形で実相色の色素件を密に有していた.猪野 (1954)は,ホl/〆ワラ

所の年幹状4*Zilt表皮の内側にある皮層の組撒細胞が分裂担鞍となって生じるとしている｡このことから晴

耕壬生兵書であって.Jk外向の牡は長も新しく形成された生長幹と考えられる｡生長始の形成時籾を知るた

めに.2-3本の生長*を持つ個体について,A/b値 (内服で托められるモ外dの生長書と表皮の間FFの

広狭の指書)を求めてその事や変化を Flg.6に示した.この点は5-8月に小さく,9月に長も大きか っ

た.1m 年3月にやや大きい卓を示していたが.これは3未の生長幹を持つ7個体だけの平均であるため

と考えられる｡一方倹AI扱寮によると.内娘ではgR別しにくいけれども,新しい生長特が性とんど衆皮に
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捷して形成されている個体が,主として7-8月の横木に多くみられた｡これらの括巣から,東棟の生長

輪は年に-倒立に夏に形成され 肉眼的には秋にVr幹としてためられるもので,年輪とみなすことができ

る｡

本社の掛ま鐘状のため基実の凹凸によって変形したものが多く.年牡の改み取りは的連な場合が多か っ

た｡年■政と主軸の太さとの関係を丙べるため,1979年9月に平地な益井から約100個体を採集し.年始の

明枚な59個体について特赦 (薪kは不明瞭なものがあったのICH故に含めない) と主軸基部の直径S,計淵し

た｡その冶黒牛特赦の多いもの性ど主軸が太い傾向がみられ (Flg7).一般的に大形の個体であった｡

本社では幼件の書生は7月中旬以降TJ:のIr･.この時点から庖井すると9月に操典した年輪数0本 (新牡は

含めない)の個体は.ほぼ1年を経過した個体と考えられる｡採集した個体の年輪掛1多いもので5-6本

であったので,御Afにおける木8の寿命は6-7年と考えられる｡多年生業封の年始査定において.コ'/7'頼

{･は PARKE(1948).BAARDSETH(1950).KAm(1963),林田 (1977)が.ホンダワラ顔では岡村 (1919).

Yoslm ▲(1960)が茎や収にみられる生長輪を年給とみなしている.フシスジモクでは下生えで生長の妻れ

ていると考えられる個体や,ほかの地域の個体でもその生長幹について検付する必要があると思われる｡

T. リシリコン了の生Tに及ぼすJi事

Pt査地の水深 1-3mの所には広く7シスジモクが実技していた.しかし当地の汲兼寿に上ると過去には

同所で1)シリコ･/ブの生産があったという｡フシスジモクが.)シLIコソプの生書に及ぼす杉■を次の2点に

大別して述べる｡

基質の占払:5-11月に扶兼した全長2-3C■以上のセ件の書生缶まは,50×50ctIの方形枠あたり平均146

個体であった｡これらの個体の板の付着面の直径から基実を占払している両群を横井したところ.同方形枠

あたり平均62cm2IC･,枠面Stの約2.5%を占払しているにすぎなかった｡一方9-11月にJI査した玉石上の幼

休は4-209個体/cmlの高缶度で着生していた｡したがって未4は軟に著しく益井を占拠する韻合があると

考えられる.10-12月Itl)ンリコ-/プの逝夫子放出のJL盛期で (新原ら,1980),この時期に禾8が基井を占

拠していることは叢束子着生のhげになると思われる｡また幼体がかこ着生していろ所には砂が滞留してい
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た｡砂は海集の生育に大きな形■を与えるので (今野,1979),コ･/プの遊走子の着生や配偶体 ･幼体の生

育が妨げられると考えられる｡

成体の兼茂 :現存tの内壬の点,群落内に生育していたリシリコンブlま&度が35%,平均現存JLが28g/TTf

であった｡しかし1個体のJl暮は平均2.3gで.ほとんどの角錐が康小な1年8コ./ブであった｡ リシt)コ

ンプの初期幼体の生長には高風鹿がt必要とされてお り(ホH.1975),金子 ･新京 (1977)は本社の群落内

の基文面付近では凧LEが低下するので,配向休Aq･-息子体初期のコ./プの生掛 i掛こ形fを受けると考えて

いる.また半閉鎖的水Jfでは77モZosterJlmQrinaの朱茂と柴暮塩類の消長に逆相関がためられてい る

(IMAJetaL1950)｡したがって帝人した潮通しの若い所で木dlが兼茂すると,達# (1911)が指摘してい

るように海水比和が助げられてコソ7'の生長が阻害されると考えられる｡

利尻Aではコソプql片肘熊として.主に初夏にホ･/yワラ荊の*刈り.軟に岩砧煉破.軟一冬にチエ- -/

振り(利尻水相,1979).冬に或金を使用した秋冷段を行っている.なお★刈りでは許体基缶が透るため,翌

年は再び先議することになる (木下.1952)｡コンプの着生基方面の拡大を国るためには,ホ'/{ワラ薪が

兼茂し始める寺一初王に刈り扱って兼弟を抑制するとともに,コ./ブの逝束子放出の最盛期直前に,幼体と

基布の残っていろ成体を除去することが効果的ICあろうと考える.,

しかし御崎のフシス･}キク群掛t,片山 (1963)の海洋五秒の法PlJ性から判断すると.jZE砂の凍相にある

と考えられる｡また木81ま波動の比故的弱い内湾性の所に生育する頼向があ る (佐々田ら.1975;斉#.

1980).一方コl/ブ穀は比故的鞍肋の強い所IC良く生長する仰向があるので (船野･阿軌 1973).成井除帝

の効果がコソ7'の増井に志操反映しない4合もあると考えられる｡このため海集群落の形成鞍耕に的する投

合的研究が必要とされる.

要 約

利尻島御崎において1977-1979年に.1)シリコノブと虎争関係にあるフシスジモクの生瀬をPI査した｡

1. gE体の生長は9-2月は軽やかであった｡水温の上井とともに急速rC伸長し,7月に全長約2Cb で

最長に差し成熟した.その後主掛王基部を耗して枯死脱落した｡

2. 年間の七大現存Jt(是正t)は7月に10kdTTI以上に3!する｡下Jl群落 にはアナアオサ,ケウルシ〆

す,リシリコン7',アカ′.'.ヵレキクす.ハケサキノコギリヒノくが多かった. リシリコー/プの平均JiJEは

23gで.ほとんどが演小な1年目コソ7'{･あった｡

3. 卵放出期間は7月下旬～8月中旬{･あったo幼体の生長はさやか{･,有生から約4カ月牧の体長は

269mであった｡板には出芽による栄兼兼兼が観察された｡

4.玉石に着生していた幼体は9月に209個体/cmZの高津辞であったが,その後著しく減耗した｡iF鼓し
た成件の年間減耗串は47-70%であった｡

5. 枚にみられた生長kは年書とみなすことができ,これから事体の対命は6-7年と推察した｡

6 本aの繋茂がリシリコンブの生育に及ぼす形Vについて考書を行った｡
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網走湖産ヤマ トシジ ミG'rblczLlaja♪o'zica PRtMEの生長

宇 藤 均

(北海道立約束水産鼓早場)

Growthofthebrackish･waterbivalve,(詣rbtcula

japo'zicaPRIME,inLakeAbashiri

tlitoshiUTOH

(HokioidoAbLTSJ)IrlFISherlESEェPenllJenLaLStation)

TnLhLSP叩er,grOヽVLhortheclarninLakeAbzIShlrlWasStudledbymeansortheshellrezld-

1ngTneLhod TheresullsweresummarLtedasEoHows

l)Theconcentriccir亡Ul&rrcstlng之OneSWererecognizedonthesurfaceoItheshel一.Theresト

ing zoneappearslobeFormedonceinayear.durlngtheseasonfTomNoyembertoMay.lrreSPC

ctlYeOrSizeOftheshelJ

2) TheahernaLeformationoTthetransILJCerLLandopaquelayersLntheprismaticlayerWas

FoundonthetransverseSeCttOnOfthesheH TheresLLngZOneSWereSLtuALedontheeachcor-

respondlngtrZLnStUCenLLayerorlt'souteredge Thealternat10nOIeachlayer･S8rmuallycyclic

andtheopaquelayerappearstOCorrespondtothegrowthortheshelL

3) Thelrequ亡nCydIS(ributLOnOEthelengthorlh亡(汀StrestingzonewasaIlttledlfler印tlrl

om Lhatortheshel日亡r唱thoEO◆agtdclam_

4) ThegTOWthoftheshellLndlrferenLyearClSSSeSWeredlfEerenteachother.ThlSdlff･

er印Ce叩pearStObecausedbyacceleratLnggrowthratedungtherecentLhretOrfouryears

5) Thegro､vLhoftheshelloEbothsexeswerenotdlrferenHachother

6) ThegrowthoflhesheHcommencedinM8y,andwasrilpldinthesummerseasons After

thisseason.thegradualgrowthconLlnuedljntlLOctober.butlnthewlnterSeasonstheGrowthwas

lessornegllglble

緒 論

ヤマトシジミは主に河口や汽水域に生息し,古くから内水面弛兼の立要な対象魚となっている｡このため.

その生理 ･生態にも関心が寄せられ 裁つかの報告が出されている (木下ほか.1939;朝比奈,1941,谷田

ほか.1952;加瀬林ほか.1969.石田ほか,1971,FtJJl,1979)｡ しかし,生長に関する搬告は少い｡FuJl

(1957)が十三番産ヤマトシジミの生長について.某氏採集に上るセXの政変分布から報告しているが,辛

的形井を用いて生長の検肘をした研究は見当たらない｡

月顔の年給形井については ORTON(1926),諌早 (1933)らに上って穀蓑に現われる同心円状のH故が周

期的な生長記号であることが括満されて以来,この半枚に基いた生長の検討が行われてきた (山本ほれ

1956;九枚か,1967;簾井ほか,1970;KATO.1975;市来,1980)｡また.連鹿採集法による殻長文は叙高

搬文番号 AIO3(1980年11月14日受理)
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L._⊥･.__エー.｣｣._｣LJ
Fig.1TheloczLLIOnOfLakeAbashLrlandthesEatIOnfrom

whlChtheclamsWeTeco一lected(1).

の瀕妊分布を用いた生長の坂村が行われている｡しかし.この串合資料が充分多Aで全年抜群を包含する等

の集件が必事である (久保ほか,1977)｡また,7サiIのように高齢群の淑長分布が互いに大きくJlなり合う

書合は.資長月度分布に上る年R群の分Jrが不可能な場合も報告されている (山木ほか,1956).従って,

年齢形質とそれを用いた生長の検討は王事な群居となっている｡

北海道立JI尭水産Rtk書では.荊走#産ヤ17 I.シ･)ミの栗源fb憩をglらかにすべく■蓋を失Jfしており.

年齢と生長に関する括Jtのl掛 土民に*告されている (九ほか.1977)｡しかし.そこでllNr枚の特故や形成

時期に関する拝しいt*肘はなされなかった.本鞍告では,これらの点に検肘を加えると共に.生長について

検討した結果を報告する｡

本給に入るに先立ち,本研究の横合を与えられた西内走漁業協同抱合並びにir本媒集に御協力頂いた渡辺

JY夫氏に感榔する｡

材料及び方法

iI圭は1978年5月より1980年6月までの淑W.軸の魚水期間 (12月～4月)を除きほぼ1ケ月毎に行われ

た｡7I立地点はR走湖北岸の糊口寄り的 lhの水疎1-3mの所{･ある (Flg･1)｡採集には漁業者が使用

している採集A (俗称ジョt/./)を用いた｡ジヲレンは特60cJlで.幼･推月の脱落を防ぐために日合5■■の

金ALI't装着された.群書は生のまま満足に供された｡尚,伽 の判別は生耗兼の外親に上って行われた｡清

美は外見上淡yE白色を皇し.卵兼は民黒色を星するため内K*の外我に上り容易に両者を判別することが出

兼た｡貝殻書手の1掛1切片農牧蕪に供された.貝殻を九本軌村境込村瀬にて包埋し.耳石カッターにて切
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斬後砥石に上って研#して薄挨切片を作成して実休航敢鏡によって俄然した｡

結 果

l 特故の特故と形成時抑

網走湖産ヤー1トシジミの取喪にみられる輸故を模式的に示した (Fl居.2).穀兼には兼撮色もしくは茶鴇

色の地に*78色或いは熊色の幹故がみられる｡ しかし.このような純株掛 1必ずしも全ての個体にみられる

ものではない｡奴長201-以下の個体には不鮮明なものが数多くみられる.また.大里角錐の鴇合殻麦全件が

黒褐色を重し.耗撲掛 土殆んど悦余されない.一九 この上うな特技のほかに他のA薪に放いて一般に年齢

形質として用いられている段差状の書抜も観♯される (Fig･2)｡この幹掛11缶の大型個体の奴月叔都で

不鮮明なのを除くと全ての個体に税鼓される.そこで,この特技の形成時期を■ベ,年斡形井として使用し

得るか香かを検対した｡

奴長と最終幹紋の大きさとの轟 (S･t.-Li:Fig･2)を軸定し.その手節的変化を粥べた (F鳩 3)｡輸放形

成後まもない時掛ここの依 (S･L-Li)は点も小さくfL:る｡成且と未成只の相違を考成し,一応世良20n以上

の大型群と20p未済の小型fFに分けてqべた｡いずれの群に於いても,SL-Llの価が低下するのは10月から

6月にかけての1期間に限られている.6月以騰値は徐々に増大し10月に七大とな.)ている.

次に.この輸故春分の奴の★為をその切片食から牧蕪した (P)ate.I)｡月政柄面の梗蛙JIには半透明な月

Fig･2.MethodsormeasurementoEannualr.ngs

onsurfaceortheshell. rL.theNo o【

AnnualrLng,LL:thelengthoranntJalrlng.

S.L.:shelllength
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0,≧ 20mmlnShelllength

● < 20mmlnShcHlength

TAbJ●L MonthlychangesLnratlOO†indlYldualsEoTmingtranslucent

layer(IL)andopaquelayer(o))aHheprlSmatlClayerOT

shellm8rgLrtNumeralsinpareJlthesindicateperceJllage.

Date Aged2&3 AgedS&6
Ll o.I Ll o.1

Mayl8.1978 0(0) 4(loo) 0( 0) 5(100)

June29 0(0) 5(100) 0( 0) 5(100)

July20 3(60) 2(40) 2(40) 3(60)

September4 I(100) 0(0) 3(75) 1(25)

September26 1(100) 0( 0) 3(100) 0(0)
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lnthesJlmpLeOf&gcdl◆.I-10●cIamSand

she‖l印gthoIJLgedO◆cLArn(B)

(translucent)ayer以T透明JIと乾す)と不透明なJr(opaqueLayer以下不透明Jrと記す)が交互に配列

している(PlateI.FIE 1)｡透明有のうち苦胎部分,すなわち穀頂に上り近い恭分に任せする2-3Jlの帖

は著しく集いが.それ以隼のJq(高的細分){･はかなりの特を持ったものとなっている｡先にふれた段差状

の拾政敵ミ穀の苦B部分{･は透明Jrに.高齢部分では透明Jの周Jk勧こ位■している｡このようTz:凍鍾Jrに

みられるJr状構造の形成時期をZqベるため,斡放救2-3本の苦h只と5-6本の高f3月について,月食局

Ji都のiI毛の季節的変化を挨肘した｡着払A,高齢久井に5月にはtかながら不透明層の形成が挽祭される

(Plate】,FI昔S.2.3)｡6月には両者共に不適明Jlの形成が進んでおり.虫の周染部には依然として不透明

Jが観察される｡若齢尺では7月以降遠田Jrの形成が窄められる個体も出現するが,観察個体の多くで不透

明月の形成がみられる (PlateI.F岬S･4,6).一方.高齢只では7月以降透明Jiの形成が認められるように
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1971

1972

日E耐

り岩W

1975

日とn6

19T7

1978

4716 10910158ll19.22.02101922.7L821.1i.8262L82&SL4303 1.6 3

5113 107ll1571518.31220.2L322.314215 1.327.51429615 11

5514 11716151161781520115229ll262 I.428516 82

6719 11215119161851421713256152801.6 45

6817 112 181621620612254ll28312

5016 10.61816.717232ll26515

5016 113201972424420
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1975yeArEt▲事S
.V=40
● し ■

〟-5it●- ■ L-
N芦33
～ L'

-一一一･一一●Ly

●･.一一●･一･･一●1､
ll lH rV ltl rVY
Age Age

F:i9.6.ChangeslrtmeanlengthofeachannuLus(LL)

○ftwoytarC一assesdtJrLnglatethreeyears

(rron May.1978LOJuJle,1980).

T･山 3.ChangesintheratLOOrSheIHerlgthlnCrtmenlohheprecedlng
yeartOthatorAyearforeachyear亡LzISSCALculaLedFrom the

lengthoEeachannulus(TiLble2)

YearYeardass 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979

1970

1971

1972

1973

1974

1975

1976

1977 I.28 0.68

なる(PlateI.Figs･5,7).換鋲括巣に基き貝殻周故8E:に遠明Jの艶められる個体と不透明居の聡められる

個体の比率をTablelに示した｡若齢jlでは10月でも半掛こ不透明Blが認められるのに対し.高齢只では9

月以降には大部分の月に透明■が形成されている｡

次に,1979年に発生した稚只の奴長鼠戊を閃べた (Flg･4-a)｡札 1977年と1978年には推且の先生が殆ん

どためられなかった.そのため椎貝と他の年齢群とは,その世長鼠戊から容Gに区別された.推且の虫長池

成分布は8月から翌年6月までの期間で大きな変化を示さない｡すなわち.せ長1-94の閲に分布するが

セ長2-3bに大きなモードがみられ せ長の小さなdに片寄った分布を示している.

他の年齢群の穀長に乾められる第 1●蚊長の丸皮をFig･4-Aに示した.これと6月の種jlの奴長取成

(Fig.JLB)とを比較するとモIrの位tが若干Aなり,それに伴って放長1-3JLの間の貞雄に差がみら

れるが.分布の型と葡掛iほぼ類似している｡
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F;917.Walford'sgrzlphsfortheLengthofTn_1(LrL十1)agalnStrh(LrL)
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A groupA (1970Lo1972yearclasses)

B groupB (1973to1975yearclasses)

C groupC (1976to1978yearclasses)
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2 生 &

上述の結果から故穀にみられる段差状の幹紋が年的形耳として使用し得ると考え.輪枚数によって各個体

の年齢を推定した｡尚,氏に述べたように第 1特技長の凪庇は生活妨l年目の椎貝の奴Ji丸皮と若干異なっ

ていたが.ここでは妨 lk収を生活妨 1年Fに形成されるとみなした｡

1980年6月に採集された棟木を各年級に分け,各々について第1や蚊からJirこね放長の平均値を求めて生

長を内べた (Table2.FIE5)｡各年鎖群間で年鈴に伴う生Jt速度の変化の仕方に大きな用達が定められる｡

すなわち,1970-72年抜群の場合.年始が叢むに従って生長速まの低下が悪められるが.4-6幹日を塊と

して生長速射 土上昇している｡これに対し,1973年以降の年抜群で11殆んと直魚に近い生長を示している.

各幹放長を年収群間で比較すると (F)g･5中破線で輸ぷ),妨1冷奴を除く各幹蚊で 上り若的な2-4年抜

群の示す点の間に右上がりの朗凪 すなわち若F5群漫大きな値を示すといった関係が乾められる.この現魚

は級に考糸する1うにLet現象に柄似している｡そこで.1975,76年の両年ja群について1978-80年の5月

Ì.7･2'); ''Ll-I-～.ノ 二

(I).Jl'U,l〓q
S

2 1 6 8 1t)
Ate

F･9･8 TherelaL10n(〉rSheHlengthtoage.

T-bl･4 CompallSOnOEmeart(言)andi(andarddevi8L10n

(q)OEthelengthofeactlannulusbetweenmale

andfernaleclamsoE1972yearclasscollectedin

June,1980

An nulus Male'文 oL Female'真 q

L. 5.79 1.31 5.39 1,53

Lz ll.88 1,40 ll.55 1.74

L, 15,26 1.34 14.87 1.85

L. 17,96 1.39 17.67 I.6l

Ll 20.55 1.49 20,21 1.42

し 23,09 1.49 22.71 1_33

し 26.46 1.43 25.83 1.32

し 28.91 1.54 28.06 1.45
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に扶集されたiF手を用いて各k蚊長の変化をIべた (Flg･6).両年抜群の各持放長に年Rlこ拝うセ長の低

下はためられない.

次に,各年巌群かこ生長速度の変化を姓年的にみると.1970-72年抜群に改められた生長速度の上井が共

に1976,77年を兼に生じていることが判る(Flg.5)｡また各+蚊長に記められた右上がりの舶俵は.各年抜群

の1m 年以拝の生&奇分に対応している.そこで.各年抜群毎に Table2から前年の生長JLに対するその年

の生長tの比(慧 吉 誓 )を- ,生長朗 の- 靴 をれべた (TAb･e3)｡1970-74年の各- - 場
令.-且 1以下の値を示し生長速度の低下が汲められるが,いずれも1975.76年を卿こ1978年までの3,4

年rilfil前後の4は示すようになり,生長速度が前年とほぼ同じかこれを上回わっていることを示している｡

1975年以杜の年抜群の場合1978年までl以上の能を示しており,このPZI生長速度が上昇している｡また1979

年には1978年抜群を除いた全ての年抜群に生長菟&の低下が認められる｡

このようPこ生長に年変動がみられ,年依間で生長に大きな相違がみられる鴇合,これらを一括して平均的

な生長曲投を措くことは困JEである｡そこで,便宜的ではあるが各Jt耕似した生長曲簾を示す年簸群.すな
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1978 MonLhLtdye■r 1979

F.g10 MonthlychanBts'nLhtmeanshelHengthof

eachagegroup

わも1970-72年 (A群).73-75年顔 (B軒),76-78年扱 くC群)の3グルーブについてVonBcrtJILRnEly

の生長式を求めた｡各冷奴形成時の殻長 (Table2)を用いて各群の定豊国を措いた (Flg7).A群の場合

1本の鼓&をjt用するには恵理があり,2本の折集を着用するのが妥当と考えた｡ここでは各点の位tから

みて.点 (L暮.L.)以下の範分と点 (Ll,14)以上の部分に分け,それぞれの回特恵ikを求めた｡いずれの車
扱もほぼ各点に話合している｡2本の直汝の伊斜の差はかなり大きい｡a.C群ではいずれも1本の鮭漁に

ほぼ差合している｡これらの砿線式から生長式を求めると次のようになる.

A群 SL18-3lTPJJ下 p-255(1-e-｡" (L-OI的))

SL183-以上 不言合

B群 p-58.0(1-e-A.ql(̀ -Ld))

C群 p-47.2(lle-"'(̀ -&･'))

これに上り生長曲線を描くとF.g･8のようになる｡ただA群のgB合Fig.7に示された2本の直線の中,皮

(Ll.Ls)以上の点にji合した芭Jl部分ではVonBertalanEfyの生長式は話合しなかった｡この2志操の策

界点であるS･L183-が上武から年始にJtTすると4栽 (弟4姶形成時)となるので.FIS.8には4歳まで

を上式で,4歳以降を令書枚jtの実irdi(Tab)C2)で示した｡

次に.模本政の多い1972年抜群について徒地間で生長の比較を行った (Table4)｡雌堆間で各指紋長に

大きな相違11乾められない｡そこで雌姓を区別せず.各輪紋長組成を内べた (F.g.9)｡弟8輪を除く各捨

蚊長の凪庇にLiや 1のモードがみられ 年始の進行に伴ってモードが移行している点は一奴的な年始と輪蚊

長の且庇との粥孫とよく一女している｡
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次に.1978年5月から1979年9月p期間に採集された各月の林木を用いて,各年船群掛こ平均穀長を求め･

その事井的変化を■べた (T&b)e5,Fig･10)｡5月から8月堺にかけて大きな生長がみられ,10月から5

月の期間の生長ははばfF7Fしている｡41も以上の高扮月の生長は若R且と比較して上り早い時期から並ttと

なる併向がみられる｡
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考 察

1年齢形井の牧村

一般に且頬の生長を珂べる場合,貝殻の大きさの用度分布を用いる方法と貝殻に刻まれた年齢形質を用い

る方法がある.古川 (1953)はセタシジミ(CorblCu/aSG17dalREIW )の殻安にみられる的故が牛

k形文として有効であるとしている｡FtJJI(1957)は十三キ産ヤマトシジミの生長を粥べ,穀喪のH政が不
鮮明であることを持放し,セPQIの何度分布を用いて生長の推定を行っている｡

JFI麦糊産ヤマトシジミの較兼には古川の持続した肯蚊と同様な魚得色の特技がみられる. しかし.この肯

掛 1不Jf明で投棄されない僻体も数多くみられることから.年h形井として攻上げろには不着当と考えた｡

一九 この他に段差状の輪故が観察された｡この*蚊は殆んど全ての個体に認められた. また.この■蚊の

形成時朋を知るべく蔽長と鹿拝*杖長の鼻の季節的変化を7qべた括射 1,この善が10月から6月の期間に低

下することを示していた｡冬期間の資料が欠けていたが,この期間には穀の生長が殆んどみられない点を考

L&すると,この解放は1年に1度冬から春にかけて形成されるものと考えられる｡

林 (1955),KATO(1975)はウバガイ S♪tSuLLLSaEん王LJnen∫lS (Sm ENCJ()の康桂馴こ不適y]lL:眉と実

妹h薪瓜の羊透明なJFが交互に配列し.後者がせ表にみられる年書と対応しているのを観察している｡本研

究濃集でも同様な耕毛がみられ,先に示した段差状の指紋と対応していた｡また.鞍鼻辺部の1-毛を孝JE的

にqべた抵卦 1,不透明JVは若h見.7GB又のいずれにおいても5月甲から形成され始め,若R月では晩秋

まで.高輸Aでは夏までの期間に形成されることを示唆している｡これらはいずれも殻の生長の著しい時JZI

とはぼ一女している｡一九 逮明月は書的且では主に冬期間に.商船只{･はまもしくは軟から冬JZI間をjBじ

て形成されることが示唆され いずれも蚊の生長が拝滞或いはJitIな時期と一致している.A (1981)に上

ると網走湖産ヤマトシジミは耕3年以上,せ長151町以上IC･皮具になるという｡従って.搭乗で区分した高齢

只は成只に.若齢只は主に兼成只に相当するとみなし得る.本朝産ヤ･7トシジミの産卵期は夏であり (九.

1981),成只で透明FFの形成が始まる時期と一致している.また,形成される透明JIの柵が成又と未成只の間

で相違することが示唆される｡これらの冶兼は本社の凄蛙骨にみられる月次辞去の交代及びこれと対応した

絵故の形成が.やの生長や産卵と云った且の周Aq的な生理 ･生慮上の変化と関連していることを示唆してい

ら.従ってや薮にみられる段差状の頼政I1年k形耳として使用し得るものと考えられる｡

ところで,年R形実を用いて生長を倹肘する鴇合.弟 lb蚊の形成時期を知ることが王事{･ある｡本研究

の椎貝I壬は1977,78の両年に推且の発生が殆んとみられなかったため葎めて限られたものとなり.これを

明らかにすることは出来なかった｡第 11i蚊長扱成と生活妨 l年月の推只のか長粗放との糊には若干の相違

も認められており.界 1幹故の形成時期については今後坂村を正ねる必要があろう.

2 生 長

結果に示されたように,Nr放長から求められた生長に各年抜群の間で大きな相違が改められた｡魚柄では

高齢魚の輔の洲定拙菜から逆井された体長が若齢魚のずからの推定体長や突沸値と比世して小さくなる.節

謂Lee現象が知られている (久保仕か,1957).書近,ZF井はか (1970)がマタカLVoLohaL'oLLSglganLEa

に.小鳥たか (1卯7)及び市来 (1980)等がクp7ワt='HqLlQLlJdtscu に Lee現象を盗めていろ｡本在

においても名特技長を年収群の間で比較した鹿央,Lee現生に類似した現生が究められた｡しかし.同一年

抜群の片故長を岳年的に■べた抵九 年抜群間に乾められたような変化はみられなかった｡従ってk故長に

監められた年旗群間の相違はLeC現象に1って生じたものとは考えJLい｡この相違は各年抜群の生長の相違

を示しているものと考えられる｡

生長速度の経年変化を榊べた結果,高JaAでは1975.76年駒を卿こ生長連床が上昇していることが示され

た｡また1975年以後の年放群の生長は高齢Aのそれと異なり,若齢時に生長速度の低下がみられず,逆に上

昇していた｡このように上述した時期を掛こ生長速度に変化が生じており.各年抜群間の生長の相違はこれ

に屯田して生じたものと考えられる｡また生長速度の変化は各年抜群に共通して乾められ これが生活粂件
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の変化と閑適して生じていることを示酸している｡

年収群間で生長に大きな相違が沈められたため館宜的に3つの群に分けてVonBert8】anllyの生長式を当

てはめてみた.A群 (1970-72年故)の41台以後の生長にはこの式は為合しなかった｡B群 (1973--75年扱)

とC群 (1976-78年放)では.走皇国{･共に1本の互換が者合し,それから井出されたJL大や長は各々58_0

■ 47.2-であった.これまでに知られている*初産ヤマ トシジ ミの8大鼓長は約45■■(九枚か.1977)で

あり.C群の掛lr王は'妥当な大きさであるがB群の値はかなり大きくなっている｡
朝比奈 (1941)は美学戦塵ヤマトシジミについて.生活第 1年巨の冬までにセ長7-1lb,第2年EIに20

-22J)に生長し.射3年Elには25■以上に連すると述べている｡また.FuJl(1957)は十三渦塵ヤマトシジ

ミ{･ほ浦 1年IC奴耗約9m.2年で約15的.3年で約21Jnに連すると述べている｡本研究招集をこれらと比

故すると.A及びJ3群の生長はいずれの報告括柴よりも劣っているが.C群はFuJIの括巣とはば同様な生長

を示している.

以上のように.本研究括菜で示されたJI麦荷重十7トシジミの生長にはJL近政年間に大きな変化が示酸さ

れたが.これが一時的な現象であるのか香か,またその片田に関する倹肘は今按に流された大きな茶席であ

る｡

要 約

的乗鞍jtヤマトシジミの生長について,1978年から1980年6月の期間にJI丑を実施し.以下に示す括果せ

件た.

1. か兼にためられる及茎状の■政は年に1&,冬から書にかけて形成される.

2 奴の捷捷Jeの凍斬切片には半着明なJlと不透明なJiが交互に配列し.上取捨i如ま前者及びその周拝都

に位tする｡この半透明なかi若齢只では主に冬期間に,7th只{･は秋及び冬Jq間に形成される,他のJZl間

には不透明Rが形成される｡

3. 但東にためられる妨1幹枚のk政長凪戊は.尭生後約10ケ月を丘た0年只の穀長泉戌と若干用達して

いる｡

4. 各七枚長から求めらた生tには著しい年変動がみられ その結果各年抜群rFllで生長に大きな集が生じ

ている｡特に1975.76年gtをgtとしたJt近衣年間に改められる生長速#･の上昇が注目される｡

5. Jfヰ間に大きな生長の基は托められない｡

6 生長は主に春から王になされ.冬期間は伊井する｡
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PhoLomLCrOgraPhsor(ransver5eSeCtIOnOEtheshellsofCorb'culaJaf･onLCaCOllected From
L令keAbashlrLIll1978

Fig l･ThesecLIOnOrtheshel一oraged5'cl8mCOIlected川 September ThealLernateformatL-

onofthetranslucent(Ll)andopzLque(ol)lay亡rS.ntheF"SmatlClayerlSObserved.The

r.rstthreeLranslucerILlayersareyerynarrow butEourlhandElfLhoEthem 且reWlde

TheresL川gZOr･eS(arrow)aresltuatedonthee8ChcorrespondlngtranslucentLayersor

thelTOuteredges )く56

FlgS･2to7showlngtheyleWOftheshel一margln

ど,g･2 Fromaged2◆clam,lnMay.TheEormal10nOfopaquelayerJusthasbegun. ×20

F.g3 From aged4◆clam,lnMay TheformatlOnOEopaquelayerJusthasbegun. x20

F･g4 Frornaged3clam,inJuly TherormaL■onofopaquelayeTCOntlnueS X20

F･g5 Fromaged5clam.LnJuly Theformat10nOftranslucentlayerhasbegun X20

Flg6･Fromaged3◆clam,lnOctober Theformatl0nOfopaquelayerCOJltinues x20

FLg7 From agedS◆clam,HIOctober ThefoTmatiorLOrtranslucent一ayercontlnueS X20
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網走湖産ヤマ トシジ ミ CorblCzLla JaPonlCa PRuE の生碓周期

九 邦 義

(北海並立Jq兼水産妖艶萌)

Reproductive cycle of the brackish-water bivalve,

G'rbicuLa Japomca,in Lake Abashiri.

KuniyoshiMARU

(HohlaLdoAboJJzirIFLSherleSEェfhErlme71LA/SLLtLILoll)

CorblcuLLZJDPonlCOISAPrlnCIPalbrilCkLSh-waterblYalvecornmeTe柑=yharvestedlnJ叩an

Tnthepresentstudy.hlSLologlC810bseIYatLOnSW亡Temadeto delcT-lT)lnetheTeprOductlVeCycle

artdbLOLogLCalmlnlmumSi王eOfthLSSPECIES ThematenalswerecollecLedfrom LakeAbashLrl,

rN)rLhe耶Ltrrtp8rLoEHokkaldo.atamonth)ylnterVaHrom May1978LoDecember1979.

Theresultsobtalnedareasro日ows:

L Thedeve)opmenLaLprocessohhegermceHswascL的SLlledlntOfo=owinss亡Ver81stages

respcetIVely FernALegerm cells.(1)oogonlumStage.(2)earlyoocytestage.(3)yolklessstage,(4)

earlyyolk･rormz)L10nStage.(5)lateyolk･romal10nStageand(6)mElLuraLIOnStage MalegermceHs

(I)spcrmatogonium stage,(2)prlmarySPCrmaIOCyteStage.(3)secondaryspermatocytestage.(4)

speTmZLtldstageand(5)spermatozoonstage.

2 0n一hebasisolcylologkaLcharaCteTLSllCSinthedevelopmentofSerm eel)S,themahJra･

tLOnalprocessesoTthegorladwereclzLSSLILedlnLO(1)undllE亡rentLatedstage,(2)restingstage,(3)

earlygrowLngStage,(4日ategrowLngStage.(5)mzLtuTlngStage,(6)bTeediTtgStageand(7)spent

stage

3 From thehlStO)oglCalobseEVattOnS.SeasonalchangeslngonaddevelopmcntzLTeSummarized

asfoL)O､Vs Female resLlngStage,September.MiLy;CarlygrowlngStage.MzLy▲ndOcLOber-Decern･

b亡T,lategrowingandm8LuTLngStage,June.bretd川BStage.July-September.spentst8cc,Septem-

ber Male r亡Stlng.September-May;earlygrowlng8ndlategrown)gStage,May･JunezLndOcto･

ber･MElrCh,mattJrlngSLA尽E,June･July;brtedlngStJLge,July･Stptember,speJltStage.September.

4 SexualdlfrelenL柑tLO爪btganatashelllenSLhoI10mmandmostirLdividualsreachedTlrSt

m8LurLlyat15mmlnShelHengLhaftertheLapseofthreeyearsslnCetheywerehatched.

TheblOloglCalmlnimunsIZeSObservedweresheLHenBLhorlO5mmlnfemaleand143mm Ln

nlJle

ヤマ トシジ ミCorblELFLajLZタoガtCaPTt【MEは日本全域.朝鮮,拝太に分布するL)二枚只で.主として河
｡や汽水域に生息し.古くより*用に供せられて来た内水面弘美でのJlft{･ある｡

未8の生殖周期に押しては.JR走の書牢#産のものについて,木下 ･鼓谷J)が内Jt森の外部観か こもとづ

き.また,朝比奈')が凪推挙的悦蕪に上り.それぞれ報告している.しかし,卵及び清子形成ia掛こもとづい

報文前号 AIO4(1980年11月14El受理)
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て,生殖典の成熟過程を季節的に研究した報告は月当らない｡ヤマ ト./)ミの生物学的慮小形と産卵に加わ

る年令及び生殖巣の成熟過程の杷掛 ま.本社の増舟と資源管理対策の基挺賢料として,纏めて正賓である｡

このような椀点から.者着は粥兼河鹿ヤマ ト./ジミの卵及び捕干形成34ををもとにして,碓蛙個体群の性

成棚 畳を明らかにしたので,報告する｡

報告に先立ち.妖科採収に焦宜を与えられた西R束漁兼協同抱合に謝意を喪するとともに.R科挨収に終

始協力頂いた同抱合aE2ZJT夫氏に漂alする｡

材 料 と 方 法

材料は,1978年5月より1979年12月までの間に加東群で採暮され.手斧一)が用いた駄科とはPl'同様である｡

なお,1979年3月の洪科は,冬期湖面が冶来し採兼が田Jlなため.iylに拭いている網走川から得たものであ

る｡筑科はプアソ練で固定後.内書AのJ}汝奇より且鞍片を満出し,遺骨の方鼓に従い, lfさ5-8F.のJi

ラフィ./切片とし,へマ トキシリソ･エオシソの二五染色を行い親祭した.この他,卵文の観察にはカルノ

ア液固定.PAS反応に上る多糖類の検出な行 うとともに. ホルマリ./･カルシウム萩固定に上るカーボワ

ックス包唖法に上り,ス〆/D,ナイル7'ルーの各染色を施し,洞賞の検出を行った｡

結 果

1生 井 周 期

ヤマ トシジ ミは催推異体')で,穀をMくと成体では内Jt事の鎌倉が姓は洗米白色.掛 ま卵の細胞耳のBB分

と退化卵の浅坂が沃顔色のため全件としてBE無色となっており, この違いに上り容易に1堆J#を判BtI出来る｡

且 卵及び純子の形成過握

り 卵 形 成

卵形成ia盤を次の6期に区分した｡

I) 卵原細泊期 :卵粛叔胞は円形ないしは楕円形に近く.lG僅6-7lAの接とそれを田tl薄い舟為栗から

なり.単独又は小耳をなして生井上丘に埋って周年Zaめられる｡楼内には 1佃の亡と網目状の染色糸がみら

れる (Plale1.Flg･1)｡

2) 初期卵母&由朋 :卵原瀬由が成長すると,横内でみられた仁が消失し,染色糸が核の-康に*まク,

太い紐状となり,第一次卵母細為となる (PlateT,Fig･2).その律.染色糸は核内に虹が り.核膜近くに

再び亡が出現する (PlaleI,Flg･3)｡ この期の細胞11梼円形で,大きさ10-12I･で.但径6-8J▲×長径

8-11J▲の核と.これを取EElむ薄い細胞耳よりなり.核内にはil珪IJ▲の亡を有する｡

3)魚卵東湖 :卵母細胞は前期の細胞より大きく.形は大きな按と亡を有し.細胞耳は少ない (Pl8LeI,

FLg,4).&由ftはへ17トキシリt/qi肝性で,成長するにつれて,&泊質の先箱掛 1次第に小暮丘へ突出する

上うになる｡月見の大きさは20-SOX18-25J･P,横径8-18J..亡は直径5-6JA{･ある｡

Ll) gFI兼形成前期 :この期の卵母細鹿は生殖上皮につながっている細胞質の革分が広く,小1度へ突出し

た先端執 ま次弟に細くなる｡生策上皮に近い細胞耳はェオシソ肝性,PAS陰性の卵乗切粒が現われる(Plate

I,Flg.5)｡それらに介在してス〆ソm染色では赤色.ナイルブルー染色では書搬色を畠する油津満が罷め

られる上うになる｡卵母加地の大きさは28-50×18-一らp,俵径15-25ノー.亡は直径5-8J.である｡

5) gFI黄形成後月 :卵母細掛 1さらに伸長し.大きさ61-89×30-48J･.嶺怪18-35IL,亡は直径8-9I･

になるとともに.卵柄恥 王次第に&くなり.辞典形を呈する｡卵兼覇粒及び油津清は細胞車全体に拡がる

(PhLteI,FIgS6,7).

6)成熟期 :卵母&月割王卵柄部の生兼上皮frから分片し球形rこ近くTL:り.小払 に脱落する (PlateI.

FI尽.8).卵怪1146-78J▲,核径28-43J▲.亡は直径10-13I▲である｡ 卵掛 17クシソに肝染し,厚さ21ん

である｡
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ll) 斡 子 形 成

頼子形成過程を次の5Jqrこ区分した｡

1) 満床推曲期 :頼JrN)掛 1生井上皮中で,数個ないしは小帯を形成し月年みられる｡細胞は楕円形に近

く.接径6-7〟で,これを放り囲む薄い細胞井よりなる (PlatelI.FLg･I)｡俵内には 1僻の亡と牧在す
る染色文を有する｡頼LF瀬胞はその挨著しく故を増し.核径4I▲となる.

2) 第一次耕母#]胞A":増光分裂を終えた捕原細胞の核内では亡が消失し,染色糸が核の一康に集まって

対合が行われ.第一次輔母細胞となる (Platell,FLg･2)｡その後,染色糸は太く短くなって再び核内に比

がり.核径4〟となる (PhlelI,Flg3)｡次いで敗色体が赤道耐 こ並んで.妨一次成熟分裂が行われる｡
3) 第二次精母細胞期 ▲軒一次成熟分裂を終えると第二次掃母細胞となる那,その大きさは第一次柵母細

胸に比し小さく,核怪2J▲となる (PlatelT.F)g4)i
4) 枯郁聴朋 :第二次成軌分裂が煎ると,横径 12J.の拝細胞とILろ (Pl8teH.FLg･5)｡

5) 清子期 :耕細胞はその挨仲子となる (Platell,Flg･6)｡沸子頭取 t溌状{･,長さ10-13J.,仲05I▲.

尾鰍 1長さを正確にZr定出兼なかった｡

b 生殖典の成熟遺毛

先に述べた生殖加点の形成ia握にもとづいて.生il兼の尭逢過程を次の7段階に区分した｡なお.書令個

体では生井細胞より性の判Bdが困Jllr牧舎h'Lあるた軌 段陪0の未分化期を設定した.

段F80.未分化Jn:内Rtに占める生井集の依掛 1康めて狭く,括合扱&中に初Jqの生井弄&曲が牡在し

たり.数個集まっている漫度で,性的には未払で.軌搬魚から雌桂の類別が困JEである (F.g 1-a).初Jl

の生井醗&虫は-1 トキシリ./に♯染し.大きさ7-12/▲.核径4-7J.で,横内にfll佃ないし2僻の亡

を有する (Flg･トb)｡

段階 1,休止期 :′J､iEll小さく,点食且J*中に散在する｡畦では生尤上皮に卵簾細泊朋,初期卵母血胸

F･-gL PhotomlCrOgraPhsohransversesect10nSthrotJgh undlfTcrentlatedgonad

a GeneralvLeWOrgonad (Shelllength,77mm.AtJg.24)×98

b E8rlygonLainatDVegonad x980
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軌 無卵策期の生稚細胞がみられ 小鼓巌には経度個体では退化卯の浅仮がみられる (Pktem ,Flg.1)｡

また.雄の生苑上皮には梼原細胞がみられ (PlatelV.Flg･1),この期の終りに著しく教を増す.

段惜2,成長前期 ;雌では卯井形成前期の卵が出現し.小我妙こ沿って並ぶ (PlatellI.Flg･2)｡雄で

は第-次席母細胞が出現し.その数を増して第二次精母細胞 さらに梓細胞の形成までがみられる (P)ate

IV,Flg.2)｡

段階3,成長後期 :雌の小事塵は卵葬形成律期の卵がほぼ並列し.卵の矢場掛ま小我睦に突出する(Plate

IIT,Flg･3)｡雄の小蕪澄pこは清子が出現するが.小海腰面横に占治る耕子の比串は20%以下で少ない(Plate

IV.Flg･3)0

段階JI.成熟期:雌の小勇掛こは小我壁から遊#した熱卵がかなり多数みられるが.小葉塵にはなお卵原

細胞が少数乾められる (PlatelH,Flg･4)｡椎の小耳粒の中央部でIi拝細胞から構子への変態が活発に行

われ 梓子比率は20%以上となる (PlateIV.FI者.4)｡

段柑5,放出朋:小我腔は成熟卵及び常子の放出に上り空隙がみられるようになり,峰の小義壁では発達

途上の卵母細胞が (PlateIII,Fl藍5),また雄では棉母細胞.榊細胞がみられる (P)ateIV,Flgl5)｡

段階6.放出終了期 :雌と軽の小宅掛 王それぞれ成熟卵と榊子の放出によって完全に空隙となるが.退化

過食にある少数の洗存卵 (Pl8km.Figl6).及び清子 (P18tCTV,Flg･6)がみられ7U｡畔の小束壁に

は卵原神曲と初期卵母&胞及び無卯東湖の卵と崩漣途上の卵黄形成前期及び後期の卵がみられる｡雌では捕

原細胞のみがみられる｡

以上の区分に従って,各時期の生殖典の段階なれべた冶巣をTablelに,これ上り百分率でFlg.2に示

した｡雌蛙個体群では5月中旬に84%が成長前期にあり.成長挨掛ま10%で,休止期は5%で少ない｡6月

下旬には57%が成長後期に移り,33%が成熟卿 こ連する｡小鼓鮭には周年に亘り発達した卵母細胞の退化像

が軌痕され (PlateV,Flgl1).なかでも休止期から成熟掛 こ至る問に暮的に多い｡7月中旬から9月上旬

にかけて,放出期の個体が82-92%を占めるようになる｡放出後は味細胞が頻繁に観察され (PlateV,Flg

Tabl●1 MonthlychangesinthematuratlOnprocessOEgonad
GoTudcondltion
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Fig.2.Moz)thlychaJlgeS)∩thematur8110nProcessOfgonad

2).この革より卯の退化AがE立って来る｡その壊.9月下旬には75%が休止期で占められる.10月下旬に

は90%が成長前期へ進むdL.3月にはすべての個体が休止JZIにあり,tI格が共なっている｡従って.この間

の生井巣の変化を故事する必要があり,1979年12月上旬に採集した抗科の也紫蘇果せ併せてTablelに示

した｡これに上ると.休止JZl20%.成長前期70%.成長後期10%であった.

一方.妊性個体群では.5月中旬は83%が休止期で.あとは成長前期と成長徒期である.6月下旬には84

%が成熟期に達し.急激な発達がみられる｡その後,7月中旬から9月上旬に放出朋の個体が54-80%を占

めるが,9月下旬には47%と低下し,代って休止期の個体が40%出現する｡放出後は浅存拝子の退化隼が観

察されるが (PlateV.FlgS･3,4).味細胞括掛 ま卵巣に比べて顕著でない.10月下旬には休止期の個体が

観察個体全体の半数余りを占め,残りは成長前J帆 成長淡期へそれぞれ20%余り移行している｡3月中旬で

は休止期は42%と幾分妹少し.成長前期の僧体が33%に増えるが.10月に比べほとんど大きな変化がみられ

ない｡1979年12月ではat末女が4個体と少ないが.休止期より成長後期までみられている.

2 生物学的Jt小形

5月下旬と8月下旬に操*された善合せ体の生井巣の発達状腰を.穀長ごとに前述した発達段梓区分に従

ってjqベると,Table2のようになる｡5月I土か長10.0-16.8LZ)の個体が採集され.このうち.段椎0の兼
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Tlbl●2 GonadAlcondltionolyotJngShellbysllegroups

May31,1979 Aug.24.1979
ShelHength Und.fferentlated Restmg帥 ng Undifferenllated Resting
(nm) 辛 苦 ♀ 音 ♀ 否 ♀ 含

5.0-59

60-69

7.【ト79

80-89

90-9.9

10.(ドlo_9

ll.(ト119

12(ト129

130-13.9
140-14.9

15a-15.9

160116_9

17.0-17.9

18.a-18.9

19.0-199

Totalno 1 11 6 4 21 4 3 2

分化期は艇長102山の個体のみで.その他の個体11雌蛙の判別が可能で.休止期と成長前期にあった｡8月

はな長55-191山一の個体が採集さh.5_5-96mが未分化朋にあり.雌では82-90qが休止Aq.105rl.

16.7lL,17.71コの但件が放出朋にあった.一方.椎では16.2mと1911の個体が放出期にあった｡このうち.

AFのか長105工の81体に熟卵が (PlateV,Fig･5).またJ#の穀長162--の個体に焦子が (PhleV,Fig6)

それぞれ親察され これらはいずれも放出ia掛こあった.従って.生*細めの性分化はセ長10tB仕上り進み.

且鞍上仕JCの判別が可能たなる.生曲学的JL小形については,T&bLelの成れ朋から故出井了朋にある個体

のセ長を内ペると,7月下旬では.&のF長127Jl,書の150-がそれぞれ放出瀬にあった｡9月上旬では.

雌の蚊長14.6zEAが放出井了軌 姓の143Jが成れ期にあった｡これらは各月で観察した個件のうちで点小の

成体で,Table2の8月下旬の括集とも合せ.敢長151■以上の伸餅1すべて生殖能力を有するものとみなす

ことができる｡

考 察

≠tlt性分化がみられる食長104以上の中鉢IClま仕拝具俸であるが,それより小さい僻件でIl仕姓の判別

が不可能ICある｡ 今軌 従妹同体や体は全く艮♯されなかった｡ また.性比はTablelに示した書本の性

別から明らかなように.各月ともほぼ1:lに近いのIC,漁場でもこの比事にあると患われ ホタテガイで

みられた堆性先熟の併向')はみられなかった.

生井兼の成熟過程117段相に区分されたが.未分化瀬より休止期に至る産卵にさ加しない未熟個体と.産

卵にさ加する成体個体の ｢休止期｣とは未来区別して配す必要があるメ,ここでIl朱兼になるため,休止期

のふとした｡そこで,休止期にある未熟個体と.成体個体の相違点を記すと,未熟個体では成体個体に比べ

て小事は小さく,接合削*中に点在しているので,この点{･未払 成体の区別が可能である. また,雌の未

払や体では退化した生殖細胞の或照が全くみられないか,みられても庫めて少ないが.成体個体では捷めて
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多い.一九 雌の成体の休止期では生稚細胞の退化牧が雌にtt:べて研著でなく,この点では明確な区分は困

#であるOこの1うな相違点から,Table1,Table2に示した休止期の個体を区分すると,TAblelでは

雌の9月26日の12個体中2個体 (穀長134lZD,137u)が未熟ICあった｡また,耗ICは7月20EE(穀長13.3

J～),9月4日 (1491).9月26日(1251)の各1個体が未熟僧体であった.さらに.Table2で115月

318.8月24Elとも捷止期にある個体のすべてが未熟であった｡

生尤Jtの発達月掛 1.位堆個体群間で幾分様相をgt-にしている.即ち.雌{･は5月から6月にかけて休止

期から徐々に成熟期へと先達するのに対し.掛iこの間は急atに発きする.その後,姓の小牡 ではホタテ

ガイ )̀のように熟卵で小我鮭を健治尽した淡,放出されるのではなく,成熟した卵より瀬次放出されるため,

同一個体の産卵が9月下旬にまで及ぶものと考えられる｡これに対し,雌はある額齢小義姓が梯子で充満さ

れた後放出されるが,放出終了期の僧体が9月下旬にbIrかしかみられないことから,雌同株同一個体が9

月下旬まIC長期にわたって放出するものと考えられる.放出後V)9月下仙 1雌では休止期の個体で75%占め

られているが.その後,成長前期の佃件が90%を占めるようになる｡また.採集した年が異なるが.1979年

12月の緋 では,恥 1成長前JWi70%を占めており.10月～12月は成長前期の個体が多くなるものと考えら

れる｡しかし.その後.攻耗泊活Jbにより発達した卵母細胞が退化するため,3月には休止期だけになって

いると考えられる｡一方.掛 1放出後3月まで休止期が40-50%を占めている｡ただ,3月のir本は網走Jlt

から採集されたものであり,柳で生活しているものと性成熟の進行状態が異なっている可能性も考えられる｡

従って.10月以後5月までの期間の生米巣の発達状況については拝細な観察が必草とされる｡次に雌蛙の耳

誉TL:相違として.*紳点活動があげられる.雌の小暮蛙には周年にわたって*細胞活わにより卵の退化性が

抗さされたが,堆{･は放出後に堆牲生井&胎の退化色がごくわずかみられたにiaぎないC卯の退化4tli成れ

朋の7月から放出期の9月上旬には康めて少なくなり,放出後は再び多くなるので.退化卯の存在はgFIの成

れと的係しているように思われる｡喰&為の存在は兼良産伸御こおいても観察された｡喰純血活動が卵母神

曲の成長と関係していることは.著者1)がホタテガイ1年月で挽♯している｡Lo(方ANOFF')は Ytnu3111er-

cE,LLTr'aでphagocytlCT'tltrlentCeHを軌解し,この細胞は兼放出の生叔細胞の退化 吸収の他に発達する

生尤細胞への栄*物質の供給を行うことを示奴している｡ヤマトシジミにおいても.味細胞活動が先に尭逢

した生兼細胞を犠牲にして分岸し.その紫苑物質を按から発達する細胞の増殖.成長に役立てているという

考え方ができるが,詳細については今後の研究に待ちたい.

加東帝産ヤマトシジミの産卵期は,7月中旬から9月下旬で.8月が盛期と推定される｡藻琴湖産ヤマト

シt}ミについて.木下 ･熊谷叫i｢7月上旬には生舟兼が全く成熟し. こ(I,が7月中.下旬から放卵を始め

て9月上旬に迄及び.その盛期は8月上,中旬と汲めることが出来る｣と述べ.朝比奈3)も木下 ･淡谷とは

ば同様な冶具を得ている｡また.FuJ7■)によれIで,青森県十三潟ICは7月上旬にはほとんどの個体が産卵し,

8月下旬にまで及.右と述べている｡以上のことから,粥建材産と藻琴湖産ヤマトシL}三の産卵耕 土同時期で.

十三封と比べてもほとんど大差ない｡

生物学的点小形についてみると,朝比奈})は ｢教具18IJ江上の只はすべて充分に生井能力を有するが.12

JL以下では成熟した則ま1倍も監められず.最小の完熟佃掛ldtではや長15.2b,掛 1史長13.7-であっ

た｣と述べている｡今回.筆者が観察した生物学的点小形は,偉Iiセ&10.5■.姓は14.3JJであったが,前

述した如く.殻長15mが一般的であると思われる｡宇簾のシジミガイの成長曲浪▲)に上れば.敷長15hに逮

するには清3年を葬しており,産卵にさ加するのほ溝3年以上の只と云えよう｡

要 約

粥棄却産ヤマトシジミの生兼JqPlについて.1978年5月から1979年12月の間にI蓋し.次の括巣を持た.

1 雄性生井加治の成れia亀はその挿曲学的特故により.(I)卵原細胞肌 (2)初期卵母細胞I臥 (3)*卯兼n,

(4)卵実形成前胤 (57卵責形成後期,(6)成熟期の6期に区分した｡

また.推晩生策細胞は,(I)餅原h]胞M.(2)妨一次掃母細胞肌 (3)節二次精母細胞肌 (LI)掃細胞期,(5)構チ
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期の5期に区分した｡

2.生稚巣の熟度は生井巣の成熟過程の細胞学的特数に上り,(I)未分化肌 (2)休止N,(3)成長前軌 (JI)成

長後胤 (5)成熟JTl.(6)放出軌 (7)放出終了期の7期に区分した.

3 生*集の熱狂変化11律佐瀬柵 では.休止期:9-5月.成長前期 :5月及び10-12jl,成長後期と

成熟期:6凡 放出Pl:7-9月.放出終了JZl:9月の局JfIをたどる.また.J#蛙伸拝辞では,休止期 ･9-

5B,成長前期と成長株朋 :5-6月及び10-3凡 成魚JF:6-7月,放出Jq:7-9月.放出終了期 :

9月であった｡

4 性分化は軟度10m位より始まり.ほとんどの個体は沸3年の放長151■で成れに連する｡観察した生物

学的点小形は.鰍 王奴長105m,堆はな長143mであった｡
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サソマの各部位より抽出した脂質の酸化

西 田 孟 ･柴 田 宜 和

(北海道立推内水産択抜場)(東海区水産PF究所)

Oxidationoflipidsinthesaury(a loLabissal'ra)

HajLmeNISHIDA'and Nobtikazu SHlliATA●●

+(HohLaidoⅣDAkâal'F'sher'ES Eェ Perimf〝LDLStaL1077)

軸(ToADIReg'o乃L7LFisher7eSLhEarChLAborLILOry)

Wlth-eferencelolLPldsextTJICtedfrond■fferenttissuesofthesauryC8ughthlthesea0feast

Hokka.do,generztl可ual.tLeS.COnStiLuentsorl.p'd.thecomposltlOnOHattyacldSandv.tam=-eEwere

eJHmLneddurirIStheslo'ag= 137OCTor14days GeneralqtJal■t.esmdthecomposit10rLOEfatty

zLCLdslnl.ロidbeforethestorz-ge.acCOrdLngLOtheresult,we'e叩prOXimalelysLnLlartoezLChother

TT-OmF"r150rtlootherlLplds,however,theyextractedfromord.nArymuscleandvisceraContained
morea･tocopheTOlandphosphollPid Alsoweesl'mALedtheexLStenCeOIT･tOCOphero)Lneach

lipld

Changes■nlLP'dextractedfromordLna-ymuscleBndstoredratwerelargerthan一hoseofdark

muscJeandvLSCeradurlngthestorageinthlSeXPe'imerLL A一sohLghlyunsaturatedf8tLyacLds,fo,

eJtampleCIm.Clt■andsoon.wt･red亡SradedapParenllywltheachLIPld

緒 言

サンマは多凄位赤身魚の-8で全Eia.rf256千 t/52年,そのうち北海Slで151千 t/52年 漁獲される王事魚

種ICあるが, 肉やh文その他の性状に関する報告は少なくBB井にBtlしては此世的最近のものでは新聞らl)の

滑肪吸盤庇の分析や,竹内らZ)に上る可食部のピタミ./EAのデータがあるくらいである.木契換では部位

別に抽出した市井の一般性:帆 瀬肪酸扱成.ビタミンEおよびBP耳成分について貯簾中の変化を淵定した｡

試料および方法

試料は1979年10B,北海道東沖IC汲集された平均体重IL13g. 体長325C■のす･/了で.陸上げ後冷凍され

漁獲後的15日経過したものを東京中央卸死市場で入手し,-40℃に凍結斤漉した.

周文の抽出●BllghandDyer')法に恥じクpF,ホルム:ノク/-ル=2:1ヤ駄科3-5匹を用い各組

推,すなわち普通札 血合札 片iK脂肪お1び内Jtから抽出し.ェノミボレークーでクppホル人を除去し其

空ポンプで吸引し,生井ガスを充てんし-40℃に貯兼した｡

一般性状について

幹也 (A V･):DE科を中性土-テバ一･･Tルコール (1 1)に藩かLN/10カセイカリー7ルコール兼で滴

定◆)

過酸化物価 (PO･V･):試料を一定Jtのクppホ/L,ムに溶解し.米酢軌 飽和ヨウ化カリを加えN/100 チ

報文番号 AIO5(1980年11月14日受理)
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オ硫酸ソーダで滴定l)

ヨウ素価 (l･V.)拭科を一定Jtの四海化炭兼に杏解し.一定tのウィイス液を加えて反応後ヨウ化カリ

を加え N/10チオSt鼓ソーダで満定 )̀
齢肪鼓Ji成 .常法に上り油厨をノチルエステル化し,日立E53GCを使用し以下の集件lr-ガスクp7トタ

ラフィーを行った｡条件 :1け% DEGS カラム(クロそソルプW.60-80ノ,シユ,3■×2m),検出等 F

ID(230℃).キ十リアガス :N2(40tn)/nln).注入口 230℃.カラム 194℃.感度 lxlO7mVで行

い,島津クpマレ{,クEIAでその百分串をもとめた｡

ピタミソEの定A ●

前処理および不ケン化物の高速液体クロマトグラフィー (HPLC) 脂質1gを耗拝し,5%t'pガp-

ルーエタノール,60%KOHと共に沸Bt温浴中ICケン化壊不ケン化物をエーテル抽出した')｡得られた不ケン

化物を0.5rnlのトコール(内群)港かこ蓉かし.そのうち20PlをEl立635A高速諌体クロマトグラフで分音し
た｡淡出お1び走t.土日立650-10LC東光分光光度計(キ七ノ'/ランプ,ExI298nJZL,E.Ll330nJn)lC行っ

た.HPLCの典件 カラム (4▲X154,充てん剤 :I)クF,ソルブSト100).帯状 15%イソプpビJL･エー

チ/L,/∩--キサン(LC).圧力 ･35kg′′cm2,沈J Iml/mm.

中性一.リl/∬耳の牙由および定i

滞FFクF,17ト〆ラフィーに上る僻耳の分頭 :

プレート.シリカyルG (ノルク),20x2OcII.0.25■叫に一定Jtの康平をシtJI/ジ{･つけ,石油エーテル :

ェーテル 酢酸-80:2011で長押検,ヨウ素燕匁を■気しスポヶトを挨出

席井の定Jt .スポ,トを長さ取り.Iタロ▲女で強化牧 350nmでi～走 )̀

康平酸化鉄挨 部位別に抽出したBf3-4g(書孟肉JifIg)を7*押し50LA挿Jtぴんに入れ 37℃恒

良野中に貯斉し玉t変化を滞定した.

結果および考察

サソL･'制札鞍の租か肪t,抽出JB牙の一般性状および37℃.14日貯jk後の変化を T8blelに示した｡Ji牙

句po.V.が普通内瀬*で100.その他でもl00以上であることから.また漁*iE徒のP･OIV･が0もしくはそ

れに近いことから考えて冷汝貯jEされたものであることが うかがえる｡148律.P･OIV.は書急内済井が5

倍,貯jL鹿肪で5.6倍と高く.また A.V.もそれぞれ33倍一28倍と増加し敢化.分簾されていることが推察

された｡一九 血合肉および内J&JVJtではP･0･V･の増加はそれぞれ21倍.2倍と小さく.A･V･も1.2乱

I3倍と変化は小さかった｡

これらの差異が何に起因するかを知るため.若干の実検を行った｡Table2に天爺の抗酸化剤であるビタ

ミンEについて各瀬位bJのトコ7 II-ルtと同時に検出定tしたr トコフェE,-ルJtについても示した｡

TIbt'1Gener&lqualLtltSOrtheIIPidextractedfromdiErerenttISSueSOlth亡Saury

品 覇 晦 -一望 讐 Ordinarymuscle Darkmuscle Storedfat Viscera

0 5_86 27.98 76.25 23.98P.0.V,meq′ofLipid 100.1 133.6 111.0 141.3

A.V, 7.9 6.6 2.5 9.2

LV. 132_9 142.2 147_7 142.1

14 P.0.V. 498_7 286.4 624.0 275.4
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TAbJ'2.VltamLneElnlipldsextractedfromdlllerenttlSSueSOfthesaury

祇 Ordinarymusc)e DarkmuscLe Storedfat Vi文era

a-ToぐOpheroL 1090 740 87 370

a-T∝Otherot 31 18 I 29

a-TOCotかeroL 181 518 68 690

y-ToCOかterOtinunsup 16.0 5.5 25.3 2.5

0.5 0.2 0,3 0.2

TJLu.3.AcompcsLtLOnOEEattyacidslnthelLpLdextra亡t亡dITOmdlEE亡rent
tissuesoEthesaurylTLStallsolpTe.Andpost.storage

∴､ ㌍Ordinarymuscle Darkmuscte Storedーat VisceraPre- post- p√e- posh Pre- post- pre- posh

C14 0 6.9 9.I 8,0 7,8 8.5 ll.1 6.9 7.4

C15 0 0.3 0.6 0,5 0.4 0_4 0.6 0.4 0.4

C16 0 13,1 18.6 13,2 13.3 ll.2 13.8 10.7 12.6

C16 1 5,0 6.1 4,9 5,6 5.8 6.9 6.I 6.1

C17 ー 1.4 1.1 0.6 I,2 0.9 I.0 1.I 0_6

C18 0 2_4 3_6 2.I 2.1 1.4 】.7 1,9 2.2

C18 I 6,6 8.6 7.5 8.0 7_5 8.Jl 9.3 9_9

C18 2 I,2 1,1 1.3 1.3 I.4 I,4 1,4 1.5

CIA 3 1.0 0.6 I.0 0.9 I.4 1,0 1.2 1.0

C18 ; )C20 16.7 19.7 18.6 20.5 20.2 21,5 17.6 19.0

C20 4 0.5 0_1 0.6 0.4 0.5 0.3 0.7 0.5

C20 5 7.8 0 6_5 0 7.0 0 9.7 0
C22 1 15.5 25_1 18_5 26.4 19.9 26.3 16,4 27.5

C22 5 2.3 1_8 2.8 2.9 2.5 2.1 3,9 3.3

C22 6 18.1 2.1 12.8 8.1 9.2 2,9 ll,1 6.9

Others I.2 1.8 1.1 1.1 2.2 1.0 1,6 1.1

Saturates 22.7 23.8 21.5 19.9

Monoenes 40.1 44_4 48,1 Ll5_1

Polyenes 36,0 30,7 28.2 33_4
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TAbl●4.ChangesOfconslituenlslntheLIPlde3EtraCLedFromdifferenltLSSueSOEtheiaury

忘古志憲二 Ordinarymuscle Darkmuscle Storedfat Viscera

0 PTNX如lipid 17,7 12.2 10,7 5.1 5.7 4_0 18.8 6,6

(inLぶStJt) (0.7) (1.4) (3.I) (1.6)

Sterot 3.5 4,2 trace 6.0

Freeーa亡tyacid 2.0 1.4 I.7 6_2

Tri-glyceride 82.2 81.1 89.3 87.3 94.2 92.6 81.1 80_6

SteroIeSter 1.2 2.0 1,6 0,5

14 F.oーd10S帥olipid 77_7 67.3 17,8 73.8 61ー4 52,9 39.5

F,ofslerol 10.4 10.2 9.1

Freefattyacid 2.2 4_3

Tri-glyceride 22.3 83.9 81_1 26.1 47.2 45.0

これまIC魚柄頗井中, トコ7.LI-ル同族体のうちγ成分は検出されないかあっても敏tで定Jtされた報告

はないが本巣輸{･はHPLC一骨光分光光度計に1り検出定tを拭み.その存在を推定した｡r トコフェロ

ールは貯淡肘肪に特に多かった｡またα-トコフェp-ルl土普通肉JFfで多く貯諌瀬肪で少なかった.

杉井ら7)はビタミンE定JEに無しクFIPホルム-メタノール抽出に上りピタミソEが破哉される恐れのあ

ることより熟ベンゼン抽出法を推IAしている｡ また著者らのa-トコフェp-ルJtは熟ペソ･ttl/抽出法に上

った竹内ら7)のほほ'同じ大きさのサ'/マ可食奇中cr-トコ7ェp-/レJtの約15-40%と少なく,時期,個体別

の差異を考点しても若干の倉井の可能性もあると思われる｡本実Bでは クppホルムーノタノー/L,抽出法を

採用したので,この点を考JIする必事があろ).ピタ三./Eの妖酸化作用IiBIiA,BHTに牧べると弱いが

天焦に存在する坑軟化牡巽としてその意味がある.aくβくγくSのJFに統裁化カが強くTrりラードでは003

-004%添加で効力118大となると報告●)されている｡ また山田l)はマイワシ書遺肉瀬井からa-トコフ王

I-ル176pLg/lghi方を検出し,その抗教化作用に関与する可能性を■じている.

次に,貯兼前後の厨肪酸扱成の変化をTablC3に示した｡兼から明らかなようK珠位による大きな差異は

ないが甘急内胸耳で高圧不飽和酸がやや多かった｡これは新聞らIJのPa.:iflCSaurT (サー/17)の肪肪酸

鼠戊とはPi同じJ{ターンを示した.また貯iL淡,高度不飽和肺肪故が分解,減少し低放虎防潮が叫加してい

るのがわかる｡庄野ら叫も指摘しているように,酸化の程度なCnC酸の裸少串でみると廿並内舶耳が88%.

貯棚 肪では68%と大きいのに対し.血合肉および内JW 実で37-38%と小さかった｡

Table4に胆井成分についての変化を示した｡魚肉中のリ./脂男Jtはほは一定で07%前淡11)といわれて

おり,またその坑放化の相乗作用についても知られている●). 本葉換結果では鼠耗中普通肉で07%,血合

肉および内耳で1.4-I.6%.貯軸 肪で3.1%であった｡ また貯裁後のお耳変化をみると各席位ともトリグ

I).tリドが分片し捷性BP井が増加したがこの仕向11着35内原井お1び貯jKbi肪で大きく血合肉,内接腰質で

は小 さかった.

また虎井を片jkしその変化をみた括集をFLglに示した｡書ji肉粛井では貯兼後6E=】{･4%増加し以捷

書やかに#化が並行し14日後には5_3%に連した｡筑料が比較的少JtでFE科に対する空気の接地面株相対比

が大きいことに上り酸化が促進したとも考えられる.そしてこの牧舎.T8ble2の如く書孟肉彪賓ではt-TL
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コフェT,-ルAが抗酸化効果を及ぼすに至らなかったと考える｡またTable4の.r/BP文tも同様その効果

を示さなかった｡一方軟化が促進された麻田としてTable3に示したように高度不飽和BF肪軋 なかでも特

に不安定なC-I.酸が18%と多かったことが考えられる｡血合肉JB文で11貯裁6日日で2.2%増加し.その後

の増加率は低く14日{･3%であった｡貯井冊肪ICは6日目で1.3%と増加率は低かったが,その淡酸化速度

を増し11日で33%になった｡ 内相 賀では他の部位とやや異なる依向がみられ貯栽6日目まで新書期が改

められ 14日後で相加串も1%とJtも低かった.酸化が抑8Iされた原田としてq-トコフェロールおよびiI

ン右耳ZI'･関与している可能性も考えられるが多くは明らかでない｡

山田●)の井告ではマイワシの奇性別のBJlの軟化速ま11度および内JtJF斉で大きく.ついで血合肉胎欠で.

書孟肉Ji卦 まかなり長い話者期を示している｡魚社.汎蓑時l臥 生鮮正および実検方法などの違いに上り比

掛 i困JEであるが.山田I)の-20℃で5カ月冷凍貯jkしたイワシの実B結果と若者らのそれとでは書為肉

JP東の14日貯jE後の酸化に上る増加率でほぼ一女していると思われるほかは頼逢した.

こうしたことから魚8などの前述した条件が異なればそれぞれ外な.)た酸化バターンが生じると考えられ

る｡いずれにしても本搬告の酸化実検で抽出した服罪Aに差を生じたため冶具の解析を多少困#にした点は

否定し得なかった｡

本実検に際し.ピタミソEおよび瀬肪酸取成の分析で御柑乱 御協力をいただいた東海区水研.杉井峨三

郎主任研究官,坂田 追技官に,また助首をいただいた表巻Jt輔Hl肘利用室長に深く感牡の意を表する.

摘 要

サl/マの銘位別常かこついて一般性状,ピタミL/TE,腰肪車扱成如上び伊井成分について貯簾中の変化を

3d定した捨果.貯iL前の伊井について一枚性状および脂肪散乱庇は性は'同じ横向を示したが書35肉お上び内

丘磨燕ではa-トコフェp-ルおよびリ./bi質が他の虎掛こ比べ多かった.また各点巽中に7-トコフ It,-

JL,の存在を推蕪した｡



102 茜EEl 孟 ･桑田主和

好集中の変化は未実k結果からは書3i肉Ji耳お1び好漢b肪で大きく,血合肉および内NF庶質で小さい｡
また各JP質ともC～,.Gl'強など木皮不貞和鹿肪btの分RFが顔書であった｡
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北海;暮石狩*尭プランクトンtR圭 Y 1975-1979

年温唖手 (6-11月)における動物プランクトンの

'現存t曲繰"

小 A 守 之

石狩湾とその近渡海妹において書記の潮間に採集

した動物プラ-/タトンiF本捻計186の湿舌Jtをポ足

し.n査期間毎の抄牡 プラ-/クトl/現存tの平均

鼠 中央嵐 Jt小丘,七大卓を求めた｡また,各持

主期間の*定生の相対兵8t女鹿曲& (現存Jt曲J&)

から上述のilの変地祇BZlを明らかにした.Jb牡プラ

ソクト./現存Jは2-530■/nIの唯降にあり.中央

掛110-70喝/dの屯田に.また平均値は20-1201g/qT

の範囲にあった｡

Al(氾 北水妖穀 23 1-7 1981

qL火jt治井伊ir75におけるマコンプの生瀬およびコ

ンクリート1ロック.BJ石によるコンプ港造成

井 l朝 コンクl)-ト7E)ツク.割石によるコン7

礁造成

船 野 瞳

プpツタ.81石に上るコ'/7(鶴の有効な造成方法

を兄い出すため,1962-1970年伊達市北井金,舟岡,

長和.有珠 (ポソウス-ナ, tLシラル.沖の鳥)で

突放)圭した括兼を,前根 (船EF.1980&)に引農

き報告する｡

内容はコl/ブ鎖造成の意地と岩月.プ.'ブタの姿

勢.兼溝と分政策穂.書生基軸としての耐用年数,

プロ,クの成井扱,プF,,ク･コンプ漁*と書面A

推定,収Jtと取残しの7(圭{･ある.

A101北水古く報 239-52 1981

利尻Aにおける7シスジモクSarga∫sL･mEON/'IS-

lLllJの生態

名畑進一 ･新鹿義昭 .松谷 兵 ･武井文JB

利尻A沿岸に生育するフシスジモクは,リシリコ

I/プとJt争BC係にあるため,1977-1979年に木tの

生息をJI暮した.事体は軟一冬の湖はゆ.)くり生長

した｡水札が上がる書～夏には急速に伸長し,7月

に全長約2m で♯長に差して成熟した.卵放出期

間は7月下旬～8月中旬で.その後主横は基部を表

して枯死脱耕した｡書鼓した成体の年間狭耗革は

47-70%で,等体の寿命116-7年と推察した｡

AIO2 北水沢搬 23 53-64 1981

M走湖産ヤマトシジミCo'･bl'E･Llu}aタomCLZPRIME

の生長

宇 # 均

加東#産ヤマトシジミの生長をや真上のk蚊に基

いてJIべた｡Ii蚊は 1年に1回形成される｡また,

虫の切片*に政められる局期的な熊毛変化と対応し

ており.年B形耳とため得た｡NF故から求められた

生長11年変Bが著しく,各年抜群の生長に大きな差

を生じていた.特にJt近政年間の生長速まの上昇が

注目された｡AI推聞r=生長の相連は艶められなかっ

た｡世の生長は5月以降8月にかけて急速に進み.

10月以降翌5月までの期間はほぼ停滞していた｡

AIO3北水枕報 2365-81 1981



納走湖東ヤマトシジミ;CoT･bicJLLbJDf>oTIICDPRIMt
の生7i絹期

九 弗 裁

網走湖産ヤマトシジミの生井巣を範頼学的に観察

し,生尤細胞の成熟過振を鰍i6】帆 掛ま5朋に区

分した｡これにもと一九､て.生井巣の尭遵iA恵を7

AElに区分し,生X月期を■べた鼻糞,産gFFAg117月

中旬から9月下旬に及び.8月が盛JZIと推定 され

た｡また.tk分化は較長10tA位より始まり,ほとん

どの個体は♯3年のセ長lSprC成熟に差した｡

軌蕪した生物学的丑小形は.蛙は穀長10.5-.推
.ま穀長143qであった.

A104 北水妖報 23 83-95 1981

サンマの各部位よLJ抽出Lた脂東の酸化

西田 孟 柴田jl和

サ'/了の各阻織から抽出した厨質について酸化に

よる一般性状,JB質成分.BB肪車扱成TL:どの許化を

試扱し.また トコ7 ェp-ルについてもPl定した｡

貯ま前の鹿耳について一般性状.JP肪強風成ほほは

同1Lであったが,(-トコフ‡p-/L,,リ'/瀬井はhi

文に上り相具した.同時に丁-トコ7‡p-ルの存

在を推察した.貯jL中の変化について.各bi井はや

や共なるバターl/セ示したo

AIO5 北水杭≠ 23 97-102 1981



北 海 道 立 水 産 試 験 場

北 海 道 立 中 央 水 産 試 験 場
(HokkaldoCentralFishenesExpenmentalStatlOn)

(]Ht.k敷 鳶 孟 息 et昏1盃 r悉 ExiRpe,監e盈 1S.at.｡｡)

北海道立函館水産試験場室蘭分場
(MuroTanBra71Ch,rlokkaLdoHakodateFIShenes

ExpenmentalStEtLOn)

北 海 道 立 釧 路 水 産 試 験 場
(HokkaldoKushlrOFISherleSExlXrlmentalStatlOn)

北 海 道 立 網 走 水 産 試 農 場
(HokkaldoAbashlnFIShenesExpertT71entalStatIOn)

恭oebeesf盈 悪播 慧1%背恩 hS,lJnj"
FIShenesExpeTlmentatStatlOn)

(jHL.息 漕 息 慧a,PIFISheneskExiR,enBhmenifalStaモ.｡n)

(jHt.Rka敷 5蕊 .'ui%#Maecitu7e)ン ター

046

(Sofc難詰 ｡｡.Ja｡a｡)
042

帝慧禦 錯 まkA;a2te.
Hokkatdo,Japan)

051

既禦控乱と;aln?
HokkaLdo.Japan)

085

鰻 fchTKu,Zhl.eo,H｡kka.｡｡.Japan)
099-31

滞禦 漕乱蕊 n,H｡kka.d｡.Ja,an)
094

齢 禁 m#an17MonbtauGkka.｡｡,,a｡an,

097

階 #afka4n=Ta｡kkald｡Ja,an)

04ト14
最澄珊 a.d｡.Japan)
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